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平成３０年度 看護学部３学年シラバス
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急性期にある人の看護Ⅰ（※H28 入学のみ）    …P２０～２６
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終末期にある人の看護              …P３２～３８

在宅療養を支える看護              …P３９～４４

地域看護学Ⅱ（地域看護援助技術）        …P４５～５１

健康障害をもつ子どもの看護           …P５２～５８

健康障害をもつ高齢者の看護（※H27 入学のみ）  …P６９～６５

健康障害をもつ高齢者の看護Ⅱ（※H28 入学のみ） …P６６～７２

精神の健康障害をもつ人の看護          …P７３～７９

英語Ⅲ                     …P８０～８６

英語Ⅳ                     …P８７～９２

生命倫理（H27 入学のみ）            …P９３～９７

助産学Ⅰ                   …P９８～１０３

助産学Ⅲ（※H28 入学のみ）         …P１０４～１１０

＜後期＞

母性看護学実習               …P１１１～１１６

健康障害をもつ子どもへの看護学実習     …P１１７～１２２

精神の健康障害をもつ人への看護学実習    …P１２３～１２８

急性期にある人の看護学実習         …P１２９～１３４

慢性疾患をもつ人への看護学実習       …P１３５～１４０
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区分名：看護を統合する科目

科目名（英語名称含む）： 看護研究方法論とその活用

（  Nursing research methodology and application   ）

教員名： 木下美佐子

開講年次：３年次，学 期：２０１８年度 前期 ，必修／選択：必修  

授業形態：講義 ，単位数：２単位 ，時間数：６０時間

概要：看護研究に用いられる方法論に関する基礎的な知識を学び、看護の対象、看護者、対

象と看護者との相互に関する疑問を探求し、看護実践において看護研究を活用できる能力

を培う。

学習目標：1）看護研究の意義および目的について学ぶ。

2）研究設計と研究方法について学習する。

3）看護研究における倫理的配慮について理解する。

4）研究論文の吟味について学習する。

5）研究論文の活用について学ぶ。

行動目標

     1）看護研究の意義および目的が説明できる。

2）研究設計に基づいた質的研究方法について述べることができる。

3）研究設計に基づいた量的研究方法について述べることができる。

4）看護研究における倫理的配慮について理解することができる。

5) 看護論文の内容を理解し、それを要約することができる。

6）研究論文の長所、短所を吟味することができる。

7）文献の種類、論文としての構成について説明できる。

8）文献を検索することができる。

9）研究論文の知見の看護実践への活用について考えることができる。

学習アウトカムと科目達成レベル表

学習アウトカム 科目達成レベル

１．プロフェッショナル

看護専門職者をめざす者として、それにふさわしい基本的な態度・姿勢の必要性を理解し、

行動できる。

１） 看護倫理 ①
生命倫理と看護の倫理の原則を理解し、そ

れに基づき、考え、行動できる。
○

態度、習慣、

価値観を模擬



3

②

生命の尊厳や人権について理解し、人々の

意思決定を支え、擁護に向けた行動をとる

ことができる。

的に示せるこ

とが単位認定

の要件である

２)

習慣・服

装・品位/

礼儀

①
状況に適合した、服装、衛生観念、言葉遣

い、態度をとることができる。

○

態度、習慣、価

値観を模擬的

に示せること

が単位認定の

要件である

②
時間を厳守し、何事においても真摯に対応

し、積極性や誠実性を示すことができる。

③
自らの誤り、不適切な行為を認識し、正す

ことができる。

３） 対人関係 ①
他者に自分の価値観を押しつけず、常に敬

意を払って接することができる。
○

態度、習慣、価

値観を模擬的

に示せること

が単位認定の

要件である

４）
法令等の規

範遵守

①
個人情報の取扱いに注意し、守秘義務を守

り、人々のプライバシーを尊重できる。

○

態度、習慣、価

値観を模擬的

に示せること

が単位認定の

要件である

②
各種法令、大学等関連諸機関の規定を遵守

することができる。

２．生涯学習

看護専門職者として優れた洞察力と応用力を兼ね備え、看護学及び関連の広い分野の科学

的情報を収集・評価し、論理的思考の継続的改善を行うことができる。

１）
自己啓発と

自己鍛錬

①

看護学・医療の発展、人類の福祉に貢献

することの重要性を理解できる。

◎

実践できる

ことが単位

認定の要件

である

②

看護学に関する情報を、目的に合わせて

効率的に入手することができる。

③

独立自尊の気風を養い、自己管理・自己

評価を行い、自身で責任を持って考え、

行動できる。

④

自らのキャリアをデザインし，自己主導

型学習（自身の疑問や知識・技能不足を

認識し、自ら必要な学習）により、常に

自己の向上を図ることができる。
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３．人間関係の理解とコミュニケーション

自己を内省する力を養うとともに、他者とのコミュニケーションを通して、他者を理解し、

互いの立場を尊重したよりよい人間関係を築くことができる。

１）

看護を必要

とする人々

とのコミュ

ニケーショ

ン

①
人々の生命、健康、生活について幅広い関

心を持ち、深く洞察することができる。

○

態度、習慣、

価値観を模

擬的に示せ

ることが単

位認定の要

件である

②
人々の社会的背景を理解して尊重するこ

とができる。

③

看護専門職者としてふさわしいコミュニ

ケーションスキルを身につけ、実践でき

る。

④
望ましい健康行動がとれるよう人々の意

思決定を支援することができる。

２）

チームでの

コミュニケ

ーション

①
人々の健康を支えるチームの一員に看護

の立場から参加し、他職種と協働できる。

○

態度、習

慣、価値観

を模擬的に

示せること

が単位認定

の要件であ

る

②

チーム医療におけるリーダーシップの意

義と看護専門職者が果たす役割について

理解することができる。

③

チームメンバーに対して、尊敬、共感、信

頼、誠実さを示し、看護専門職者としての

責任を果たす重要性を理解することがで

きる。

④

人々に必要な看護が継続されるよう、医療

チームメンバーに適切に情報を提供する

重要性を理解することができる。

4．知識とその応用

看護専門職者の基盤となる知識を修得し、科学的根拠に基づき、看護の実践に応用できる。

以下の科目の知識を修得し、学習内容を

説明できる。（学部コースツリー参照）

１）

豊かな感性

と倫理観を

もつ看護専

門職者

① 感性を高める科目

○

模擬的な場

に知識を応

用できるこ

とが単位認

定の要件で

ある

② 倫理性を高める科目

③ 論理的思考能力を高める科目
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④ 表現力を培う科目

２）

創造性豊か

な看護専門

職者

① 社会の理解を深める科目

○

模擬的な場

に知識を応

用できるこ

とが単位認

定の要件で

ある

② 人間の理解を深める科目

③ 人間の身体機能と病態を理解する科目

④ 看護の基本となる科目

⑤ 看護実践の基盤となる科目

３）

ニーズに対

応する実践

能力を備え

た看護専門

職者

① 看護実践の応用となる科目

○

模擬的な場

に知識を応

用できるこ

とが単位認

定の要件で

ある

② 看護の実践

③ 看護を統合する科目

5．看護の実践

人々が生活するあらゆる場において、あらゆる健康レベルの人々のニーズに基づいた看護

を実践することができる。

１）

人々のニー

ズに基づい

た看護の実

践

①

人々の健康レベルを、成長発達や日常生活

を取り巻く環境の観点で捉えることがで

きる。

●

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある

②

人々が活用できる地域の社会資源、保健・

医療・福祉制度や関係機関の機能と連携に

ついて説明できる。

③

人々の健康に関するニーズを明らかにす

るために、必要な情報を収集し、アセスメ

ントすることができる。

④
健康問題に応じた、根拠に基づく看護を計

画することができる。

⑤
安全で効果的なケアを探求し、あらゆる健

康段階に応じた看護を実践できる。
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⑥

看護の対象となる人々、保健医療福祉等の

専門職と協働して、人々がその健康問題を

解決することを支援することができる。

⑦
看護実践を評価し、計画の修正を図ること

ができる。

⑧

地域の人々の健康問題の解決のために、既

存の社会資源の改善や新たな社会資源の

開発、フォーマル・インフォーマルなサー

ビスのネットワーク化、システム化の重要

性を説明できる。

6．地域社会への貢献

（１）地域の特性を理解し、人々が住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、看護

専門職者としての役割を果たすことができる。

（２）福島での大規模複合災害から、災害時に必要となる種々の連携について学び、説明で

きる。

１）

地域の人々

の生命と暮

らしを守る

①

地域の特性やそこで暮らす人々の生活状

況を理解し、人々が抱える健康問題と関連

する要因や生活背景について説明できる。
△

修得の機会

があるが、

単位認定に

関係ない②

人々とともに、安心して生活できる地域づ

くりを考え、そのために協働する看護専門

職者の役割について説明できる。

２）
福島の災害

から学ぶ

①

福島でおこった大規模複合災害を学び、必

要な医療・福祉・保健・行政をはじめとす

る各種連携の実際を理解し、説明できる。

△

修得の機会

があるが、

単位認定に

関係ない

②
放射線災害の実際を知り、放射線を科学的

に学び、適切に説明できる。

③

放射線（および災害）に対する地域住民の

不安が理解でき、社会・地域住民とのリス

クコミュニケーションについて説明でき

る。

7．看護学発展への貢献

看護学領域での研究の意義や、科学的・論理的思考に基づいて看護学上の課題を解決する

ことの重要性を理解できる。
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１） 科学的・論理的思考

①
看護実践を通して、看護学上の

課題を考えることができる。

◎

実践できる

ことが単位

認定の要件

である
②

科学的思考に基づいて看護学

上の課題を解決することの重

要性を説明できる。

テキスト：指定しない     

参考書：講義中に示す

成績評価方法：講義（25 点）：出席状況 及び 課題（適宜）、

演習（25 点）：演習参加状況 及び グループ発表評価

ゼミ（50 点）：レポート（30点） 参加度（20点）

回 項目 内容

1

オリエンテーション

研究と看護実践

文献・論文とは

研究と看護実践の関係

看護実践の臨床応用

文献と論文，種類

2 演習：文献検索の方法と実際 データベース，web 検索

3

研究目的とデザイン

研究計画（書）

研究における倫理

研究目的と研究方法

研究計画書の意義と構成

研究（者）の倫理

4 量的研究とその成果の活用 適用，方法，質問紙調査，介入研究

5 質的研究とその成果の活用 適用，方法，内容分析，現象学，ｸﾞﾗﾝﾃｯﾄﾞｾｵﾘｰ

6 文献クリティーク
文献ｸﾘﾃｨｰｸの意義と視座  論文作成

プレゼンテーション

7
文献検討(演習)

GW：ポスター作成
文献検討の目的，活用

8 GW：ポスター作成
文献の選定

ポスター作成

9 GW：ポスター作成 ポスター作成

10 ポスター研究発表 プレゼンテーション

11

文献クリティークのゼミ

（配属部門により開講）
文献クリティーク

12

13

14

15
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区分名：

科目名（英語名称含む）：感染看護学（ Infectious Nursing Science ）

教員名： 佐藤 博子

開講年次：3年次，学 期：2018 年度 前期 ，必修／選択：必修

授業形態：講義 ，単位数：1 単位 ，時間数：15時間

概要：看護専門職業人として働く場は、病院はもとより在宅看護、地域と様々であり質保証

として感染看護学は重要である。種々の感染症が流行した場合に対応するための疫学的な

視点も求められる。感染防止に関する基礎知識をもとに感染防止に必要な方策を学び、

様々な状況に対応するための基盤となる考え方を培う。

学習目標：1）感染看護学の重要性について説明できる。

     2）感染管理に関する基礎知識について説明できる。

     3）病院、施設における感染管理の実際について説明できる。

     4）様々な状況における感染防止の対策について説明できる。

5）感染症対策の法的側面について学びグローバルな視点での感染対策について

説明できる。

学習アウトカムと科目達成レベル表

学習アウトカム 科目達成レベル

１．プロフェッショナル

看護専門職者をめざす者として、それにふさわしい基本的な態度・姿勢の必要性を理解し、

行動できる。

１） 看護倫理

①
生命倫理と看護の倫理の原則を理解し、そ

れに基づき、考え、行動できる。

―
習得の機会が

ない。
②

生命の尊厳や人権について理解し、人々の

意思決定を支え、擁護に向けた行動をとる

ことができる。

２)

習慣・服

装・品位/

礼儀

①
状況に適合した、服装、衛生観念、言葉遣

い、態度をとることができる。

△

習得の機会が

あるが、単位

認定に関係な

い。

②
時間を厳守し、何事においても真摯に対応

し、積極性や誠実性を示すことができる。

③
自らの誤り、不適切な行為を認識し、正す

ことができる。
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３） 対人関係 ①
他者に自分の価値観を押しつけず、常に敬

意を払って接することができる。
△

習得の機会が

あるが、単位

認定に関係な

い。

４）
法令等の規

範遵守

①
個人情報の取扱いに注意し、守秘義務を守

り、人々のプライバシーを尊重できる。
―   〃

②
各種法令、大学等関連諸機関の規定を遵守

することができる。

２．生涯学習

看護専門職者として優れた洞察力と応用力を兼ね備え、看護学及び関連の広い分野の科学

的情報を収集・評価し、論理的思考の継続的改善を行うことができる。

１）
自己啓発と

自己鍛錬

①
看護学・医療の発展、人類の福祉に貢献

することの重要性を理解できる。

△

習得の機会

があるが、

単位認定に

関係ない。

②
看護学に関する情報を、目的に合わせて

効率的に入手することができる。

③

独立自尊の気風を養い、自己管理・自己

評価を行い、自身で責任を持って考え、

行動できる。

④

自らのキャリアをデザインし，自己主導

型学習（自身の疑問や知識・技能不足を

認識し、自ら必要な学習）により、常に

自己の向上を図ることができる。

３．人間関係の理解とコミュニケーション

自己を内省する力を養うとともに、他者とのコミュニケーションを通して、他者を理解し、

互いの立場を尊重したよりよい人間関係を築くことができる。

１）

看護を必要

とする人々

とのコミュ

ニケーショ

ン

①
人々の生命、健康、生活について幅広い関

心を持ち、深く洞察することができる。

△

習得の機会

があるが、

単位認定に

関係ない。

②
人々の社会的背景を理解して尊重するこ

とができる。

③

看護専門職者としてふさわしいコミュニ

ケーションスキルを身につけ、実践でき

る。

④
望ましい健康行動がとれるよう人々の意

思決定を支援することができる。
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２）

チームでの

コミュニケ

ーション

①
人々の健康を支えるチームの一員に看護

の立場から参加し、他職種と協働できる。

○

態度、習

慣、価値観

を模擬的に

示せること

が単位認定

の要件であ

る。

②

チーム医療におけるリーダーシップの意

義と看護専門職者が果たす役割について

理解することができる。

③

チームメンバーに対して、尊敬、共感、信

頼、誠実さを示し、看護専門職者としての

責任を果たす重要性を理解することがで

きる。

④

人々に必要な看護が継続されるよう、医療

チームメンバーに適切に情報を提供する

重要性を理解することができる。

4．知識とその応用

看護専門職者の基盤となる知識を修得し、科学的根拠に基づき、看護の実践に応用できる。

以下の科目の知識を修得し、学習内容を

説明できる。（学部コースツリー参照）

１）

豊かな感性

と倫理観を

もつ看護専

門職者

① 感性を高める科目

△

習得の機会

があるが、

単位認定に

関係ない。

② 倫理性を高める科目

③ 論理的思考能力を高める科目

④ 表現力を培う科目

２）

創造性豊か

な看護専門

職者

① 社会の理解を深める科目

○

態度、習慣、

価値観を模

擬的に示せ

ることが単

位認定の要

件である。

② 人間の理解を深める科目

③ 人間の身体機能と病態を理解する科目

④ 看護の基本となる科目

⑤ 看護実践の基盤となる科目
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３）

ニーズに対

応する実践

能力を備え

た看護専門

職者

① 看護実践の応用となる科目

－
習得の機会

がない
② 看護の実践

③ 看護を統合する科目

5．看護の実践

人々が生活するあらゆる場において、あらゆる健康レベルの人々のニーズに基づいた看護

を実践することができる。

１）

人々のニー

ズに基づい

た看護の実

践

①

人々の健康レベルを、成長発達や日常生活

を取り巻く環境の観点で捉えることがで

きる。

△

習得の機会

があるが、

単位認定に

関係ない。

②

人々が活用できる地域の社会資源、保健・

医療・福祉制度や関係機関の機能と連携に

ついて説明できる。

③

人々の健康に関するニーズを明らかにす

るために、必要な情報を収集し、アセスメ

ントすることができる。

④
健康問題に応じた、根拠に基づく看護を計

画することができる。

⑤
安全で効果的なケアを探求し、あらゆる健

康段階に応じた看護を実践できる。

⑥

看護の対象となる人々、保健医療福祉等の

専門職と協働して、人々がその健康問題を

解決することを支援することができる。

⑦
看護実践を評価し、計画の修正を図ること

ができる。

⑧

地域の人々の健康問題の解決のために、既

存の社会資源の改善や新たな社会資源の

開発、フォーマル・インフォーマルなサー

ビスのネットワーク化、システム化の重要

性を説明できる。

6．地域社会への貢献
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（１）地域の特性を理解し、人々が住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、看護

専門職者としての役割を果たすことができる。

（２）福島での大規模複合災害から、災害時に必要となる種々の連携について学び、説明で

きる。

１）

地域の人々

の生命と暮

らしを守る

①

地域の特性やそこで暮らす人々の生活状

況を理解し、人々が抱える健康問題と関連

する要因や生活背景について説明できる。
○

態度、習慣、

価値観を模

擬的に示せ

ることが単

位認定の要

件である。

②

人々とともに、安心して生活できる地域づ

くりを考え、そのために協働する看護専門

職者の役割について説明できる。

２）
福島の災害

から学ぶ

①

福島でおこった大規模複合災害を学び、必

要な医療・福祉・保健・行政をはじめとす

る各種連携の実際を理解し、説明できる。

－
習得の機会

がない

②
放射線災害の実際を知り、放射線を科学的

に学び、適切に説明できる。

③

放射線（および災害）に対する地域住民の

不安が理解でき、社会・地域住民とのリス

クコミュニケーションについて説明でき

る。

7．看護学発展への貢献

看護学領域での研究の意義や、科学的・論理的思考に基づいて看護学上の課題を解決する

ことの重要性を理解できる。

１） 科学的・論理的思考

①
看護実践を通して、看護学上の

課題を考えることができる。

－
習得の機会

がない
②

科学的思考に基づいて看護学

上の課題を解決することの重

要性を説明できる。

テキスト： 指定しない    

参考書： 開講時に提示する

成績評価方法：授業への参加度とレポート、試験により評価する。

その他（メッセージ等）： 看護の専門性と感染看護についての理解を深め、専門職として

基盤となる感染防止に対する知識と行動が行えるように学んでいきましょう。

授業内容(学習項目) 

回数 項目 内容（キーワード等）
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第１回 感染看護とは 感染看護学の位置づけと学びの目的

職業感染防止への対応

第２回 感染対策

感染防止の基礎知識と看護技

術

1）スタンダードプリコーション

2）感染経路別予防対策を隔離法

3）手洗い

4）防護用具

5）洗浄･消毒･滅菌

6）検体の取り扱い

第３回 薬剤耐性菌の基礎と感染管理 感染症の原因となる様々な微生物と病院施設で

の取り組み

第４回 医療施設における感染管理の

実際（1）

病院における感染対策チーム（ICT）および感染

管理認定看護師（ICN）の活動

第５回 医療施設における感染管理の

実際（2）

医療施設における感染対策の事例

第６回 感染と看護ケア

公衆衛生における感染症対策

差別と偏見

世界の感染症とパンデミック対策

第７回 様々な状況における感染状況

と対策

場所別（在宅･高齢者施設･避難所など）感染防止

のあり方

第８回 まとめ 感染管理の現状と課題
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区分名：看護の基本となる科目

科目名（英語名称含む）： 医療安全学   （  Medical safety science   ）

教員名： 木下美佐子

開講年次：３年次，学 期：２０１８年度 前期 ，必修／選択：必修  

授業形態：講義 ，単位数：１単位 ，時間数：１５時間

概要：医療の質を高めるために欠かせないのが医療安全の確保である。医療事故の種類や構

造、ヒューマンエラー発生のメカニズムについて事例を通して読み解き、医療事故を防止す

るための考え方、医療安全に向けた組織的な取り組みの理解を深める。

学習目標：医療安全を確保するために、医療事故発生の種類や構造・ヒューマンエラーを学び、

事故防止していくために必要な基本的知識を理解する。

行動目標

１．医療安全を学ぶ医療事故の定義と事故発生の要因、構造がわかる。

２．事故発生のメカニズム、ヒューマンエラーが理解できる。

３．医療事故防止のための方法、組織的な事故防止対策がわかる。

４．医療事故に関する法的な責任を理解する。

学習アウトカムと科目達成レベル表

学習アウトカム 科目達成レベル

１．プロフェッショナル

看護専門職者をめざす者として、それにふさわしい基本的な態度・姿勢の必要性を理解し、

行動できる。

１） 看護倫理

①
生命倫理と看護の倫理の原則を理解し、そ

れに基づき、考え、行動できる。

○

態度、習慣、

価値観を模擬

的に示せるこ

とが単位認定

の要件である

②

生命の尊厳や人権について理解し、人々の

意思決定を支え、擁護に向けた行動をとる

ことができる。

２)

習慣・服

装・品位/

礼儀

①
状況に適合した、服装、衛生観念、言葉遣

い、態度をとることができる。

○

態度、習慣、

価値観を模擬

的に示せるこ

とが単位認定

の要件である

②
時間を厳守し、何事においても真摯に対応

し、積極性や誠実性を示すことができる。

③
自らの誤り、不適切な行為を認識し、正す

ことができる。

３） 対人関係 ①
他者に自分の価値観を押しつけず、常に敬

意を払って接することができる。
○

態度、習慣、価

値観を模擬的
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に示せること

が単位認定の

要件である

４）
法令等の規

範遵守

①
個人情報の取扱いに注意し、守秘義務を守

り、人々のプライバシーを尊重できる。

○

  態度、習

慣、価値観を

模擬的に示せ

ることが単位

認定の要件で

ある

②
各種法令、大学等関連諸機関の規定を遵守

することができる。

２．生涯学習

看護専門職者として優れた洞察力と応用力を兼ね備え、看護学及び関連の広い分野の科学

的情報を収集・評価し、論理的思考の継続的改善を行うことができる。

１）
自己啓発と

自己鍛錬

①
看護学・医療の発展、人類の福祉に貢献

することの重要性を理解できる。

○

態度、習

慣、価値観

を模擬的に

示せること

が単位認定

の要件であ

る

②
看護学に関する情報を、目的に合わせて

効率的に入手することができる。

③

独立自尊の気風を養い、自己管理・自己

評価を行い、自身で責任を持って考え、

行動できる。

④

自らのキャリアをデザインし，自己主導

型学習（自身の疑問や知識・技能不足を

認識し、自ら必要な学習）により、常に

自己の向上を図ることができる。

３．人間関係の理解とコミュニケーション

自己を内省する力を養うとともに、他者とのコミュニケーションを通して、他者を理解し、

互いの立場を尊重したよりよい人間関係を築くことができる。

１）

看護を必要

とする人々

とのコミュ

ニケーショ

ン

①
人々の生命、健康、生活について幅広い関

心を持ち、深く洞察することができる。

●

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある

②
人々の社会的背景を理解して尊重するこ

とができる。

③

看護専門職者としてふさわしいコミュニ

ケーションスキルを身につけ、実践でき

る。

④
望ましい健康行動がとれるよう人々の意

思決定を支援することができる。
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２）

チームでの

コミュニケ

ーション

①
人々の健康を支えるチームの一員に看護

の立場から参加し、他職種と協働できる。

○

基盤となる

態度、スキ

ルを示せる

ことが単位

認定の要件

である

②

チーム医療におけるリーダーシップの意

義と看護専門職者が果たす役割について

理解することができる。

③

チームメンバーに対して、尊敬、共感、信

頼、誠実さを示し、看護専門職者としての

責任を果たす重要性を理解することがで

きる。

④

人々に必要な看護が継続されるよう、医療

チームメンバーに適切に情報を提供する

重要性を理解することができる。

4．知識とその応用

看護専門職者の基盤となる知識を修得し、科学的根拠に基づき、看護の実践に応用できる。

以下の科目の知識を修得し、学習内容を

説明できる。（学部コースツリー参照）

１）

豊かな感性

と倫理観を

もつ看護専

門職者

① 感性を高める科目

○

模擬的な場

に知識を応

用できるこ

とが単位認

定の要件で

ある

② 倫理性を高める科目

③ 論理的思考能力を高める科目

④ 表現力を培う科目

２）

創造性豊か

な看護専門

職者

① 社会の理解を深める科目

○

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある

② 人間の理解を深める科目

③ 人間の身体機能と病態を理解する科目

④ 看護の基本となる科目

⑤ 看護実践の基盤となる科目
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３）

ニーズに対

応する実践

能力を備え

た看護専門

職者

① 看護実践の応用となる科目

○

模擬的な場

に知識を応

用できるこ

とが単位認

定の要件で

ある

② 看護の実践

③ 看護を統合する科目

5．看護の実践

人々が生活するあらゆる場において、あらゆる健康レベルの人々のニーズに基づいた看護

を実践することができる。

１）

人々のニー

ズに基づい

た看護の実

践

①

人々の健康レベルを、成長発達や日常生活

を取り巻く環境の観点で捉えることがで

きる。

●

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある

②

人々が活用できる地域の社会資源、保健・

医療・福祉制度や関係機関の機能と連携に

ついて説明できる。

③

人々の健康に関するニーズを明らかにす

るために、必要な情報を収集し、アセスメ

ントすることができる。

④
健康問題に応じた、根拠に基づく看護を計

画することができる。

⑤
安全で効果的なケアを探求し、あらゆる健

康段階に応じた看護を実践できる。

⑥

看護の対象となる人々、保健医療福祉等の

専門職と協働して、人々がその健康問題を

解決することを支援することができる。

⑦
看護実践を評価し、計画の修正を図ること

ができる。

⑧

地域の人々の健康問題の解決のために、既

存の社会資源の改善や新たな社会資源の

開発、フォーマル・インフォーマルなサー

ビスのネットワーク化、システム化の重要

性を説明できる。

6．地域社会への貢献
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（１）地域の特性を理解し、人々が住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、看護

専門職者としての役割を果たすことができる。

（２）福島での大規模複合災害から、災害時に必要となる種々の連携について学び、説明で

きる。

１）

地域の人々

の生命と暮

らしを守る

①

地域の特性やそこで暮らす人々の生活状

況を理解し、人々が抱える健康問題と関連

する要因や生活背景について説明できる。
－

取得の機会

がない

②

人々とともに、安心して生活できる地域づ

くりを考え、そのために協働する看護専門

職者の役割について説明できる。

２）
福島の災害

から学ぶ

①

福島でおこった大規模複合災害を学び、必

要な医療・福祉・保健・行政をはじめとす

る各種連携の実際を理解し、説明できる。

－
修得の機会

がない

②
放射線災害の実際を知り、放射線を科学的

に学び、適切に説明できる。

③

放射線（および災害）に対する地域住民の

不安が理解でき、社会・地域住民とのリス

クコミュニケーションについて説明でき

る。

7．看護学発展への貢献

看護学領域での研究の意義や、科学的・論理的思考に基づいて看護学上の課題を解決する

ことの重要性を理解できる。

１） 科学的・論理的思考

①
看護実践を通して、看護学上の

課題を考えることができる。

●

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある

②

科学的思考に基づいて看護学

上の課題を解決することの重

要性を説明できる。
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テキスト：指定しない     

参考書：河野龍太郎著：医療におけるヒューマンエラー第 2 版 医学書院

     川村治子著：医療安全ワークブック第 3 版、医学書院

成績評価方法：筆記試験、出席状況、参加態度、レポートを総合して評価する

その他（メッセージ等）： 実際におきた医療事故、看護事故の事例をもとに、医療事故防

止に必要な知識を学びます。福島県立医科大学医学部附属病院医療安全管理部発行（2016
年 3 月第 5 版）「医療安全ポケットマニュアル」を授業で使います毎回持参のこと。

授業内容(学習項目) 

回数 項目 内容（キーワード等）

第１回 医療安全を学ぶ意義 医療安全とは、医療安全の歴史

第２回 医療事故について 医療事故の定義、インシデント報告

第３回 医療事故発生の構造（１） 医療事故発生のメカニズム

第４回 医療事故発生の構造（２） 医療事故の分析

第５回 ヒューマンエラー ヒューマンエラーとは

第６回 医療事故防止対策 KYT・事故防止対策・チーム STTEPS
第７回 組織的な事故防止対策 リスクマネージャーの役割（ゲスト）

第８回 医療安全と法的責任 刑事・民事・行政処分
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区分名：急性期にある人の看護Ⅰ

科目名（英語名称含む）：    （Acute Care Nursing）

教員名：片桐和子・菅野久美・脇屋友美子  

開講年次：３年次，学 期：2018 年度 前期 ，必修／選択：必修  

授業形態：講義演習実習 ，単位数：２単位 ，時間数：45 時間

概要：急性期看護における周術期看護の位置づけと、看護師の役割を理解する。そして、日

本において罹患・死亡率の高い疾患の手術を取り上げ、周術期にある人の看護について学ぶ。

また、事例をもとに、対象のアセスメントの仕方、手術に関する不安や苦痛の緩和、合併症

の予防、早期離床に向けた実施可能なケアプランとは何かについて理解を深め、術前・術後

に必要な観察ポイントとケア、ドレーン管理の実際について体験学習する。

  

学習目標：

一般目標：手術や疾患による健康状態の急激な変化がある人の身体的・心理的・社会的・ス

ピリチュアル的側面への影響を踏まえ、健康の早期回復と保持・増進を促す援助について理

解する。

行動目標：

１．急性期・周術期看護の特徴について述べることができる。

２．麻酔や手術に伴う生体への影響について述べることができる。

３．手術を受ける患者・家族の特徴と術前看護について述べることができる。

４．手術を受ける患者の身体・精神・社会・スピリチュアル的側面のアセスメントのポイン

トを述べることができる。

５．手術（肺切除）を受ける患者の事例を通して、心理的側面をアセスメントできる。

６．手術室看護の役割について述べることができる。

７．術後の患者・家族の特徴とその看護（機能回復・合併症予防・苦痛緩和・心理・社会的

支援）について述べることができる。

８．ドレーン・チューブ留置患者の特徴とその看護について述べることができる。

９．代表的な疾患で手術を受ける患者・家族の特徴と看護について述べることができる。

10．実技演習を通して、術前呼吸訓練・早期離床の技術、ドレーン管理、術直後の観察とケ

アについて実践できる。

11 グループワークを通して、肺切除術後の患者の事例をアセスメントし、優先すべき問題

に関するケアプランを立案し、一貫性・妥当性・具体性を検討することができる。

学習アウトカムと科目達成レベル表

学習アウトカム 科目達成レベル
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１．プロフェッショナル

看護専門職者をめざす者として、それにふさわしい基本的な態度・姿勢の必要性を理解し、

行動できる。

１） 看護倫理

①
生命倫理と看護の倫理の原則を理解し、そ

れに基づき、考え、行動できる。

〇

態度、習慣、

価値観を模擬

的に示せるこ

とが単位認定

の要件であ

る。

②

生命の尊厳や人権について理解し、人々の

意思決定を支え、擁護に向けた行動をとる

ことができる。

２)

習慣・服

装・品位/

礼儀

①
状況に適合した、服装、衛生観念、言葉遣

い、態度をとることができる。

〇 〃  ②
時間を厳守し、何事においても真摯に対応

し、積極性や誠実性を示すことができる。

③
自らの誤り、不適切な行為を認識し、正す

ことができる。

３） 対人関係 ①
他者に自分の価値観を押しつけず、常に敬

意を払って接することができる。
〇    〃

４）
法令等の規

範遵守

①
個人情報の取扱いに注意し、守秘義務を守

り、人々のプライバシーを尊重できる。
〇    〃

②
各種法令、大学等関連諸機関の規定を遵守

することができる。

２．生涯学習

看護専門職者として優れた洞察力と応用力を兼ね備え、看護学及び関連の広い分野の科学

的情報を収集・評価し、論理的思考の継続的改善を行うことができる。

１）
自己啓発と

自己鍛錬

①
看護学・医療の発展、人類の福祉に貢献

することの重要性を理解できる。

●

実践の基礎

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある。

②
看護学に関する情報を、目的に合わせて

効率的に入手することができる。

③

独立自尊の気風を養い、自己管理・自己

評価を行い、自身で責任を持って考え、

行動できる。

④

自らのキャリアをデザインし，自己主導

型学習（自身の疑問や知識・技能不足を

認識し、自ら必要な学習）により、常に

自己の向上を図ることができる。
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３．人間関係の理解とコミュニケーション

自己を内省する力を養うとともに、他者とのコミュニケーションを通して、他者を理解し、

互いの立場を尊重したよりよい人間関係を築くことができる。

１）

看護を必要

とする人々

とのコミュ

ニケーショ

ン

①
人々の生命、健康、生活について幅広い関

心を持ち、深く洞察することができる。

○

基礎とな

る態度、ス

キルを示せ

ることが単

位認定の要

件である

②
人々の社会的背景を理解して尊重するこ

とができる。

③

看護専門職者としてふさわしいコミュニ

ケーションスキルを身につけ、実践でき

る。

④
望ましい健康行動がとれるよう人々の意

思決定を支援することができる。

２）

チームでの

コミュニケ

ーション

①
人々の健康を支えるチームの一員に看護

の立場から参加し、他職種と協働できる。

〇

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある。

②

チーム医療におけるリーダーシップの意

義と看護専門職者が果たす役割について

理解することができる。

③

チームメンバーに対して、尊敬、共感、信

頼、誠実さを示し、看護専門職者としての

責任を果たす重要性を理解することがで

きる。

④

人々に必要な看護が継続されるよう、医療

チームメンバーに適切に情報を提供する

重要性を理解することができる。

4．知識とその応用

看護専門職者の基盤となる知識を修得し、科学的根拠に基づき、看護の実践に応用できる。

以下の科目の知識を修得し、学習内容を

説明できる。（学部コースツリー参照）

１）

豊かな感性

と倫理観を

もつ看護専

門職者

① 感性を高める科目

〇

実践の基

礎となる知

識を示せる

ことが単位

認定の要件

である。

② 倫理性を高める科目

③ 論理的思考能力を高める科目
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④ 表現力を培う科目

２）

創造性豊か

な看護専門

職者

① 社会の理解を深める科目

〇

模擬的な場

に知識を応

用できるこ

とが単位認

定の要件で

ある。

② 人間の理解を深める科目

③ 人間の身体機能と病態を理解する科目

④ 看護の基本となる科目

⑤ 看護実践の基盤となる科目

３）

ニーズに対

応する実践

能力を備え

た看護専門

職者

① 看護実践の応用となる科目

●

実践の基礎

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある。

② 看護の実践

③ 看護を統合する科目

5．看護の実践

人々が生活するあらゆる場において、あらゆる健康レベルの人々のニーズに基づいた看護

を実践することができる。

１）

人々のニー

ズに基づい

た看護の実

践

①

人々の健康レベルを、成長発達や日常生活

を取り巻く環境の観点で捉えることがで

きる。

○

模擬的な場

に知識を応

用できるこ

とが単位認

定の要件で

ある。

②

人々が活用できる地域の社会資源、保健・

医療・福祉制度や関係機関の機能と連携に

ついて説明できる。

③

人々の健康に関するニーズを明らかにす

るために、必要な情報を収集し、アセスメ

ントすることができる。

④
健康問題に応じた、根拠に基づく看護を計

画することができる。

⑤
安全で効果的なケアを探求し、あらゆる健

康段階に応じた看護を実践できる。
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⑥

看護の対象となる人々、保健医療福祉等の

専門職と協働して、人々がその健康問題を

解決することを支援することができる。

⑦
看護実践を評価し、計画の修正を図ること

ができる。

⑧

地域の人々の健康問題の解決のために、既

存の社会資源の改善や新たな社会資源の

開発、フォーマル・インフォーマルなサー

ビスのネットワーク化、システム化の重要

性を説明できる。

6．地域社会への貢献

（１）地域の特性を理解し、人々が住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、看護

専門職者としての役割を果たすことができる。

（２）福島での大規模複合災害から、災害時に必要となる種々の連携について学び、説明で

きる。

１）

地域の人々

の生命と暮

らしを守る

①

地域の特性やそこで暮らす人々の生活状

況を理解し、人々が抱える健康問題と関連

する要因や生活背景について説明できる。
－

修得の機会

がない

②

人々とともに、安心して生活できる地域づ

くりを考え、そのために協働する看護専門

職者の役割について説明できる。

２）
福島の災害

から学ぶ

①

福島でおこった大規模複合災害を学び、必

要な医療・福祉・保健・行政をはじめとす

る各種連携の実際を理解し、説明できる。

－
修得の機

会がない

②
放射線災害の実際を知り、放射線を科学的

に学び、適切に説明できる。

③

放射線（および災害）に対する地域住民の

不安が理解でき、社会・地域住民とのリス

クコミュニケーションについて説明でき

る。

7．看護学発展への貢献

看護学領域での研究の意義や、科学的・論理的思考に基づいて看護学上の課題を解決する

ことの重要性を理解できる。
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１） 科学的・論理的思考

①
看護実践を通して、看護学上の

課題を考えることができる。

－
修得の機

会がない
②

科学的思考に基づいて看護学

上の課題を解決することの重

要性を説明できる。

テキスト：特に指定なし      

参考書：授業時に提示する

成績評価方法：講義・演習への参加度、課題提出物、出欠状況、試験結果により評価する

その他（メッセージ等）：「病態診断治療学」「薬物治療学」「成長発達に合わせた健康の維持・

増進に関する看護Ⅰ・Ⅱ」「看護実践を支える看護技術とアセスメントⅠ～Ⅲ」などで学習

した内容を基盤に、積み重ねられていく授業展開となります。しっかり学んだことを復習し

て臨んでください。

演習に向けて課題を提示します。事前学習を踏まえて演習に臨んでください。

３年後期の実習に繋がる重要な科目になります。疑問点など質問したり、文献を通して理解

を深め、主体的に学習していく習慣を確立していくことが大切になります。

授業内容(学習項目) 

回数 項目 内容（キーワード等）

第１回 急性期の概念、   

急性期の看護の特徴

急性期にある患者・家族の特徴と看護師の役割

第２回 周術期の看護：術前 手術を受ける患者・家族の特徴、術前看護、     

周術期オリエンテーション

第３回 周術期の看護：術前 事例を通した患者の術前アセスメント

第４回 麻酔薬の作用と合併症 全身・局所麻酔の特徴と全身への影響、及び、

観察ポイント

第５回 周術期の看護：術中 手術室看護師（直接・間接介助）の役割

第６回 周術期の看護：術後 手術侵襲による神経・内分泌・代謝反応、サイトカイ

ンによる生体反応、術後の患者・家族の特徴、術後の

機能回復・合併症予防、苦痛緩和、心理・社会的支援

第７回 周術期の看護：術後 手術侵襲による神経・内分泌・代謝反応、サイトカイ

ンによる生体反応、術後の患者・家族の特徴、術後の

機能回復・合併症予防、苦痛緩和、心理・社会的支援

第８回 手術により健康状態が

急激に変化する人の看

護（１）

肺切除術を受ける人の看護：開胸術により呼吸機能が

変化する患者及び家族の特徴、気道の清浄化、呼吸機

能の維持・改善のための援助、ドレナージ、肩関節硬

縮予防
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第９回 手術により健康状態が

急激に変化する人の看

護（１）

肺切除術を受ける人の看護：開胸術により呼吸機能が

変化する患者及び家族の特徴、気道の清浄化、呼吸機

能の維持・改善のための援助、ドレナージ、肩関節硬

縮予防

第 10 回 手術により健康状態が

急激に変化する人の看

護（２）

胃切除術を受ける人の看護：摂取機能の低下に対する

援助、ダンピング症候群の予防と対処、縫合不全の早

期発見と対処、食スタイルの変化に伴う辛さ・食の楽

しみを考慮した援助

第 11 回 手術により健康状態が

急激に変化する人の看

護（２）

胃切除術を受ける人の看護：摂取機能の低下に対する

援助、ダンピング症候群の予防と対処、縫合不全の早

期発見と対処、食スタイルの変化に伴う辛さ・食の楽

しみを考慮した援助

第 12 回 手術により健康状態が

急激に変化する人の看

護（３）

大腸切除術を受ける人の看護：排泄に伴う羞恥心や自

尊心、性機能障害を考慮した援助、イレウス予防・改

善のための援助、ストマケア

第 13 回 手術により健康状態が

急激に変化する人の看

護（４）

乳房切除術を受ける人の看護：上肢リンパ浮腫予防・

緩和、関節可動域障害の予防、ボディイメージの変容

に対する援助、セクシュアリティに関する援助

第 14 回 周術期の看護：演習

（１）

術前呼吸訓練・早期離床の指導、ドレーン管理、術直

後の観察とケア

第 15 回 周術期の看護：演習

（１）

術前呼吸訓練・早期離床の指導、ドレーン管理、術直

後の観察とケア

第 16 回 周術期の看護：演習

（２）

肺切除後のケーススタディ

第 17 回 周術期の看護：演習

（２）

肺切除後のケーススタディ

第 18 回 周術期の看護：演習

（２）

肺切除後のケーススタディ

第 19 回 周術期の看護：演習

（２）

肺切除後のケーススタディ

第 20 回 周術期の看護：演習

（２）

肺切除後のケーススタディ

第 21 回 周術期の看護：演習

（２）

肺切除後のケーススタディ

第 22 回 周術期の看護：演習

（２）

肺切除後のケーススタディ
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区分名： 急性期にある人の看護２

科目名（英語名称含む）：    （ (Critical Care and) Emergency Nursing ）

教員名：  菅野久美・脇屋友美子・片桐和子

開講年次：３年次，学 期：2017 年度 前期 ，必修／選択：必修

授業形態：講義演習実習 ，単位数：1 単位 ，時間数：15 時間

概要：

救急医療における対象の特徴と看護の役割について学習するとともに、フィジカルアセス

メントや救急処置などの基本的知識や技術を修得し、生きる(生命と生活)を支える救急看

護について考えを深める。

  

学習目標：

1. 救急医療体制の変遷と現状を学習し、救急看護の役割を学ぶ。

2. 一次救命処置や事故や外傷などの救急患者への応急処置について、基本的知識と

技術を修得する。

3. 災害時の救急医療およびトリアージについて学習する。

4. 課題事例を通して、対象者のフィジカルアセスメントおよび BLS や応急処置を

実践する。また、看護実践の根拠と方法について、他学生とともに学びを共有する。

学習アウトカムと科目達成レベル表

学習アウトカム 科目達成レベル

１．プロフェッショナル

看護専門職者をめざす者として、それにふさわしい基本的な態度・姿勢の必要性を理解し、行動できる。

１） 看護倫理

①
生命倫理と看護の倫理の原則を理解し、それに基

づき、考え、行動できる。

○

態度､習慣､価値

観を模擬的に示

せることが単位

認定の要件であ

る。

②
生命の尊厳や人権について理解し、人々の意思決

定を支え、擁護に向けた行動をとることができる。

２)
習慣・服装・

品位/礼儀

①
状況に適合した、服装、衛生観念、言葉遣い、態

度をとることができる。

○

  

②
時間を厳守し、何事においても真摯に対応し、積

極性や誠実性を示すことができる。

③
自らの誤り、不適切な行為を認識し、正すことが

できる。

３） 対人関係 ①
他者に自分の価値観を押しつけず、常に敬意を払

って接することができる。
○   

４）
法令等の規範

遵守

①
個人情報の取扱いに注意し、守秘義務を守り、人々

のプライバシーを尊重できる。
○   

②
各種法令、大学等関連諸機関の規定を遵守するこ

とができる。
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２．生涯学習

看護専門職者として優れた洞察力と応用力を兼ね備え、看護学及び関連の広い分野の科学的情報を収集・評

価し、論理的思考の継続的改善を行うことができる。

１）
自己啓発と自

己鍛錬

①
看護学・医療の発展、人類の福祉に貢献すること

の重要性を理解できる。

△

修得の機会が

あるが、単位

認定に関係な

い

②
看護学に関する情報を、目的に合わせて効率的に

入手することができる。

③
独立自尊の気風を養い、自己管理・自己評価を行

い、自身で責任を持って考え、行動できる。

④

自らのキャリアをデザインし，自己主導型学習

（自身の疑問や知識・技能不足を認識し、自ら必

要な学習）により、常に自己の向上を図ることが

できる。

３．人間関係の理解とコミュニケーション

自己を内省する力を養うとともに、他者とのコミュニケーションを通して、他者を理解し、互いの立場を尊

重したよりよい人間関係を築くことができる。

１）

看護を必要と

する人々との

コミュニケー

ション

①
人々の生命、健康、生活について幅広い関心を持

ち、深く洞察することができる。

○

態度､習慣､価

値観を模擬的

に示せること

が単位認定の

要件である。

②
人々の社会的背景を理解して尊重することができ

る。

③
看護専門職者としてふさわしいコミュニケーショ

ンスキルを身につけ、実践できる。

④
望ましい健康行動がとれるよう人々の意思決定を

支援することができる。

２）

チームでのコ

ミュニケーシ

ョン

①
人々の健康を支えるチームの一員に看護の立場か

ら参加し、他職種と協働できる。

△ 実践の基盤と

なる知識と技

術を統合させ

た実践の修得

の 機 会 が あ

る。

②

チーム医療におけるリーダーシップの意義と看護

専門職者が果たす役割について理解することがで

きる。

③

チームメンバーに対して、尊敬、共感、信頼、誠

実さを示し、看護専門職者としての責任を果たす

重要性を理解することができる。

④

人々に必要な看護が継続されるよう、医療チーム

メンバーに適切に情報を提供する重要性を理解す

ることができる。

4．知識とその応用

看護専門職者の基盤となる知識を修得し、科学的根拠に基づき、看護の実践に応用できる。

以下の科目の知識を修得し、学習内容を説明でき

る。（学部コースツリー参照）

１）

豊かな感性と

倫理観をもつ

看護専門職者

① 感性を高める科目

○

実践の基盤と

なる知識と技

術を示せるこ

とが単位認定② 倫理性を高める科目
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③ 論理的思考能力を高める科目
の 要 件 で あ

る。

④ 表現力を培う科目

２）
創造性豊かな

看護専門職者

① 社会の理解を深める科目

○

実践の基盤と

なる知識を示

せることが単

位認定の要件

である。

② 人間の理解を深める科目

③ 人間の身体機能と病態を理解する科目

④ 看護の基本となる科目

⑤ 看護実践の基盤となる科目

３）

ニーズに対応

する実践能力

を備えた看護

専門職者

① 看護実践の応用となる科目

△

実践の基盤と

なる知識と技

術を統合させ

た実践の修得

の 機 会 が あ

る。

② 看護の実践

③ 看護を統合する科目

5．看護の実践

人々が生活するあらゆる場において、あらゆる健康レベルの人々のニーズに基づいた看護を実践することが

できる。

１）

人々のニーズ

に基づいた看

護の実践

①
人々の健康レベルを、成長発達や日常生活を取り

巻く環境の観点で捉えることができる。

○

態度､習慣､価

値観を模擬的

に示せること

が単位認定の

要件である。

②

人々が活用できる地域の社会資源、保健・医療・

福祉制度や関係機関の機能と連携について説明で

きる。

③

人々の健康に関するニーズを明らかにするため

に、必要な情報を収集し、アセスメントすること

ができる。

④
健康問題に応じた、根拠に基づく看護を計画する

ことができる。

⑤
安全で効果的なケアを探求し、あらゆる健康段階

に応じた看護を実践できる。

⑥

看護の対象となる人々、保健医療福祉等の専門職

と協働して、人々がその健康問題を解決すること

を支援することができる。

⑦
看護実践を評価し、計画の修正を図ることができ

る。

⑧

地域の人々の健康問題の解決のために、既存の社

会資源の改善や新たな社会資源の開発、フォーマ

ル・インフォーマルなサービスのネットワーク化、

システム化の重要性を説明できる。
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6．地域社会への貢献

（１）地域の特性を理解し、人々が住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、看護専門職者として

の役割を果たすことができる。

（２）福島での大規模複合災害から、災害時に必要となる種々の連携について学び、説明できる。

１）

地域の人々の

生命と暮らし

を守る

①

地域の特性やそこで暮らす人々の生活状況を理解

し、人々が抱える健康問題と関連する要因や生活

背景について説明できる。
△

修得の機会が

あるが、単位

認定に関係な

い。②

人々とともに、安心して生活できる地域づくりを

考え、そのために協働する看護専門職者の役割に

ついて説明できる。

２）
福島の災害か

ら学ぶ

①

福島でおこった大規模複合災害を学び、必要な医

療・福祉・保健・行政をはじめとする各種連携の

実際を理解し、説明できる。

△

修得の機会が

あるが、単位

認定に関係な

い。

②
放射線災害の実際を知り、放射線を科学的に学び、

適切に説明できる。

③

放射線（および災害）に対する地域住民の不安が

理解でき、社会・地域住民とのリスクコミュニケ

ーションについて説明できる。

7．看護学発展への貢献

看護学領域での研究の意義や、科学的・論理的思考に基づいて看護学上の課題を解決することの重要性を理

解できる。

１） 科学的・論理的思考

①
看護実践を通して、看護学上の課題

を考えることができる。

－
修得の機会が

ない
②

科学的思考に基づいて看護学上の課

題を解決することの重要性を説明で

きる。

テキスト： 特に指定なし   

参考書： 授業時に提示する  

成績評価方法： 講義・演習への参加度、課題提出物、出欠状況、試験結果により評価する

その他（メッセージ等）： 学生が主体的に考え、知識・技術を修得し、積極的に学びとる

授業です。特に演習は重要となりますので、積極的に参加してください。

授業内容(学習項目) 

回数 日時 項目 内容

第１回 ＊5/8(火)ⅢⅣⅤ

13:00～14:10
415 講義室

救急看護の概念と基

本となる技術

救急医療の変遷、救急看護の基本を学ぶ (菅野)
心肺停止、救命の連鎖、心肺蘇生法のガイドライ

ン、BLS・ACLS の基礎知識を学ぶ   (伊関教

授)
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第２回 ＊5/8(火)ⅢⅣⅤ

14:20～15:20
7 号館大会議室

演習：1 BLS および救応急処置や救急技術を学ぶ。

(救急科伊関教授・BSL 学生・附属病院看護師・

看護学部教員)

第３回 ＊5/8(火)ⅢⅣⅤ

15:30～16:30
8 号館スキルラ

ボ

演習：2 BLS および救応急処置や救急技術を学ぶ。

(救急科伊関教授・BSL 学生・附属病院看護師・

看護学部教員)

第４回 5/10(木)Ⅱ時限

10:20～11:50
415 講義室

救急患者への対応① 救急看護の概念と対象者の特徴、救急看護に関連

する法律や倫理について学習する    (菅野)

第５回 5/17(木)Ⅱ時限

10:20～11:50
415 講義室

救急患者への対応② 救急患者のフィジカルアセスメント、

看護実践方法について学ぶ。      (菅野)

第６回 5/24(木)Ⅱ時限

10:20～11:50
415 講義室

救急患者への対応③ 災害時の救急看護およびトリアージについて学ぶ

(菅野)

第７回 5/31(木)Ⅱ時限

10:20～11:50
415 講義室

事例学習 救急対応が必要な事例について、グループワーグ

ループワークで検討する。        (菅野)

第８回 6/7(木)Ⅱ時限

10:20～11:50
415 講義室

救急看護に関するグ

ル ー プ ワ ー ク 発 表

事例学習の共有

グループワークの内容を発表し、さまざまな事例

に対する救急看護について学びあう。

(看護学部教員)
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区分名： 看護実践の基盤となる科目

科目名（英語名称含む）：終末期にある人の看護    （     ）

教員名：山手美和、井上水絵、横山郁美  

開講年次：３年次，学 期：2017 年度 前期 ，必修／選択：必修

授業形態：講義・演習 ，単位数：2単位 ，時間数：30 時間

概要：看護師には終末期にある患者とその家族についてのケアが求められている。この科目

においては、終末期にある患者と家族の理解を深め、その人らしい生を全うできるような支

援を行うための看護について学習する。また、人間の生死について自分なりの考えを深める

とともに、他の人の考え方や価値観を尊重できる態度を養う。

  

学習目標：

(一般目標)  

  1.終末期にある患者とその家族が直面する諸問題や体験について理解する。

  2.終末期にある人の看護を実践する上で必要な知識、技術、態度について学習する。

(行動目標)

  1.終末期医療に関する概念（ターミナルケア、ホスピスケア、緩和ケア）について説明

できる。

  2.死に向かう人々の心理過程と悲嘆プロセス、死別後の家族の悲嘆プロセスについて

説明できる。

  3.終末期にある患者とその家族が体験する身体的・精神的・社会的・スピリチュアルな

苦痛を説明できる。

  4.終末期に出現する症状と症状緩和の方法について説明できる。

  5.終末期にある人の看護における看護の役割を述べることができる。

  6.終末期にある患者とその家族を支えるための保健医療システムや社会資源について

説明できる。

  7.学習のプロセスを通し自分の死生観について述べることができる。

  8.終末期にある人の看護に関する文献を読みテーマをあげて自分の考えを記述するこ

とができる。

学習アウトカムと科目達成レベル表

学習アウトカム 科目達成レベル

１．プロフェッショナル

看護専門職者をめざす者として、それにふさわしい基本的な態度・姿勢の必要性を理解し、

行動できる。
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１） 看護倫理

①
生命倫理と看護の倫理の原則を理解し、そ

れに基づき、考え、行動できる。

●

実践の基礎と

なる知識を示

せることが単

位認定の要件

である

②

生命の尊厳や人権について理解し、人々の

意思決定を支え、擁護に向けた行動をとる

ことができる。

２)

習慣・服

装・品位/

礼儀

①
状況に適合した、服装、衛生観念、言葉遣

い、態度をとることができる。

●

実践の基礎と

なる知識を示

せることが単

位認定の要件

である

②
時間を厳守し、何事においても真摯に対応

し、積極性や誠実性を示すことができる。

③
自らの誤り、不適切な行為を認識し、正す

ことができる。

３） 対人関係 ①
他者に自分の価値観を押しつけず、常に敬

意を払って接することができる。
○

態度、習慣、価

値観を模擬的

に示せること

が単位認定の

要件である

４）
法令等の規

範遵守

①
個人情報の取扱いに注意し、守秘義務を守

り、人々のプライバシーを尊重できる。
○   〃

②
各種法令、大学等関連諸機関の規定を遵守

することができる。

２．生涯学習

看護専門職者として優れた洞察力と応用力を兼ね備え、看護学及び関連の広い分野の科学

的情報を収集・評価し、論理的思考の継続的改善を行うことができる。

１）
自己啓発と

自己鍛錬

①
看護学・医療の発展、人類の福祉に貢献

することの重要性を理解できる。

○

基盤となる

態度、習

慣、スキル

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある

②
看護学に関する情報を、目的に合わせて

効率的に入手することができる。

③

独立自尊の気風を養い、自己管理・自己

評価を行い、自身で責任を持って考え、

行動できる。

④

自らのキャリアをデザインし，自己主導

型学習（自身の疑問や知識・技能不足を

認識し、自ら必要な学習）により、常に

自己の向上を図ることができる。

３．人間関係の理解とコミュニケーション
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自己を内省する力を養うとともに、他者とのコミュニケーションを通して、他者を理解し、

互いの立場を尊重したよりよい人間関係を築くことができる。

１）

看護を必要

とする人々

とのコミュ

ニケーショ

ン

①
人々の生命、健康、生活について幅広い関

心を持ち、深く洞察することができる。

●

実践の基礎

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある

②
人々の社会的背景を理解して尊重するこ

とができる。

③

看護専門職者としてふさわしいコミュニ

ケーションスキルを身につけ、実践でき

る。

④
望ましい健康行動がとれるよう人々の意

思決定を支援することができる。

２）

チームでの

コミュニケ

ーション

①
人々の健康を支えるチームの一員に看護

の立場から参加し、他職種と協働できる。

●

実践の基礎

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある

②

チーム医療におけるリーダーシップの意

義と看護専門職者が果たす役割について

理解することができる。

③

チームメンバーに対して、尊敬、共感、信

頼、誠実さを示し、看護専門職者としての

責任を果たす重要性を理解することがで

きる。

④

人々に必要な看護が継続されるよう、医療

チームメンバーに適切に情報を提供する

重要性を理解することができる。

4．知識とその応用

看護専門職者の基盤となる知識を修得し、科学的根拠に基づき、看護の実践に応用できる。

以下の科目の知識を修得し、学習内容を

説明できる。（学部コースツリー参照）

１）

豊かな感性

と倫理観を

もつ看護専

門職者

① 感性を高める科目

－
修得の機会

がない
② 倫理性を高める科目

③ 論理的思考能力を高める科目
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④ 表現力を培う科目

２）

創造性豊か

な看護専門

職者

① 社会の理解を深める科目

●

基盤となる

知識を示せ

ることが単

位認定の要

件である

② 人間の理解を深める科目

③ 人間の身体機能と病態を理解する科目

④ 看護の基本となる科目

⑤ 看護実践の基盤となる科目

３）

ニーズに対

応する実践

能力を備え

た看護専門

職者

① 看護実践の応用となる科目

－
修得の機会

がない
② 看護の実践

③ 看護を統合する科目

5．看護の実践

人々が生活するあらゆる場において、あらゆる健康レベルの人々のニーズに基づいた看護

を実践することができる。

１）

人々のニー

ズに基づい

た看護の実

践

①

人々の健康レベルを、成長発達や日常生活

を取り巻く環境の観点で捉えることがで

きる。

●

基盤となる

知識を示せ

ることが単

位認定の要

件である

②

人々が活用できる地域の社会資源、保健・

医療・福祉制度や関係機関の機能と連携に

ついて説明できる。

③

人々の健康に関するニーズを明らかにす

るために、必要な情報を収集し、アセスメ

ントすることができる。

④
健康問題に応じた、根拠に基づく看護を計

画することができる。

⑤
安全で効果的なケアを探求し、あらゆる健

康段階に応じた看護を実践できる。
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⑥

看護の対象となる人々、保健医療福祉等の

専門職と協働して、人々がその健康問題を

解決することを支援することができる。

⑦
看護実践を評価し、計画の修正を図ること

ができる。

⑧

地域の人々の健康問題の解決のために、既

存の社会資源の改善や新たな社会資源の

開発、フォーマル・インフォーマルなサー

ビスのネットワーク化、システム化の重要

性を説明できる。

6．地域社会への貢献

（１）地域の特性を理解し、人々が住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、看護

専門職者としての役割を果たすことができる。

（２）福島での大規模複合災害から、災害時に必要となる種々の連携について学び、説明で

きる。

１）

地域の人々

の生命と暮

らしを守る

①

地域の特性やそこで暮らす人々の生活状

況を理解し、人々が抱える健康問題と関連

する要因や生活背景について説明できる。
－

修得の機会

がない

②

人々とともに、安心して生活できる地域づ

くりを考え、そのために協働する看護専門

職者の役割について説明できる。

２）
福島の災害

から学ぶ

①

福島でおこった大規模複合災害を学び、必

要な医療・福祉・保健・行政をはじめとす

る各種連携の実際を理解し、説明できる。

－
修得の機会

がない

②
放射線災害の実際を知り、放射線を科学的

に学び、適切に説明できる。

③

放射線（および災害）に対する地域住民の

不安が理解でき、社会・地域住民とのリス

クコミュニケーションについて説明でき

る。

7．看護学発展への貢献

看護学領域での研究の意義や、科学的・論理的思考に基づいて看護学上の課題を解決する

ことの重要性を理解できる。
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１） 科学的・論理的思考

①
看護実践を通して、看護学上の

課題を考えることができる。

－
修得の機会

がない
②

科学的思考に基づいて看護学

上の課題を解決することの重

要性を説明できる。

テキスト：指定しない

参考書：

1． 梅田恵、射場典子編集：緩和ケア 大切な生活・尊厳ある生をつなぐ技と心．南山堂．

2011

2． 鈴木志津枝、内布敦子編集：緩和ケア・ターミナルケア看護論．ヌーベルヒロカワ．2011

3．佐藤禮子監修：絵で見るターミナルケア 人生の最後を生き抜く人へのかぎりない援助．

GAKKEN. 2010

4. 嶺岸秀子、千崎美登子編著：がん看護の実践 1 エンドオブライフケアのがん緩和ケア

と看取り．医歯薬出版社．2008

成績評価方法：出席、課題、試験により総合的に判断する

その他（メッセージ等）：人間の生や死に着いて学ぶことを通して自分なりの死生観につい

て考えを深めて下さい。

授業内容(学習項目) 

回数 項目 内容（キーワード等）

第１回 終末期医療に関する概

念・歴史・現状

緩和ケアの歴史、定義、死生観、わが国の緩和ケア

の現状、様々な場における終末期ケア

第２回 終末期にある患者と家

族の看護（1）

トータルペイン（全人的苦痛）、死にゆく人の心理・

悲嘆経過 、終末期がん患者の死のプロセス、エンゼ

ルケア

第３回 終末期にある患者と家

族の看護（2）

精神的苦痛、社会的苦痛、スピリチュアルペイン

第４回 終末期にある患者と家

族の看護（3）

症状マネジメント（便秘、呼吸困難、がん性腹水、

リンパ浮腫、他）

第５回 終末期にある患者と家

族の看護（4）

臨死期・看取りのケア

第６回 終末期にある患者と家

族の看護（5）

全人的苦痛と看護ケア、補完代替療法

第７回 終末期にある患者と家

族の看護（6）

終末期にある人の看護援助の実際：事例検討
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第８回 在宅療養患者および家

族の終末期にある人の

看護(1)

在宅緩和ケア

第９回 在宅療養患者および家

族の終末期にある人の

看護(2)

在宅緩和ケアの実際

第 10 回 終末期にある患者と家

族の看護（7）

緩和ケアをうける患者の家族ケア・遺族ケア①

第 11 回 終末期にある患者と家

族の看護（8）

緩和ケアをうける患者の家族ケア・遺族ケア②

第 12 回 終末期にある患者と家

族の看護（9）

終末期における倫理的問題の検討

第 13 回 終末期にある患者と家

族の看護（10）

ホスピスケアの実際

第 14 回 終末期にある患者と家

族の看護（11）

ホスピスケアの実際

第 15 回 終末期にある患者と家

族の看護（12）

チームアプローチと看護師の役割、海外における終末

期にある人の看護
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区分名：看護実践の応用となる科目

科目名（英語名称含む）：在宅療養を支える看護（Home Care Nursing）

教員名：髙橋香子・秦暁子  

開講年次：３年次，学 期：2018 年度 前期 ，必修／選択：必修  

授業形態：演習 ，単位数：２単位 ，時間数：60時間

概要：在宅療養者とその家族の生活および健康課題について理解し、さらに在宅療養を支え

る保健医療福祉等の法制度、ケアシステムについて学ぶ。また、在宅看護の特徴と機能を理

解するとともに、在宅療養支援の方法、継続看護と退院支援、チームケアの重要性について

学び、在宅ケアにおける看護職の役割について探求する。

学習目標：1)在宅ケアに関連する概念、在宅看護の機能について説明できる。

     2)在宅療養を支える社会資源と多職種協働について説明できる。

     3)在宅療養者とその家族への支援の必要性とその方法について説明できる。

     4)在宅看護技術について実施上の要点を説明することができる。

     5)退院支援と継続看護の意義、看護職の役割について説明できる。

     6)在宅看護の質の評価、在宅看護管理について説明できる。

学習アウトカムと科目達成レベル表

学習アウトカム 科目達成レベル

１．プロフェッショナル

看護専門職者をめざす者として、それにふさわしい基本的な態度・姿勢の必要性を理解し、

行動できる。

１） 看護倫理

①
生命倫理と看護の倫理の原則を理解し、そ

れに基づき、考え、行動できる。

△

修得の機会は

あるが、単位

認定に関係な

い
②

生命の尊厳や人権について理解し、人々の

意思決定を支え、擁護に向けた行動をとる

ことができる。

２)

習慣・服

装・品位/

礼儀

①
状況に適合した、服装、衛生観念、言葉遣

い、態度をとることができる。

△   〃②
時間を厳守し、何事においても真摯に対応

し、積極性や誠実性を示すことができる。

③
自らの誤り、不適切な行為を認識し、正す

ことができる。

３） 対人関係 ①
他者に自分の価値観を押しつけず、常に敬

意を払って接することができる。
△   〃
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４）
法令等の規

範遵守

①
個人情報の取扱いに注意し、守秘義務を守

り、人々のプライバシーを尊重できる。
△   〃

②
各種法令、大学等関連諸機関の規定を遵守

することができる。

２．生涯学習

看護専門職者として優れた洞察力と応用力を兼ね備え、看護学及び関連の広い分野の科学

的情報を収集・評価し、論理的思考の継続的改善を行うことができる。

１）
自己啓発と

自己鍛錬

①
看護学・医療の発展、人類の福祉に貢献

することの重要性を理解できる。

△

修得の機会

はあるが、

単位認定に

関係ない

②
看護学に関する情報を、目的に合わせて

効率的に入手することができる。

③

独立自尊の気風を養い、自己管理・自己

評価を行い、自身で責任を持って考え、

行動できる。

④

自らのキャリアをデザインし，自己主導

型学習（自身の疑問や知識・技能不足を

認識し、自ら必要な学習）により、常に

自己の向上を図ることができる。

３．人間関係の理解とコミュニケーション

自己を内省する力を養うとともに、他者とのコミュニケーションを通して、他者を理解し、

互いの立場を尊重したよりよい人間関係を築くことができる。

１）

看護を必要

とする人々

とのコミュ

ニケーショ

ン

①
人々の生命、健康、生活について幅広い関

心を持ち、深く洞察することができる。

△

修得の機会

はあるが、

単位認定に

関係ない

②
人々の社会的背景を理解して尊重するこ

とができる。

③

看護専門職者としてふさわしいコミュニ

ケーションスキルを身につけ、実践でき

る。

④
望ましい健康行動がとれるよう人々の意

思決定を支援することができる。

２）

チームでの

コミュニケ

ーション

①
人々の健康を支えるチームの一員に看護

の立場から参加し、他職種と協働できる。
●

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認
②

チーム医療におけるリーダーシップの意

義と看護専門職者が果たす役割について

理解することができる。
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③

チームメンバーに対して、尊敬、共感、信

頼、誠実さを示し、看護専門職者としての

責任を果たす重要性を理解することがで

きる。

定の要件で

ある

④

人々に必要な看護が継続されるよう、医療

チームメンバーに適切に情報を提供する

重要性を理解することができる。

4．知識とその応用

看護専門職者の基盤となる知識を修得し、科学的根拠に基づき、看護の実践に応用できる。

以下の科目の知識を修得し、学習内容を

説明できる。（学部コースツリー参照）

１）

豊かな感性

と倫理観を

もつ看護専

門職者

① 感性を高める科目

－
修得の機会

がない

② 倫理性を高める科目

③ 論理的思考能力を高める科目

④ 表現力を培う科目

２）

創造性豊か

な看護専門

職者

① 社会の理解を深める科目

－ 〃

② 人間の理解を深める科目

③ 人間の身体機能と病態を理解する科目

④ 看護の基本となる科目

⑤ 看護実践の基盤となる科目

３）

ニーズに対

応する実践

能力を備え

① 看護実践の応用となる科目

○

模擬的な場

に知識を応

用できるこ

とが単位認
② 看護の実践
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た看護専門

職者
③ 看護を統合する科目

定の要件で

ある

5．看護の実践

人々が生活するあらゆる場において、あらゆる健康レベルの人々のニーズに基づいた看護

を実践することができる。

１）

人々のニー

ズに基づい

た看護の実

践

①

人々の健康レベルを、成長発達や日常生活

を取り巻く環境の観点で捉えることがで

きる。

●

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある

②

人々が活用できる地域の社会資源、保健・

医療・福祉制度や関係機関の機能と連携に

ついて説明できる。

③

人々の健康に関するニーズを明らかにす

るために、必要な情報を収集し、アセスメ

ントすることができる。

④
健康問題に応じた、根拠に基づく看護を計

画することができる。

⑤
安全で効果的なケアを探求し、あらゆる健

康段階に応じた看護を実践できる。

⑥

看護の対象となる人々、保健医療福祉等の

専門職と協働して、人々がその健康問題を

解決することを支援することができる。

⑦
看護実践を評価し、計画の修正を図ること

ができる。

⑧

地域の人々の健康問題の解決のために、既

存の社会資源の改善や新たな社会資源の

開発、フォーマル・インフォーマルなサー

ビスのネットワーク化、システム化の重要

性を説明できる。

6．地域社会への貢献

（１）地域の特性を理解し、人々が住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、看護

専門職者としての役割を果たすことができる。

（２）福島での大規模複合災害から、災害時に必要となる種々の連携について学び、説明で

きる。
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１）

地域の人々

の生命と暮

らしを守る

①

地域の特性やそこで暮らす人々の生活状

況を理解し、人々が抱える健康問題と関連

する要因や生活背景について説明できる。
●

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある

②

人々とともに、安心して生活できる地域づ

くりを考え、そのために協働する看護専門

職者の役割について説明できる。

２）
福島の災害

から学ぶ

①

福島でおこった大規模複合災害を学び、必

要な医療・福祉・保健・行政をはじめとす

る各種連携の実際を理解し、説明できる。

－
修得の機会

がない

②
放射線災害の実際を知り、放射線を科学的

に学び、適切に説明できる。

③

放射線（および災害）に対する地域住民の

不安が理解でき、社会・地域住民とのリス

クコミュニケーションについて説明でき

る。

7．看護学発展への貢献

看護学領域での研究の意義や、科学的・論理的思考に基づいて看護学上の課題を解決する

ことの重要性を理解できる。

１） 科学的・論理的思考

①
看護実践を通して、看護学上の

課題を考えることができる。

－
修得の機会

がない
②

科学的思考に基づいて看護学

上の課題を解決することの重

要性を説明できる。

テキスト：指定しない。      

参考書：開講時に提示する。

成績評価方法：出席状況、授業への参加度、課題レポート、期末レポートにより総合的に評

価する。

その他（メッセージ等）：在宅療養者・家族の立場に立ってどうすべきかを考え、積極的に

授業に参加すること。

授業内容(学習項目) 

回数 項目 内容（キーワード等）

第１・２回 在宅看護の目的と法制度 在宅ケア、在宅看護、地域包括ケア

第３・４回 在宅療養者と家族への支援 在宅療養者の生活、健康課題、家族の介護力

第５・６回 在宅看護過程 在宅看護における情報収集・計画立案・実施・
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評価

第７・８回 医療依存度の高い療養者への

看護

在宅療養者の医療ニーズ、訪問看護の実際

第９･10 回 在宅ケアマネジメントと関係

機関・職種との連携(1)

ケアマネジメント、社会資源、他職種との協

働

第 11･12 回 在宅ケアマネジメントと関係

機関・職種との連携(2)

在宅療養を支える歯科医師の役割

第 13･14 回 在宅ケアマネジメントと関係

機関・職種との連携(3)

在宅療養を支える薬剤師の役割

第 15･16 回 在宅ケアマネジメントと関係

機関・職種との連携(4)

退院支援、退院調整、継続看護

第 17･18 回 在宅看護管理 在宅看護管理、在宅看護の質の評価

第 19･20 回 在宅における援助技術(1) 在宅看護における主な援助技術

第 21･22 回 在宅における援助技術(2) 在宅酸素療法と看護職の役割

第 23･24 回 在宅における援助技術(3) 在宅看護技術の実際

第 25-27 回 在宅における援助技術(4) 口腔ケア・吸引

第 28-30 回 在宅における援助技術(5) 洗髪
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区分名：看護実践の応用となる科目（地域看護援助技術）

科目名（英語名称含む）：地域看護学２（地域看護援助技術）【看護３】

教員名：古戸順子,他  

開講年次：３年次，学 期：2018 年度 前期 ，必修／選択：必修  

授業形態：講義・演習 ，単位数：2.0 単位 ，時間数：45 時間

概要：地域看護活動の基本である健康診査，保健指導，健康相談，家庭訪問などの健康の保

持増進，疾病予防のための支援方法・支援技術について学習する。さらに、発達段階

の特性に応じて乳幼児，母子，成人，高齢者を対象とした地域看護活動，および健康

障がいの特性に応じた障がい（精神障がい含む），難病,感染症の保健福祉活動につ

いて学習する。

学習目標：

（一般目標）1. 地域看護活動の原則について理解する。

2. 発達課題の特性に応じた地域看護活動について学ぶ。

3. 健康障がいの特性に応じた地域看護活動について学ぶ。

4.健康保持増進および疾病予防のための支援方法について学ぶ。

（行動目標） 1. 地域看護活動の基本について述べられる。

2. 地域看護活動の特徴について説明できる。

3. 対象の発達段階の特性に応じた健康課題を述べられる。

4.対象の発達段階の特性に応じた地域看護の展開方法について説明できる。

5.対象の健康障がいの特性に応じた地域看護の展開方法について説明できる。

6. 対象の発達段階と健康課題に対応した保健福祉行政の政策や施策につい

て述べられる。

7. 地域看護活動の援助方法・援助技術について説明できる。

8. 対象の発達段階と健康課題に対応した援助技術(家庭訪問)を実施できる。

9. 演習のグループ活動では, 他のメンバーと議論を行ない, 協調すること

ができる。

10. 演習は, 事前と事後の自己学習を行ない, 自主的な態度で参加すること

ができる。

学習アウトカムと科目達成レベル表

学習アウトカム 科目達成レベル

１．プロフェッショナル

看護専門職者をめざす者として、それにふさわしい基本的な態度・姿勢の必要性を理解し、

行動できる。
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１） 看護倫理

①
生命倫理と看護の倫理の原則を理解し、そ

れに基づき、考え、行動できる。

〇

態度、習慣、

価値観を積極

的に示せるこ

とが単位認定

の要件である

②

生命の尊厳や人権について理解し、人々の

意思決定を支え、擁護に向けた行動をとる

ことができる。

２)

習慣・服

装・品位/

礼儀

①
状況に適合した、服装、衛生観念、言葉遣

い、態度をとることができる。

〇   〃②
時間を厳守し、何事においても真摯に対応

し、積極性や誠実性を示すことができる。

③
自らの誤り、不適切な行為を認識し、正す

ことができる。

３） 対人関係 ①
他者に自分の価値観を押しつけず、常に敬

意を払って接することができる。
〇   〃

４）
法令等の規

範遵守

①
個人情報の取扱いに注意し、守秘義務を守

り、人々のプライバシーを尊重できる。
〇   〃

②
各種法令、大学等関連諸機関の規定を遵守

することができる。

２．生涯学習

看護専門職者として優れた洞察力と応用力を兼ね備え、看護学及び関連の広い分野の科学

的情報を収集・評価し、論理的思考の継続的改善を行うことができる。

１）
自己啓発と

自己鍛錬

①
看護学・医療の発展、人類の福祉に貢献

することの重要性を理解できる。

△

修得の機会

はあるが、

単位認定に

関係ない

②
看護学に関する情報を、目的に合わせて

効率的に入手することができる。

③

独立自尊の気風を養い、自己管理・自己

評価を行い、自身で責任を持って考え、

行動できる。

④

自らのキャリアをデザインし，自己主導

型学習（自身の疑問や知識・技能不足を

認識し、自ら必要な学習）により、常に

自己の向上を図ることができる。

３．人間関係の理解とコミュニケーション

自己を内省する力を養うとともに、他者とのコミュニケーションを通して、他者を理解し、

互いの立場を尊重したよりよい人間関係を築くことができる。
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１）

看護を必要

とする人々

とのコミュ

ニケーショ

ン

①
人々の生命、健康、生活について幅広い関

心を持ち、深く洞察することができる。

〇

基盤となる

態度、スキ

ルを示せる

ことが単位

認定の要件

である

②
人々の社会的背景を理解して尊重するこ

とができる。

③

看護専門職者としてふさわしいコミュニ

ケーションスキルを身につけ、実践でき

る。

④
望ましい健康行動がとれるよう人々の意

思決定を支援することができる。

２）

チームでの

コミュニケ

ーション

①
人々の健康を支えるチームの一員に看護

の立場から参加し、他職種と協働できる。

●

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある

②

チーム医療におけるリーダーシップの意

義と看護専門職者が果たす役割について

理解することができる。

③

チームメンバーに対して、尊敬、共感、信

頼、誠実さを示し、看護専門職者としての

責任を果たす重要性を理解することがで

きる。

④

人々に必要な看護が継続されるよう、医療

チームメンバーに適切に情報を提供する

重要性を理解することができる。

4．知識とその応用

看護専門職者の基盤となる知識を修得し、科学的根拠に基づき、看護の実践に応用できる。

以下の科目の知識を修得し、学習内容を

説明できる。（学部コースツリー参照）

１）

豊かな感性

と倫理観を

もつ看護専

門職者

① 感性を高める科目

―
修得の機会

がない

② 倫理性を高める科目

③ 論理的思考能力を高める科目

④ 表現力を培う科目
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２）

創造性豊か

な看護専門

職者

① 社会の理解を深める科目

―
修得の機会

がない

② 人間の理解を深める科目

③ 人間の身体機能と病態を理解する科目

④ 看護の基本となる科目

⑤ 看護実践の基盤となる科目

３）

ニーズに対

応する実践

能力を備え

た看護専門

職者

① 看護実践の応用となる科目

〇

模擬的な場

で実践でき

ることが単

位認定の要

件である

② 看護の実践

③ 看護を統合する科目

5．看護の実践

人々が生活するあらゆる場において、あらゆる健康レベルの人々のニーズに基づいた看護

を実践することができる。

１）

人々のニー

ズに基づい

た看護の実

践

①

人々の健康レベルを、成長発達や日常生活

を取り巻く環境の観点で捉えることがで

きる。

●

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある

②

人々が活用できる地域の社会資源、保健・

医療・福祉制度や関係機関の機能と連携に

ついて説明できる。

③

人々の健康に関するニーズを明らかにす

るために、必要な情報を収集し、アセスメ

ントすることができる。

④
健康問題に応じた、根拠に基づく看護を計

画することができる。

⑤
安全で効果的なケアを探求し、あらゆる健

康段階に応じた看護を実践できる。

⑥

看護の対象となる人々、保健医療福祉等の

専門職と協働して、人々がその健康問題を

解決することを支援することができる。
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⑦
看護実践を評価し、計画の修正を図ること

ができる。

⑧

地域の人々の健康問題の解決のために、既

存の社会資源の改善や新たな社会資源の

開発、フォーマル・インフォーマルなサー

ビスのネットワーク化、システム化の重要

性を説明できる。

6．地域社会への貢献

（１）地域の特性を理解し、人々が住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、看護

専門職者としての役割を果たすことができる。

（２）福島での大規模複合災害から、災害時に必要となる種々の連携について学び、説明で

きる。

１）

地域の人々

の生命と暮

らしを守る

①

地域の特性やそこで暮らす人々の生活状

況を理解し、人々が抱える健康問題と関連

する要因や生活背景について説明できる。
●

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある

②

人々とともに、安心して生活できる地域づ

くりを考え、そのために協働する看護専門

職者の役割について説明できる。

２）
福島の災害

から学ぶ

①

福島でおこった大規模複合災害を学び、必

要な医療・福祉・保健・行政をはじめとす

る各種連携の実際を理解し、説明できる。

―
修得の機会

がない

②
放射線災害の実際を知り、放射線を科学的

に学び、適切に説明できる。

③

放射線（および災害）に対する地域住民の

不安が理解でき、社会・地域住民とのリス

クコミュニケーションについて説明でき

る。

7．看護学発展への貢献

看護学領域での研究の意義や、科学的・論理的思考に基づいて看護学上の課題を解決する

ことの重要性を理解できる。

１） 科学的・論理的思考 ①
看護実践を通して、看護学上の

課題を考えることができる。
―

修得の機会

がない
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②

科学的思考に基づいて看護学

上の課題を解決することの重

要性を説明できる。

テキスト：荒賀直子・後閑容子編：公衆衛生看護学.jp 第 4 版.インターメディカル       

参考書：宮崎美砂子・北山三津子・春山早苗・田村須賀子編：最新公衆衛生看護学第2 版総

論 日本看護協会出版会

宮崎美砂子・北山三津子・春山早苗・田村須賀子編：最新公衆衛生看護学第2 版各

論１ 日本看護協会出版会

宮崎美砂子・北山三津子・春山早苗・田村須賀子編：最新公衆衛生看護学第2 版各

論 2 日本看護協会出版会

標美奈子他：標準保健師講座 1 公衆衛生看護学概論 医学書院

標美奈子他：標準保健師講座 2 公衆衛生看護技術  医学書院

標美奈子他：標準保健師講座 3 対象別公衆衛生看護活動 医学書院

成績評価方法：出席日数，講義・演習の取り組み態度、筆記試験、課題提出物等の総合評価

その他（メッセージ等）：これまでの学びを統合し、創造的に学びを深め、実践力となる基

礎を習得しましょう。

授業内容(学習項目) 

回数 項目 内容（キーワード等）

第１回 地域看護活動の原則と実際 1

［目的と機能］

地域看護の定義，看護の目的

第２回 地域看護活動の原則と実際 2

［地区活動と地区把握］

地域看護活動の特徴，地区を知る

第３回 地域看護活動と援助技術 1

［保健師が行う援助技術の特徴］

地域看護活動，保健師活動技術の特徴

第４回 地域看護活動と援助技術 2

［健康相談・家庭訪問］

健康相談・家庭訪問の定義，目的，方

法，およびその実際

第５回 地域看護活動と援助技術 3

［健康診査・保健指導］

健康診査・保健指導の定義，目的，お

よびその実際

第６回 地域看護活動と援助技術 4

［健康教育］

健康教育の定義，目的，およびその実

際

第７回 地域看護活動と援助技術 5

［住民グループ支援］

住民グループ支援の目的，グループ発

展のプロセス

第８回 地域看護活動と援助技術 6

［住民グループ支援の実際］

住民グループ支援の実践例
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第９回 発達段階の特性に応じた地域看護活動 1

［母子保健福祉活動］

親（母）と子ども，保健福祉政策・施

策，地域看護活動

第 10 回 発達段階の特性に応じた地域看護活動 2

［乳幼児健診の原則と実際］

乳幼児の発達，健康診査，保健指導，

支援技術

第 11 回 発達段階の特性に応じた地域看護活動 3

［乳幼児のいる家庭への訪問］

乳幼児の発達，家庭環境，家庭訪問，

支援技術

第 12 回 演習：家庭訪問 オリエンテーション

第 13 回 演習：家庭訪問（１）

第 14 回 演習：家庭訪問（２）

第 15 回 演習：家庭訪問（３）

第 16 回 発達段階の特性に応じた地域看護活動 4

［成人・高齢者保健福祉活動］

成人，高齢者，保健福祉政策・施策，

地域看護活動

第 17 回 発達段階の特性に応じた地域看護活動 5

［生活習慣病予防活動の実際］

生活習慣病，予防，地域看護活動

第 18 回 発達段階の特性に応じた地域看護活動 6

［介護予防活動の実際］

介護予防，高齢者，保健福祉政策・施

策，地域看護活動

第 19 回 健康障がいの特性に応じた地域看護活

動 1［感染症に対する保健活動］

感染症，保健政策・施策，地域看護活

動

第 20 回 健康障がいの特性に応じた地域看護活

動 2［障がい者（児）保健福祉活動］

地域，障がい者（児），保健福祉政策・

施策，地域看護活動

第 21 回 健康障がいの特性に応じた地域看護活

動 3［難病保健福祉活動］

地域，難病，保健福祉政策・施策，地

域看護活動

第 22 回 健康障がいの特性に応じた地域看護活

動 4［地域精神保健福祉活動］

地域，精神障がい，保健福祉政策・施

策，地域看護活動

第 23 回 まとめ
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区分名：看護実践の応用となる科目

科目名（英語名称含む）：健康障害をもつ子どもの看護（Nursing Care for Children）

教員名：和田久美子，古溝陽子，鈴木学爾，古澤香織 その他  

開講年次：３年次，学 期：2018 年度 前期 ，必修／選択：必修  

授業形態：講義／演習 ，単位数：３単位 ，時間数：60 時間

概要：新生児期から青年期（思春期）にある対象者とその家族について理解し、子どもの

発達段階と健康レベルに応じた看護援助を行える知識、技術を学ぶ。

学習目標：

1．新生児期、乳児期、幼児期、学童期、青年期（思春期）という成長発達の特徴を健康と

生活の視点から説明できる。

2．子どもの権利を理解し、子どもやその家族を個として尊重することの意味を説明できる。

3．さまざまな発達段階と健康レベルにある子どもと家族に対して、その状況に応じた看護

援助を説明できる。

4．小児保健・医療・福祉・教育の中における小児看護の役割を説明できる。

5．専門職業人としての態度を習得する。

学習アウトカムと科目達成レベル表

学習アウトカム 科目達成レベル

１．プロフェッショナル

看護専門職者をめざす者として、それにふさわしい基本的な態度・姿勢の必要性を理解し、

行動できる。

１） 看護倫理

①
生命倫理と看護の倫理の原則を理解し、そ

れに基づき、考え、行動できる。

●

実践の基盤と

なる知識を示

せることが単

位認定の要件

である

②

生命の尊厳や人権について理解し、人々の

意思決定を支え、擁護に向けた行動をとる

ことができる。

２)

習慣・服

装・品位/

礼儀

①
状況に適合した、服装、衛生観念、言葉遣

い、態度をとることができる。

●

実践の基盤と

なる知識を示

せることが単

位認定の要件

である

②
時間を厳守し、何事においても真摯に対応

し、積極性や誠実性を示すことができる。

③
自らの誤り、不適切な行為を認識し、正す

ことができる。
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３） 対人関係 ①
他者に自分の価値観を押しつけず、常に敬

意を払って接することができる。
△

習得の機会は

あるが、単位

認定に関係な

い

４）
法令等の規

範遵守

①
個人情報の取扱いに注意し、守秘義務を守

り、人々のプライバシーを尊重できる。

●

実践の基盤と

なる知識を示

せることが単

位認定の要件

である

②
各種法令、大学等関連諸機関の規定を遵守

することができる。

２．生涯学習

看護専門職者として優れた洞察力と応用力を兼ね備え、看護学及び関連の広い分野の科学

的情報を収集・評価し、論理的思考の継続的改善を行うことができる。

１）
自己啓発と

自己鍛錬

①
看護学・医療の発展、人類の福祉に貢献

することの重要性を理解できる。

△

習得の機会

はあるが、

単位認定に

関係ない

②
看護学に関する情報を、目的に合わせて

効率的に入手することができる。

③

独立自尊の気風を養い、自己管理・自己

評価を行い、自身で責任を持って考え、

行動できる。

④

自らのキャリアをデザインし，自己主導

型学習（自身の疑問や知識・技能不足を

認識し、自ら必要な学習）により、常に

自己の向上を図ることができる。

３．人間関係の理解とコミュニケーション

自己を内省する力を養うとともに、他者とのコミュニケーションを通して、他者を理解し、

互いの立場を尊重したよりよい人間関係を築くことができる。

１）

看護を必要

とする人々

とのコミュ

ニケーショ

ン

①
人々の生命、健康、生活について幅広い関

心を持ち、深く洞察することができる。

●

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある

②
人々の社会的背景を理解して尊重するこ

とができる。

③

看護専門職者としてふさわしいコミュニ

ケーションスキルを身につけ、実践でき

る。

④
望ましい健康行動がとれるよう人々の意

思決定を支援することができる。
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２）

チームでの

コミュニケ

ーション

①
人々の健康を支えるチームの一員に看護

の立場から参加し、他職種と協働できる。

△

習得の機会

はあるが、

単位認定に

関係ない

②

チーム医療におけるリーダーシップの意

義と看護専門職者が果たす役割について

理解することができる。

③

チームメンバーに対して、尊敬、共感、信

頼、誠実さを示し、看護専門職者としての

責任を果たす重要性を理解することがで

きる。

④

人々に必要な看護が継続されるよう、医療

チームメンバーに適切に情報を提供する

重要性を理解することができる。

4．知識とその応用

看護専門職者の基盤となる知識を修得し、科学的根拠に基づき、看護の実践に応用できる。

以下の科目の知識を修得し、学習内容を

説明できる。（学部コースツリー参照）

１）

豊かな感性

と倫理観を

もつ看護専

門職者

① 感性を高める科目

●

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある

② 倫理性を高める科目

③ 論理的思考能力を高める科目

④ 表現力を培う科目

２）

創造性豊か

な看護専門

職者

① 社会の理解を深める科目

●

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある

② 人間の理解を深める科目

③ 人間の身体機能と病態を理解する科目

④ 看護の基本となる科目

⑤ 看護実践の基盤となる科目
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３）

ニーズに対

応する実践

能力を備え

た看護専門

職者

① 看護実践の応用となる科目

●

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある

② 看護の実践

③ 看護を統合する科目

5．看護の実践

人々が生活するあらゆる場において、あらゆる健康レベルの人々のニーズに基づいた看護

を実践することができる。

１）

人々のニー

ズに基づい

た看護の実

践

①

人々の健康レベルを、成長発達や日常生活

を取り巻く環境の観点で捉えることがで

きる。

●

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある

②

人々が活用できる地域の社会資源、保健・

医療・福祉制度や関係機関の機能と連携に

ついて説明できる。

③

人々の健康に関するニーズを明らかにす

るために、必要な情報を収集し、アセスメ

ントすることができる。

④
健康問題に応じた、根拠に基づく看護を計

画することができる。

⑤
安全で効果的なケアを探求し、あらゆる健

康段階に応じた看護を実践できる。

⑥

看護の対象となる人々、保健医療福祉等の

専門職と協働して、人々がその健康問題を

解決することを支援することができる。

⑦
看護実践を評価し、計画の修正を図ること

ができる。

⑧

地域の人々の健康問題の解決のために、既

存の社会資源の改善や新たな社会資源の

開発、フォーマル・インフォーマルなサー

ビスのネットワーク化、システム化の重要

性を説明できる。

6．地域社会への貢献
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（１）地域の特性を理解し、人々が住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、看護

専門職者としての役割を果たすことができる。

（２）福島での大規模複合災害から、災害時に必要となる種々の連携について学び、説明で

きる。

１）

地域の人々

の生命と暮

らしを守る

①

地域の特性やそこで暮らす人々の生活状

況を理解し、人々が抱える健康問題と関連

する要因や生活背景について説明できる。
●

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある

②

人々とともに、安心して生活できる地域づ

くりを考え、そのために協働する看護専門

職者の役割について説明できる。

２）
福島の災害

から学ぶ

①

福島でおこった大規模複合災害を学び、必

要な医療・福祉・保健・行政をはじめとす

る各種連携の実際を理解し、説明できる。

－
習得の機会

がない

②
放射線災害の実際を知り、放射線を科学的

に学び、適切に説明できる。

③

放射線（および災害）に対する地域住民の

不安が理解でき、社会・地域住民とのリス

クコミュニケーションについて説明でき

る。

7．看護学発展への貢献

看護学領域での研究の意義や、科学的・論理的思考に基づいて看護学上の課題を解決する

ことの重要性を理解できる。

１） 科学的・論理的思考

①
看護実践を通して、看護学上の

課題を考えることができる。

△

習得の機会

はあるが、

単位認定に

関係ない
②

科学的思考に基づいて看護学

上の課題を解決することの重

要性を説明できる。

テキスト：奈良間美保他：系統看護学講座専門分野Ⅱ 小児看護学〔2〕小児臨床看護各論

（第 13 版），医学書院，2015．       

参考書：随時提示する。

成績評価方法：課題、試験等を合わせて評価する。

その他（メッセージ等）：「成長発達に合わせた健康の維持・増進に関する看護Ⅰ・Ⅱ」で

学んだ、子どもの発達段階の特徴について復習して臨んで下さい。
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授業内容(学習項目)

回数 項目 内容（キーワード等）

第１

回

オリエンテーション

小児看護の理念

オリエンテーション

子どものセルフケア能力、子ど

もの権利、子どもの家族

第２

回
子どもの健康障害と看護

子どもを取り巻く社会、小児医

療と小児看護の現状

第３

回
医療を体験する子どもの看護

健康障害に対する子どもの反

応・対処、プレパレーション、

インフォームド・アセント、子

どもの療養環境

第４

回
小児の健康障害①

感染症

第５

回
症状と看護①

発熱、嘔吐、下痢

第６

回
症状と看護②

脱水、呼吸困難

第７

回
子どものヘルスアセスメント

成長発達への影響、子どもとの

コミュニケーション、  身体

計測、バイタルサイン測定

第８

回
小児の健康障害②

アレルギー疾患、神経疾患、代

謝性疾患

第９

回
検査処置を受ける子どもの看護

採血、採尿、経口与薬、坐薬、

末梢静脈内点滴

第 10

回
症状と看護③

けいれん、痛み

第 11

回
小児の健康障害③

血液・腫瘍疾患、腎・泌尿器疾

患

第 12

回
健康障害をもつ子どもの看護①

慢性疾患、子どものセルフケア

能力発達への支援

第 13

回
健康障害をもつ子どもの看護②

慢性疾患、家族への支援、他職

種連携

第 14

回
演習②の準備（GW）

子どもの状態観察・与薬時の看

護

第 15 小児の健康障害④ 新生児疾患、染色体異常、内分
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回 泌疾患

第 16

回
ハイリスク新生児の看護

低出生体重児

第 17

回
医療的ケアを必要とする子どもの看護

医療的ケア、在宅移行、他職種

連携、社会資源

第 18

回
【演習①】子どものアセスメントの技術

バイタルサイン測定、身体計

測、更衣、おむつ交換

第 19

回
演習②の準備（GW）

子どもの状態観察・与薬時の看

護

第 20

回
子どもの緊急時の看護

トリアージ、救急時の対応、事

故の対応

第 21

回
小児の健康障害⑤

循環器疾患、消化器疾患

第 22

回

【演習②】子どもの状態観察、

吸入時の看護

子どもの状態観察・吸入時の看

護

第 23

回
【演習③】子どもの一次救命処置

子どもの心肺蘇生、気道異物除

去

第 24

回
演習②③のまとめ（GW）

演習②③の振り返りと共有

第 25

回
演習②③のまとめ（GW）

演習②③の振り返りと共有

第 26

回
手術を受ける子どもの看護

多期的手術、麻酔の特徴、成長

発達への影響

第 27

回
子どもの虐待と看護

虐待の要因、虐待の発見、虐待

を受けた子どもと家族への対

応

第 28

回
障がいをもつ子どもの看護

重症心身障がい、発達障がい

第 29

回
終末期にある子どもの看護

子どもの死の概念、子どもを看

取る家族の看護、グリーフケア

第 30

回
成人への移行期にあるひとへの看護

移行期医療、意思決定支援、ラ

イフイベントに応じた支援
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区分名：看護実践の応用となる科目

科目名（英語名称含む）：健康障害をもつ高齢者の看護（ Gerontological Nursing ）

教員名：坂本 祐子，齋藤 史子，杉本 幸子

開講年次：１２３４年次，学 期：2018 年度 前期後期 ，必修／選択：必修選択  

授業形態：講義演習実習 ，単位数：3 単位 ，時間数：60 時間

概要：

高齢者看護で重要視している概念や看護理論について学び、高齢者とその家族を理解し

援助するための基本を学ぶ。加齢に伴う変化と高齢者特有の健康障害が生活に及ぼす影響

について理解し、ＱＯＬの向上を目指した効果的な看護援助の実際について学ぶ。

学習目標：

【一般目標】

1.高齢者看護の目標および高齢者看護に必要な概念について理解する。

2.高齢者の特徴を理解し，健康障害をもつ高齢者の援助方法について理解する。

3.健康問題をもつ高齢者の看護過程の展開方法を身につける。

【行動目標】

1.高齢者看護に必要な概念について説明することができる。

2.加齢に伴う身体的、精神的，社会的，霊的な変化が，生活に及ぼす影響について述べるこ

とができる。

3.高齢者を全人的に理解するために，系統的な方法を用いてアセスメントすることができ

る。

4.高齢者に必要な看護を，科学的根拠に基づいて考えることができる。

学習アウトカムと科目達成レベル表

学習アウトカム 科目達成レベル

１．プロフェッショナル

看護専門職者をめざす者として、それにふさわしい基本的な態度・姿勢の必要性を理解し、

行動できる。

１） 看護倫理

①
生命倫理と看護の倫理の原則を理解し、そ

れに基づき、考え、行動できる。

○

実践の基礎と

なる知識を示

せることが単

位修得の要件

である．

②

生命の尊厳や人権について理解し、人々の

意思決定を支え、擁護に向けた行動をとる

ことができる。
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２)

習慣・服

装・品位/

礼儀

①
状況に適合した、服装、衛生観念、言葉遣

い、態度をとることができる。

○

実践の基礎と

なる知識を示

せることが単

位修得の要件

である．

②
時間を厳守し、何事においても真摯に対応

し、積極性や誠実性を示すことができる。

③
自らの誤り、不適切な行為を認識し、正す

ことができる。

３） 対人関係 ①
他者に自分の価値観を押しつけず、常に敬

意を払って接することができる。
○

実践の基礎と

なる知識を示

せることが単

位修得の要件

である．

４）
法令等の規

範遵守

①
個人情報の取扱いに注意し、守秘義務を守

り、人々のプライバシーを尊重できる。
－

習得の機会が

ない
②

各種法令、大学等関連諸機関の規定を遵守

することができる。

２．生涯学習

看護専門職者として優れた洞察力と応用力を兼ね備え、看護学及び関連の広い分野の科学

的情報を収集・評価し、論理的思考の継続的改善を行うことができる。

１）
自己啓発と

自己鍛錬

①
看護学・医療の発展、人類の福祉に貢献

することの重要性を理解できる。

△

習得の機会

はあるが，

単位認定に

関係しない

②
看護学に関する情報を、目的に合わせて

効率的に入手することができる。

③

独立自尊の気風を養い、自己管理・自己

評価を行い、自身で責任を持って考え、

行動できる。

④

自らのキャリアをデザインし，自己主導

型学習（自身の疑問や知識・技能不足を

認識し、自ら必要な学習）により、常に

自己の向上を図ることができる。

３．人間関係の理解とコミュニケーション

自己を内省する力を養うとともに、他者とのコミュニケーションを通して、他者を理解し、

互いの立場を尊重したよりよい人間関係を築くことができる。

１）
看護を必要

とする人々
①

人々の生命、健康、生活について幅広い関

心を持ち、深く洞察することができる。
○

実践の基礎

となる知識
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とのコミュ

ニケーショ

ン

②
人々の社会的背景を理解して尊重するこ

とができる。

を示せるこ

とが単位修

得の要件で

ある．③

看護専門職者としてふさわしいコミュニ

ケーションスキルを身につけ、実践でき

る。

④
望ましい健康行動がとれるよう人々の意

思決定を支援することができる。

２）

チームでの

コミュニケ

ーション

①
人々の健康を支えるチームの一員に看護

の立場から参加し、他職種と協働できる。

○

態度，習

慣，価値観

を模擬的に

示せること

が単位認定

の要件であ

る．

②

チーム医療におけるリーダーシップの意

義と看護専門職者が果たす役割について

理解することができる。

③

チームメンバーに対して、尊敬、共感、信

頼、誠実さを示し、看護専門職者としての

責任を果たす重要性を理解することがで

きる。

④

人々に必要な看護が継続されるよう、医療

チームメンバーに適切に情報を提供する

重要性を理解することができる。

4．知識とその応用

看護専門職者の基盤となる知識を修得し、科学的根拠に基づき、看護の実践に応用できる。

以下の科目の知識を修得し、学習内容を

説明できる。（学部コースツリー参照）

１）

豊かな感性

と倫理観を

もつ看護専

門職者

① 感性を高める科目

－
習得の機会

がない

② 倫理性を高める科目

③ 論理的思考能力を高める科目

④ 表現力を培う科目

２）

創造性豊か

な看護専門

職者

① 社会の理解を深める科目

－
習得の機会

がない

② 人間の理解を深める科目

③ 人間の身体機能と病態を理解する科目

④ 看護の基本となる科目

⑤ 看護実践の基盤となる科目

３） ① 看護実践の応用となる科目 ○
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ニーズに対

応する実践

能力を備え

た看護専門

職者

② 看護の実践
実践の基礎

となる知識

を示せるこ

とが単位修

得の要件で

ある．

③ 看護を統合する科目

5．看護の実践

人々が生活するあらゆる場において、あらゆる健康レベルの人々のニーズに基づいた看護

を実践することができる。

１）

人々のニー

ズに基づい

た看護の実

践

①

人々の健康レベルを、成長発達や日常生活

を取り巻く環境の観点で捉えることがで

きる。

○

実践の基礎

となる知識

を示せるこ

とが単位修

得の要件で

ある．

②

人々が活用できる地域の社会資源、保健・

医療・福祉制度や関係機関の機能と連携に

ついて説明できる。

③

人々の健康に関するニーズを明らかにす

るために、必要な情報を収集し、アセスメ

ントすることができる。

④
健康問題に応じた、根拠に基づく看護を計

画することができる。

⑤
安全で効果的なケアを探求し、あらゆる健

康段階に応じた看護を実践できる。

⑥

看護の対象となる人々、保健医療福祉等の

専門職と協働して、人々がその健康問題を

解決することを支援することができる。

⑦
看護実践を評価し、計画の修正を図ること

ができる。

⑧

地域の人々の健康問題の解決のために、既

存の社会資源の改善や新たな社会資源の

開発、フォーマル・インフォーマルなサー

ビスのネットワーク化、システム化の重要

性を説明できる。

6．地域社会への貢献
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（１）地域の特性を理解し、人々が住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、看護

専門職者としての役割を果たすことができる。

（２）福島での大規模複合災害から、災害時に必要となる種々の連携について学び、説明で

きる。

１）

地域の人々

の生命と暮

らしを守る

①

地域の特性やそこで暮らす人々の生活状

況を理解し、人々が抱える健康問題と関連

する要因や生活背景について説明できる。
－

習得の機会

がない

②

人々とともに、安心して生活できる地域づ

くりを考え、そのために協働する看護専門

職者の役割について説明できる。

２）
福島の災害

から学ぶ

①

福島でおこった大規模複合災害を学び、必

要な医療・福祉・保健・行政をはじめとす

る各種連携の実際を理解し、説明できる。

－
習得の機会

がない

②
放射線災害の実際を知り、放射線を科学的

に学び、適切に説明できる。

③

放射線（および災害）に対する地域住民の

不安が理解でき、社会・地域住民とのリス

クコミュニケーションについて説明でき

る。

7．看護学発展への貢献

看護学領域での研究の意義や、科学的・論理的思考に基づいて看護学上の課題を解決する

ことの重要性を理解できる。

１） 科学的・論理的思考

①
看護実践を通して、看護学上の

課題を考えることができる。

－
習得の機会

がない
②

科学的思考に基づいて看護学

上の課題を解決することの重

要性を説明できる。

テキスト：

1．正木治恵,他：老年看護学概論（第 2 版）「老いを生きる」を支えることとは，南江堂

2．真田弘美,他：老年看護学技術（第 2 版）最後までその人らしく生きることを支援する，

南江堂      

3．日本看護診断学会監訳：NANDA－Ⅰ看護診断 2018-2020（2017 年 12 月刊行予定）

参考書：
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1．北川公子，他：系統看護学講座専門分野Ⅱ 老年看護学，第 8 版，医学書院

2．正木治恵編：パーフェクト臨床実習ガイド 老年看護 第 2 版，照林社

3．堀内ふき，他：ナーシング・グラフィカ 老年看護学① 高齢者の健康と障害，第 5 版，

メディカ出版

4．堀内ふき，他：ナーシング・グラフィカ 老年看護学② 高齢者看護の実践，第 4 版，メ

ディカ出版

5．山田律子，他：生活機能からみた老年看護過程，第 3 版，医学書院

成績評価方法：筆記試験（80 点）と課題演習（20 点）により行う．出席時間数が全授業時

間数の 3 分の 2 未満の者は試験を受けることができない．

その他（メッセージ等）：

授業内容(学習項目) 

回数 項目 内容（キーワード等）

第 1 回

老年看護に活用できる理

論・アプローチ

老年期の健康の概念、セルフケア、サクセスフル

エイジング、ウェルネスアプローチ、コンフォー

ト、ライフストーリー、レジリエンス、エンパワ

メント、スピリチュアリティ

第 2 回

高齢者のヘルスアセスメン

ト

老年看護におけるヘルスアセスメント、生活機能

のアセスメント（ICF 生活機能評価、高齢者総合

機能評価、基本的日常生活動作と手段的日常生活

動作、認知機能の評価）

第 3 回
高齢者の生活と看護 1：食

事

消化・摂食・咀嚼・嚥下機能の変化、栄養、脱水

第 4 回
高齢者の生活と看護 2：排

泄

下部尿路機能・排便機能の変化と生活への影響

第 5 回
高齢者の生活と看護 3：活

動と休息

活動の意味、睡眠の変化、コミュニケーション

第 6 回
高齢者の生活と看護 4：身

じたく

清潔、身だしなみ、おしゃれ

第 7 回
高齢者の療養生活の場と家

族支援

療養場所の特徴、家族のアセスメントと支援

第 8 回 老年看護の概論（復習）

コースオリエンテーション，高齢者の発達的特

徴，社会制度，老年看護の理念と目標，倫理的課

題
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第 9 回 急性期にある高齢者の看護 手術療法，術後合併症の予防，術後せん妄

第 10 回 慢性期にある高齢者の看護
薬物療法，有害事象，薬物動態と薬力学，リスク

マネジメント

第 11 回 回復期にある高齢者の看護
ICF，リハビリテーション，自己効力感，自尊感

情

第 12 回 終末期にある高齢者の看護 看取りと看取りケア，意思決定，看取りの場

第 13 回
高齢者に特有な症候と看

護：運動器障害
大腿骨頚部骨折，変形性関節症，骨粗鬆症

第 14 回
高齢者に特有な症候と看

護：感染症，感覚器

尿路感染，疥癬，白癬，胃腸炎

白内障，難聴，皮膚掻痒症，痛み

第 15 回
高齢者に特有な症候と看

護：心血管，呼吸系
心不全，誤嚥性肺炎，肺結，閉塞性肺疾患

第 16 回
高齢者に特有な症候と看

護：排泄障害

尿失禁，過活動膀胱，前立腺肥大症，排便障害

第 17 回 演習Ⅰ① 事例検討の進め方，看護過程概要，アセスメント

第 18 回 演習Ⅰ② アセスメント

第 19 回 演習Ⅱ／演習Ⅰ③
演習Ⅰ：看護診断，看護計画（A グループ）

演習Ⅱ：摂食嚥下（B グループ）

第 20 回 演習③／演習Ⅱ
演習Ⅰ：看護診断，看護計画（B グループ）

演習Ⅱ：摂食嚥下（A グループ）

第 21 回 演習Ⅰ④ 看護診断，看護計画

第 22 回 演習Ⅰ⑤ 看護計画，実施・評価

第 23 回 認知症ケア① 診断と治療（外部講師：医師）

第 24 回 認知症ケア② 認知症看護概論

第 25 回 認知症ケア③ パーソンセンタード・ケア

第 26 回 認知症ケア④ 認知症高齢者の生活支援

第 27 回 認知症ケア⑤
BPSD の予防と看護

（外部講師：認知症看護認定看護師）

第 28 回 高次脳機能障害と失語 高次脳機能障害，失語症（外部講師：言語聴覚士）

第 29 回 地域連携
退院支援，退院調整，社会資源の活用

（外部講師：社会福祉士）

第 30 回 高齢者の災害看護
災害サイクル，避難生活，感染予防，活動性低下

メンタルヘルス

※外部講師，並行開講「高齢者への看護学実習」の日程により開講順が変更になります．
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区分名：看護実践の応用となる科目

科目名（英語名称含む）：健康障害をもつ高齢者の看護Ⅱ（ Gerontological NursingⅡ ）

教員名：坂本 祐子，齋藤 史子，杉本 幸子

開講年次：１２３４年次，学 期：2018 年度 前期後期 ，必修／選択：必修選択  

授業形態：講義演習実習 ，単位数：2 単位 ，時間数：45 時間

概要：

加齢に伴う変化と高齢者特有の健康障害が生活に及ぼす影響について理解し、Quality of
Life の向上を目指した効果的な看護援助の実際について学ぶ。

学習目標：

【一般目標】

1．高齢者特有の健康障害の成り立ちと生活への影響について理解する．

2．高齢者の健康障害に特徴に適した援助方法について理解する．

3．認知症と認知機能障害が高齢者の生活に与える影響について理解する．

4．高齢者の生活を支援する社会資源について理解する．

【行動目標】

1．高齢者を全人的に理解するために，系統的な方法を用いてアセスメントすることができ

る．

2．高齢者に必要な看護を，科学的根拠に基づいて展開することができる．

3．高齢者の生活機能障害について根拠に基づいた援助実践ができる．

学習アウトカムと科目達成レベル表

学習アウトカム 科目達成レベル

１．プロフェッショナル

看護専門職者をめざす者として、それにふさわしい基本的な態度・姿勢の必要性を理解し、

行動できる。

１） 看護倫理

①
生命倫理と看護の倫理の原則を理解し、そ

れに基づき、考え、行動できる。

○

実践の基礎と

なる知識を示

せることが単

位修得の要件

である．

②

生命の尊厳や人権について理解し、人々の

意思決定を支え、擁護に向けた行動をとる

ことができる。

２) ①
状況に適合した、服装、衛生観念、言葉遣

い、態度をとることができる。
○

実践の基礎と

なる知識を示
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習慣・服

装・品位/

礼儀

②
時間を厳守し、何事においても真摯に対応

し、積極性や誠実性を示すことができる。

せることが単

位修得の要件

である．
③

自らの誤り、不適切な行為を認識し、正す

ことができる。

３） 対人関係 ①
他者に自分の価値観を押しつけず、常に敬

意を払って接することができる。
○

実践の基礎と

なる知識を示

せることが単

位修得の要件

である．

４）
法令等の規

範遵守

①
個人情報の取扱いに注意し、守秘義務を守

り、人々のプライバシーを尊重できる。
－

習得の機会が

ない
②

各種法令、大学等関連諸機関の規定を遵守

することができる。

２．生涯学習

看護専門職者として優れた洞察力と応用力を兼ね備え、看護学及び関連の広い分野の科学

的情報を収集・評価し、論理的思考の継続的改善を行うことができる。

１）
自己啓発と

自己鍛錬

①
看護学・医療の発展、人類の福祉に貢献

することの重要性を理解できる。

△

習得の機会

はあるが，

単位認定に

関係しない

②
看護学に関する情報を、目的に合わせて

効率的に入手することができる。

③

独立自尊の気風を養い、自己管理・自己

評価を行い、自身で責任を持って考え、

行動できる。

④

自らのキャリアをデザインし，自己主導

型学習（自身の疑問や知識・技能不足を

認識し、自ら必要な学習）により、常に

自己の向上を図ることができる。

３．人間関係の理解とコミュニケーション

自己を内省する力を養うとともに、他者とのコミュニケーションを通して、他者を理解し、

互いの立場を尊重したよりよい人間関係を築くことができる。

１）

看護を必要

とする人々

とのコミュ

①
人々の生命、健康、生活について幅広い関

心を持ち、深く洞察することができる。
○

実践の基礎

となる知識

を示せるこ

とが単位修
②

人々の社会的背景を理解して尊重するこ

とができる。
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ニケーショ

ン ③

看護専門職者としてふさわしいコミュニ

ケーションスキルを身につけ、実践でき

る。

得の要件で

ある．

④
望ましい健康行動がとれるよう人々の意

思決定を支援することができる。

２）

チームでの

コミュニケ

ーション

①
人々の健康を支えるチームの一員に看護

の立場から参加し、他職種と協働できる。

○

態度，習

慣，価値観

を模擬的に

示せること

が単位認定

の要件であ

る．

②

チーム医療におけるリーダーシップの意

義と看護専門職者が果たす役割について

理解することができる。

③

チームメンバーに対して、尊敬、共感、信

頼、誠実さを示し、看護専門職者としての

責任を果たす重要性を理解することがで

きる。

④

人々に必要な看護が継続されるよう、医療

チームメンバーに適切に情報を提供する

重要性を理解することができる。

4．知識とその応用

看護専門職者の基盤となる知識を修得し、科学的根拠に基づき、看護の実践に応用できる。

以下の科目の知識を修得し、学習内容を

説明できる。（学部コースツリー参照）

１）

豊かな感性

と倫理観を

もつ看護専

門職者

① 感性を高める科目

－
習得の機会

がない

② 倫理性を高める科目

③ 論理的思考能力を高める科目

④ 表現力を培う科目

２）

創造性豊か

な看護専門

職者

① 社会の理解を深める科目

－
習得の機会

がない

② 人間の理解を深める科目

③ 人間の身体機能と病態を理解する科目

④ 看護の基本となる科目

⑤ 看護実践の基盤となる科目

３）

ニーズに対

応する実践

能力を備え

① 看護実践の応用となる科目

○

実践の基礎

となる知識

を示せるこ② 看護の実践
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た看護専門

職者 ③ 看護を統合する科目

とが単位修

得の要件で

ある．

5．看護の実践

人々が生活するあらゆる場において、あらゆる健康レベルの人々のニーズに基づいた看護

を実践することができる。

１）

人々のニー

ズに基づい

た看護の実

践

①

人々の健康レベルを、成長発達や日常生活

を取り巻く環境の観点で捉えることがで

きる。

○

実践の基礎

となる知識

を示せるこ

とが単位修

得の要件で

ある．

②

人々が活用できる地域の社会資源、保健・

医療・福祉制度や関係機関の機能と連携に

ついて説明できる。

③

人々の健康に関するニーズを明らかにす

るために、必要な情報を収集し、アセスメ

ントすることができる。

④
健康問題に応じた、根拠に基づく看護を計

画することができる。

⑤
安全で効果的なケアを探求し、あらゆる健

康段階に応じた看護を実践できる。

⑥

看護の対象となる人々、保健医療福祉等の

専門職と協働して、人々がその健康問題を

解決することを支援することができる。

⑦
看護実践を評価し、計画の修正を図ること

ができる。

⑧

地域の人々の健康問題の解決のために、既

存の社会資源の改善や新たな社会資源の

開発、フォーマル・インフォーマルなサー

ビスのネットワーク化、システム化の重要

性を説明できる。

6．地域社会への貢献

（１）地域の特性を理解し、人々が住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、看護

専門職者としての役割を果たすことができる。

（２）福島での大規模複合災害から、災害時に必要となる種々の連携について学び、説明で

きる。
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１）

地域の人々

の生命と暮

らしを守る

①

地域の特性やそこで暮らす人々の生活状

況を理解し、人々が抱える健康問題と関連

する要因や生活背景について説明できる。
－

習得の機会

がない

②

人々とともに、安心して生活できる地域づ

くりを考え、そのために協働する看護専門

職者の役割について説明できる。

２）
福島の災害

から学ぶ

①

福島でおこった大規模複合災害を学び、必

要な医療・福祉・保健・行政をはじめとす

る各種連携の実際を理解し、説明できる。

－
習得の機会

がない

②
放射線災害の実際を知り、放射線を科学的

に学び、適切に説明できる。

③

放射線（および災害）に対する地域住民の

不安が理解でき、社会・地域住民とのリス

クコミュニケーションについて説明でき

る。

7．看護学発展への貢献

看護学領域での研究の意義や、科学的・論理的思考に基づいて看護学上の課題を解決する

ことの重要性を理解できる。

１） 科学的・論理的思考

①
看護実践を通して、看護学上の

課題を考えることができる。

－
習得の機会

がない
②

科学的思考に基づいて看護学

上の課題を解決することの重

要性を説明できる。

テキスト：

1．正木治恵,他：老年看護学概論（第 2 版）「老いを生きる」を支えることとは，南江堂

2．真田弘美,他：老年看護学技術（第 2 版）最後までその人らしく生きることを支援する，

南江堂      

3．日本看護診断学会監訳：NANDA－Ⅰ看護診断 2018-2020（2017 年 12 月刊行予定）

参考書：

1．北川公子，他：系統看護学講座専門分野Ⅱ 老年看護学，第 8 版，医学書院

2．正木治恵編：パーフェクト臨床実習ガイド 老年看護 第 2 版，照林社

3．堀内ふき，他：ナーシング・グラフィカ 老年看護学① 高齢者の健康と障害，第 5 版，

メディカ出版
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4．堀内ふき，他：ナーシング・グラフィカ 老年看護学② 高齢者看護の実践，第 4 版，メ

ディカ出版

5．山田律子，他：生活機能からみた老年看護過程，第 3 版，医学書院

成績評価方法：筆記試験（80 点）と課題演習（20 点）により行う．出席時間数が全授業時

間数の 3 分の 2 未満の者は試験を受けることができない．

その他（メッセージ等）：

授業内容(学習項目) 

回数 項目 内容（キーワード等）

第 1 回 老年看護の概論（復習）
コースオリエンテーション，高齢者の発達的特徴，

社会制度，老年看護の理念と目標，倫理的課題

第 2 回 急性期にある高齢者の看護 手術療法，術後合併症の予防，術後せん妄

第 3 回 慢性期にある高齢者の看護
薬物療法，有害事象，薬物動態と薬力学，リスク

マネジメント

第 4 回 回復期にある高齢者の看護
ICF，リハビリテーション，自己効力感，自尊感

情

第 5 回 終末期にある高齢者の看護 看取りと看取りケア，意思決定，看取りの場

第 6 回
高齢者に特有な症候と看

護：運動器障害
大腿骨頚部骨折，変形性関節症，骨粗鬆症

第 7 回
高齢者に特有な症候と看

護：感染症，感覚器

尿路感染，疥癬，白癬，胃腸炎

白内障，難聴，皮膚掻痒症，痛み

第 8 回
高齢者に特有な症候と看

護：心血管，呼吸系
心不全，誤嚥性肺炎，肺結，閉塞性肺疾患

第 9 回
高齢者に特有な症候と看

護：排泄障害

尿失禁，過活動膀胱，前立腺肥大症，排便障害

第 10 回 演習Ⅰ① 事例検討の進め方，看護過程概要，アセスメント

第 11 回 演習Ⅰ② アセスメント

第 12 回 演習Ⅱ／演習Ⅰ③
演習Ⅰ：看護診断，看護計画（A グループ）

演習Ⅱ：摂食嚥下（B グループ）

第 13 回 演習③／演習Ⅱ
演習Ⅰ：看護診断，看護計画（B グループ）

演習Ⅱ：摂食嚥下（A グループ）

第 14 回 演習Ⅰ④ 看護診断，看護計画

第 15 回 演習Ⅰ⑤ 看護計画，実施・評価

第 16 回 認知症ケア① 診断と治療（外部講師：医師）
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第 17 回 認知症ケア② 認知症看護概論

第 18 回 認知症ケア③ パーソンセンタード・ケア

第 19 回 認知症ケア④ 認知症高齢者の生活支援

第 20 回 認知症ケア⑤
BPSD の予防と看護

（外部講師：認知症看護認定看護師）

第 21 回 高次脳機能障害と失語 高次脳機能障害，失語症（外部講師：言語聴覚士）

第 22 回 地域連携
退院支援，退院調整，社会資源の活用

（外部講師：社会福祉士）

第 23 回 高齢者の災害看護
災害サイクル，避難生活，感染予防，活動性低下

メンタルヘルス

※外部講師，並行開講「高齢者への看護学実習」の日程により開講順が変更になります．
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区分名：

科目名（英語名称含む）：精神の健康障害をもつ人の看護（Psychiatric Nursing）

教員名：大川貴子・佐藤利憲・田村達弥・吾妻陽子  

開講年次：３年次，学 期：2018 年度 前期 ，必修／選択：必修  

授業形態：講義・演習 ，単位数：３単位 ，時間数：６０時間

概要：精神の健康上の問題をもつ人に対してどのようにアプローチしたらよいかが考えら

れるよう、講義および演習を行なう。また、ライフサイクルの中で出会う様々なメンタルヘ

ルスの問題に関してもアプローチできるよう、グループワークを中心に展開していく。

学習目標：

1.精神の健康問題をもつ人が体験する世界について理解する。

2.精神医療の歴史と法律および倫理について理解する。

3.精神看護を実践するための枠組みを理解する。

4.主要な精神疾患の病理・症状・看護のポイントについて理解する。

5 地域で生活する精神障害者の支援方法を理解する。

6.セルフケアのアセスメントおよびケアプランの作成ができる。

7.メンタルヘルスの問題に関する心理社会的要因について理解する。

8.メンタルヘルスの問題を抱えた人への支援方法や社会資源を理解する。

9.メンタルヘルスの問題を抱えた当事者または家族の相談に応じるために求められる技術

を習得する。

学習アウトカムと科目達成レベル表

学習アウトカム 科目達成レベル

１．プロフェッショナル

hichi

１） 看護倫理

①
生命倫理と看護の倫理の原則を理解し、そ

れに基づき、考え、行動できる。

●

実践の基盤と

なる知識を示

せることが単

位認定の要件

である

②

生命の尊厳や人権について理解し、人々の

意思決定を支え、擁護に向けた行動をとる

ことができる。

２) ①
状況に適合した、服装、衛生観念、言葉遣

い、態度をとることができる。
○

態度、習慣、

価値観を模擬
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習慣・服

装・品位/

礼儀

②
時間を厳守し、何事においても真摯に対応

し、積極性や誠実性を示すことができる。

的に示せるこ

とが単位認定

の要件である
③

自らの誤り、不適切な行為を認識し、正す

ことができる。

３） 対人関係 ①
他者に自分の価値観を押しつけず、常に敬

意を払って接することができる。
△

取得の機会は

あるが、単位

認定に関係な

い  

４）
法令等の規

範遵守

①
個人情報の取扱いに注意し、守秘義務を守

り、人々のプライバシーを尊重できる。

●

実践の基盤と

なる知識を示

せることが単

位認定の要件

である  

②
各種法令、大学等関連諸機関の規定を遵守

することができる。

２．生涯学習

看護専門職者として優れた洞察力と応用力を兼ね備え、看護学及び関連の広い分野の科学

的情報を収集・評価し、論理的思考の継続的改善を行うことができる。

１）
自己啓発と

自己鍛錬

①
看護学・医療の発展、人類の福祉に貢献

することの重要性を理解できる。

○

基盤となる

態度、習慣

スキルを示

せることが

単位認定の

要件である

②
看護学に関する情報を、目的に合わせて

効率的に入手することができる。

③

独立自尊の気風を養い、自己管理・自己

評価を行い、自身で責任を持って考え、

行動できる。

④

自らのキャリアをデザインし，自己主導

型学習（自身の疑問や知識・技能不足を

認識し、自ら必要な学習）により、常に

自己の向上を図ることができる。

３．人間関係の理解とコミュニケーション

自己を内省する力を養うとともに、他者とのコミュニケーションを通して、他者を理解し、

互いの立場を尊重したよりよい人間関係を築くことができる。

１）

看護を必要

とする人々

とのコミュ

①
人々の生命、健康、生活について幅広い関

心を持ち、深く洞察することができる。
○

基盤となる

態度、スキ

ルを示せる

ことが単位
②

人々の社会的背景を理解して尊重するこ

とができる。
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ニケーショ

ン ③

看護専門職者としてふさわしいコミュニ

ケーションスキルを身につけ、実践でき

る。

認定の要件

である

④
望ましい健康行動がとれるよう人々の意

思決定を支援することができる。

２）

チームでの

コミュニケ

ーション

①
人々の健康を支えるチームの一員に看護

の立場から参加し、他職種と協働できる。

●

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある

②

チーム医療におけるリーダーシップの意

義と看護専門職者が果たす役割について

理解することができる。

③

チームメンバーに対して、尊敬、共感、信

頼、誠実さを示し、看護専門職者としての

責任を果たす重要性を理解することがで

きる。

④

人々に必要な看護が継続されるよう、医療

チームメンバーに適切に情報を提供する

重要性を理解することができる。

4．知識とその応用

看護専門職者の基盤となる知識を修得し、科学的根拠に基づき、看護の実践に応用できる。

以下の科目の知識を修得し、学習内容を

説明できる。（学部コースツリー参照）

１）

豊かな感性

と倫理観を

もつ看護専

門職者

① 感性を高める科目

○

模擬的な問

題解決に知

識を応用す

ることがで

きることが

単位認定の

要件である

② 倫理性を高める科目

③ 論理的思考能力を高める科目

④ 表現力を培う科目

２）

創造性豊か

な看護専門

職者

① 社会の理解を深める科目

○ 〃

② 人間の理解を深める科目
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③ 人間の身体機能と病態を理解する科目

④ 看護の基本となる科目

⑤ 看護実践の基盤となる科目

３）

ニーズに対

応する実践

能力を備え

た看護専門

職者

① 看護実践の応用となる科目

－
修得の機会

がない
② 看護の実践

③ 看護を統合する科目

5．看護の実践

人々が生活するあらゆる場において、あらゆる健康レベルの人々のニーズに基づいた看護

を実践することができる。

１）

人々のニー

ズに基づい

た看護の実

践

①

人々の健康レベルを、成長発達や日常生活

を取り巻く環境の観点で捉えることがで

きる。

○

模擬的看護

を実践でき

ることが単

位認定の要

件である

②

人々が活用できる地域の社会資源、保健・

医療・福祉制度や関係機関の機能と連携に

ついて説明できる。

③

人々の健康に関するニーズを明らかにす

るために、必要な情報を収集し、アセスメ

ントすることができる。

④
健康問題に応じた、根拠に基づく看護を計

画することができる。

⑤
安全で効果的なケアを探求し、あらゆる健

康段階に応じた看護を実践できる。

⑥

看護の対象となる人々、保健医療福祉等の

専門職と協働して、人々がその健康問題を

解決することを支援することができる。

⑦
看護実践を評価し、計画の修正を図ること

ができる。
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⑧

地域の人々の健康問題の解決のために、既

存の社会資源の改善や新たな社会資源の

開発、フォーマル・インフォーマルなサー

ビスのネットワーク化、システム化の重要

性を説明できる。

6．地域社会への貢献

（１）地域の特性を理解し、人々が住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、看護

専門職者としての役割を果たすことができる。

（２）福島での大規模複合災害から、災害時に必要となる種々の連携について学び、説明で

きる。

１）

地域の人々

の生命と暮

らしを守る

①

地域の特性やそこで暮らす人々の生活状

況を理解し、人々が抱える健康問題と関連

する要因や生活背景について説明できる。
○

理解と計画

立案が単位

認定の要件

である②

人々とともに、安心して生活できる地域づ

くりを考え、そのために協働する看護専門

職者の役割について説明できる。

２）
福島の災害

から学ぶ

①

福島でおこった大規模複合災害を学び、必

要な医療・福祉・保健・行政をはじめとす

る各種連携の実際を理解し、説明できる。

－
修得の機会

がない

②
放射線災害の実際を知り、放射線を科学的

に学び、適切に説明できる。

③

放射線（および災害）に対する地域住民の

不安が理解でき、社会・地域住民とのリス

クコミュニケーションについて説明でき

る。

7．看護学発展への貢献

看護学領域での研究の意義や、科学的・論理的思考に基づいて看護学上の課題を解決する

ことの重要性を理解できる。

１） 科学的・論理的思考

①
看護実践を通して、看護学上の

課題を考えることができる。

○

計画と立案

が単位認定

の要件であ

る
②

科学的思考に基づいて看護学

上の課題を解決することの重

要性を説明できる。

テキスト：指定しない
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参考書： 開講時に提示する

成績評価方法：最終試験：70％

事例展開：10％

グループワークの取組み：20％

（他グループの学生からの評価：10％・教員からの評価：10%）

その他（メッセージ等）： 精神の問題について、時には自分にひきつけ、時には自分と距

離をおいて考えていきましょう。精神看護の奥の深さを感じとってもらえると嬉しいです。

授業内容(学習項目) 

回数 項目 内容（キーワード等）

第１回 オリエンテーション

第２回 精神の健康問題をもつ

人の理解①

DVD を用いての精神疾患患者の理解

第３回 精神医療の歴史 社会的背景・わが国の精神保健医療福祉の現状

第４回 精神医療における倫理 精神保健福祉法・人権擁護

第５回 精神療法および心理的

療法と看護

精神療法・心理社会的療法

第６回 薬物療法と看護 向精神薬・服薬管理

第７回 精神看護の枠組み リカバリー・ストレングス・セルフケア

第８回 精神の健康問題をもつ

人の理解②

ピアサポーターによるリカバリーストーリー

第９回 気分障害患者へのアプ

ローチ

気分障害（うつ病・双極性障害）患者の理解・アプロ

ーチ方法

第 10 回 気分障害患者へのアプ

ローチ

〃

第 11 回 統合失調症患者へのア

プローチ

統合失調症患者の理解・アプローチ方法

第 12 回 統合失調症患者へのア

プローチ

〃

第 13 回 地域で生活する精神障

害者へのアプローチ

訪問看護・ACT・アウトリーチ・精神保健福祉制度

第 14 回 地域で生活する精神障

害者へのアプローチ

訪問看護およびアウトリーチの実際

第 15 回 セルフケアに焦点をあ

てた事例展開①

事例展開方法の解説（例示）

第 16 回 自閉症スペクトラム患

者へのアプローチ

自閉症スペクトラム患者の理解・アプローチ方法
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第 17 回 パーソナリティ障害患

者へのアプローチ

パーソナリティ障害患者の理解・アプローチ方法

第 18 回 アルコール依存症患者

へのアプローチ

アルコール依存症患者の理解・アプローチ方法

第 19 回 メンタルヘルスに関す

るアプローチ

グループワーク

第 20 回 メンタルヘルスに関す

るアプローチ

グループワーク

第 21 回 メンタルヘルスに関す

るアプローチ

グループワーク

第 22 回 メンタルヘルスに関す

るアプローチ

グループワーク

第 23 回 メンタルヘルスに関す

るアプローチ

グループワーク

第 24 回 メンタルヘルスに関す

るアプローチ

グループワーク

第 25 回 メンタルヘルスに関す

るアプローチ

グループ毎の発表

第 26 回 メンタルヘルスに関す

るアプローチ

グループ毎の発表

第 27 回 メンタルヘルスに関す

るアプローチ

グループ毎の発表

第 28 回 メンタルヘルスに関す

るアプローチ

グループ毎の発表

第 29 回 セルフケアに焦点をあ

てた事例展開②

事例展開の解説

第 30 回 セルフケアに焦点をあ

てた事例展開③

事例展開の解説
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区分名： コミュニケーション
科目名：  英語 3 （ English 3   ）
教員名：  亀田政則
開講年次：３年次 学期：2018 年度・後期 選択  
授業形態：演習，単位数：1 単位 ，時間数：３０時間

概要：
看護活動の現場で必要となる基礎的な英語表現を習得する。とくに外来のクライエントとのコミュニケー

ションに役立つ英語表現（病院案内から投薬にいたるまで）に焦点を当てる。まんべんなく理解できれ

ば、海外での看護活動への手引きともなる。

学習目標：
演習を中心とした実践的英語学習によって「使える」看護英語の習得を目指す。

1．リスニング・コンプリヘンション（演習）

2. 医療用語の構成と数式の読み方、基本英語表現の文法について（講義・演習）

3. レアリア（実物教材）を用いた看護師とクライエント役のペアによるロール・プレイ(演習)

学習アウトカムと科目達成レベル表

学習アウトカム 科目達成レベル

１．プロフェッショナル

看護専門職者をめざす者として、それにふさわしい基本的な態度・姿勢の必要性を理解し、行動
できる。

１） 看護倫理

①
生命倫理と看護の倫理の原則を理解し、それ
に基づき、考え、行動できる。

－
修得の機会が
ない

②
生命の尊厳や人権について理解し、人々の意
思決定を支え、擁護に向けた行動をとること
ができる。

２)
習慣・服
装・品位/
礼儀

①
状況に適合した、服装、衛生観念、言葉遣い、
態度をとることができる。

－
修得の機会が
ない

②
時間を厳守し、何事においても真摯に対応
し、積極性や誠実性を示すことができる。

③
自らの誤り、不適切な行為を認識し、正すこ
とができる。
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３） 対人関係 ①
他者に自分の価値観を押しつけず、常に敬意
を払って接することができる。

△
修得の機会が
あるが、単位認
定に関係ない

４）
法令等の規
範遵守

①
個人情報の取扱いに注意し、守秘義務を守
り、人々のプライバシーを尊重できる。

－
修得の機会が
ない

②
各種法令、大学等関連諸機関の規定を遵守す
ることができる。

２．生涯学習

看護専門職者として優れた洞察力と応用力を兼ね備え、看護学及び関連の広い分野の科学的情
報を収集・評価し、論理的思考の継続的改善を行うことができる。

１）
自己啓発と
自己鍛錬

①
看護学・医療の発展、人類の福祉に貢献す
ることの重要性を理解できる。

－
修得の機会
がない

②
看護学に関する情報を、目的に合わせて効
率的に入手することができる。

③
独立自尊の気風を養い、自己管理・自己評
価を行い、自身で責任を持って考え、行動
できる。

④

自らのキャリアをデザインし，自己主導型
学習（自身の疑問や知識・技能不足を認識
し、自ら必要な学習）により、常に自己の
向上を図ることができる。

３．人間関係の理解とコミュニケーション

自己を内省する力を養うとともに、他者とのコミュニケーションを通して、他者を理解し、互い
の立場を尊重したよりよい人間関係を築くことができる。

１）

看護を必要
とする人々
とのコミュ
ニケーショ
ン

①
人々の生命、健康、生活について幅広い関心
を持ち、深く洞察することができる。

○

基盤となる
態度、スキ
ルを示せる
ことが単位
認定の要件
である

②
人々の社会的背景を理解して尊重すること
ができる。

③
看護専門職者としてふさわしいコミュニケ
ーションスキルを身につけ、実践できる。

④

望ましい健康行動がとれるよう人々の意思
決定を支援することができる。
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２）
チームでの
コミュニケ
ーション

①
人々の健康を支えるチームの一員に看護の
立場から参加し、他職種と協働できる。

－
修得の機会
がない

②
チーム医療におけるリーダーシップの意義
と看護専門職者が果たす役割について理解
することができる。

③
チームメンバーに対して、尊敬、共感、信頼、
誠実さを示し、看護専門職者としての責任を
果たす重要性を理解することができる。

④
人々に必要な看護が継続されるよう、医療チ
ームメンバーに適切に情報を提供する重要
性を理解することができる。

4．知識とその応用

看護専門職者の基盤となる知識を修得し、科学的根拠に基づき、看護の実践に応用できる。

以下の科目の知識を修得し、学習内容を説
明できる。（学部コースツリー参照）

１）

豊かな感性
と倫理観を
もつ看護専
門職者

① 感性を高める科目

○

模擬的な場
に知識を応
用できるこ
とが単位認
定の要件で
ある

② 倫理性を高める科目

③ 論理的思考能力を高める科目

④ 表現力を培う科目

２）
創造性豊か
な看護専門
職者

① 社会の理解を深める科目

－
修得の機会
がない

② 人間の理解を深める科目

③ 人間の身体機能と病態を理解する科目

④ 看護の基本となる科目

⑤ 看護実践の基盤となる科目
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３）

ニーズに対
応する実践
能力を備え
た看護専門
職者

① 看護実践の応用となる科目

－
修得の機会
がない

② 看護の実践

③ 看護を統合する科目

5．看護の実践

人々が生活するあらゆる場において、あらゆる健康レベルの人々のニーズに基づいた看護を実
践することができる。

１）

人々のニー
ズに基づい
た看護の実
践

①
人々の健康レベルを、成長発達や日常生活を
取り巻く環境の観点で捉えることができる。

－
修得の機会
がない

②
人々が活用できる地域の社会資源、保健・医
療・福祉制度や関係機関の機能と連携につい
て説明できる。

③
人々の健康に関するニーズを明らかにする
ために、必要な情報を収集し、アセスメント
することができる。

④
健康問題に応じた、根拠に基づく看護を計画
することができる。

⑤
安全で効果的なケアを探求し、あらゆる健康
段階に応じた看護を実践できる。

⑥
看護の対象となる人々、保健医療福祉等の専
門職と協働して、人々がその健康問題を解決
することを支援することができる。

⑦
看護実践を評価し、計画の修正を図ることが
できる。

⑧

地域の人々の健康問題の解決のために、既存
の社会資源の改善や新たな社会資源の開発、
フォーマル・インフォーマルなサービスのネ
ットワーク化、システム化の重要性を説明で
きる。
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6．地域社会への貢献

（１）地域の特性を理解し、人々が住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、看護専門
職者としての役割を果たすことができる。
（２）福島での大規模複合災害から、災害時に必要となる種々の連携について学び、説明でき
る。

１）
地域の人々
の生命と暮
らしを守る

①
地域の特性やそこで暮らす人々の生活状況
を理解し、人々が抱える健康問題と関連する
要因や生活背景について説明できる。

－
修得の機会
がない

②
人々とともに、安心して生活できる地域づく
りを考え、そのために協働する看護専門職者
の役割について説明できる。

２）
福島の災害
から学ぶ

①
福島でおこった大規模複合災害を学び、必要
な医療・福祉・保健・行政をはじめとする各
種連携の実際を理解し、説明できる。

－
修得の機会
がない

②
放射線災害の実際を知り、放射線を科学的に
学び、適切に説明できる。

③
放射線（および災害）に対する地域住民の不
安が理解でき、社会・地域住民とのリスクコ
ミュニケーションについて説明できる。

7．看護学発展への貢献

看護学領域での研究の意義や、科学的・論理的思考に基づいて看護学上の課題を解決すること
の重要性を理解できる。

１） 科学的・論理的思考

①
看護実践を通して、看護学上の
課題を考えることができる。

－
修得の機会
がない

②
科学的思考に基づいて看護学上
の課題を解決することの重要性
を説明できる。

テキスト：助川尚子｢How are you feeling today?: やさしい看護英語｣ 成美堂 2016 年。現在、

日本で出版されている教科書のなかで、もっとも簡潔でありながら内容も豊かな教科書です。

     

参考書： できれば英英辞書。Oxford Advanced Learner’s Dictionary of Current English

成績評価方法：演習（４０％）＋学期末試験（60％）＝100％. 学期末試験では、具体的な病気

を患うクライエントを想定した看護活動にかんする英文スクリプトを書き、それに基づいたロ

ール・プレイ（10 分）間を実施する。
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その他（メッセージ等）：集中授業ですので、最後まで履修するつもりがない学生は受講しない

ことをおすすめします。

授業内容(学習項目) 
回数 項目 内容（キーワード等）

第１回 Lesson 1: In the Lobby of the Hospital 授業の説明（授業のしかた。教科書・

辞書・参考書について。評価のしか

た）外来患者にたいする看護活動：Ｄ

ＶＤによる学習（演習・講義）

専門用語と基本表現

発音・基本英語表現の文法

第２回 Lesson 2: Registration （登録カードを作成して

みよう！）

（演習・講義）

発音・基本英語表現の文法

第３回 Lesson 3: Checking the Registration Card （登録

カードの確認と窓口案内）

（演習・講義）

専門用語と基本表現

発音・基本英語表現の文法

第４回 Lesson 3: Checking the Registration Card （登録

カードの確認と窓口案内）

（演習・講義）

専門用語と基本表現

発音・基本英語表現の文法

第５回 Lesson 4: Finding the Way （病院地図を使い、ク

ライエントに方向指示をしてみよう！）

（演習・講義）

専門用語と基本表現

発音・基本英語表現の文法

第６回 Lesson 5: Personal History （クライエントへのイ

ンタビュー １）

（演習・講義）

専門用語と基本表現

発音・基本英語表現の文法

第７回 Lesson 6: Daily Activities （クライエントへのイン

タビュー ２）

（演習・講義）

専門用語と基本表現

発音・基本英語表現の文法

第８回
Lesson 7: More about Daily Activities  （クライエ

ントへのインタビュー ３）

（演習・講義）

専門用語と基本表現

発音・基本英語表現の文法

第 9 回 Lesson 8: Asking Symptoms （症状確認 １） （演習・講義）

専門用語と基本表現

発音・基本英語表現の文法

第 10 回 Lesson 9: More about Symptoms （症状確認 （演習・講義）
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２） 専門用語と基本表現

発音・基本英語表現の文法

第 11 回 Lesson 10: Checking Blood Pressure and Weight

1 （バイタルサインや体重測定の指示のしかた

を、実物教材を使って学ぼう。）

（演習・講義）

専門用語と基本表現

発音・基本英語表現の文法

第 12 回 Lesson 10: Checking Blood Pressure and Weight  

2 （実物教材演習）

（演習・講義）

専門用語と基本表現

発音・基本英語表現の文法

第 13 回 Lesson 11: Laboratory Specimens 2 （検体採取

の際の英語表現の演習）

（演習・講義）

専門用語と基本表現

発音・基本英語表現の文法

第 14 回
Lesson 12: Taking Medicines （投薬の際の説

明）

（演習・講義）

専門用語と基本表現

発音・基本英語表現の文法

第 15 回 学期末試験（具体的な病気を患うクライエントを

想定した看護活動におけるロール・プレイ：10 分

間）
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区分名：表現力を培う

科目名（英語名称含む）：英語４（English 4）

教員名：中山 仁

開講年次：３年次，学 期：2018 年度 前期 ，必修／選択：選択  

授業形態：演習 ，単位数：１単位 ，時間数：３０時間

概要：英語のパラグラフ・ライティングの基礎を習得するための演習を行う。具体的にはパ

ラグラフの基本構造と典型的なライティングのプロセスを理解した上で、身近なテーマに

ついて実際にパラグラフを書く演習を行う。

なお、下記の授業内容は使用テキスト、および、授業進度状況によって予定を変更するこ

とがあるが、基本的な履修内容に差異はない。また、必要に応じて英文法の基礎力を維持す

るための演習を行う。   

学習目標： 1)英語のパラグラフと、日本語の段落との違いを説明できる。

2)英語の文章をパラグラフ単位で正確に理解できる。

3)論理展開が明確で、適切な英語表現を用いたパラグラフを書くことができる。

4)必要な英語表現を効率よく調べたり、検索したりすることができる。

5)英語の句読法を正しく使える。

学習アウトカムと科目達成レベル表

学習アウトカム 科目達成レベル

１．プロフェッショナル

看護専門職者をめざす者として、それにふさわしい基本的な態度・姿勢の必要性を理解し、

行動できる。

１） 看護倫理

①
生命倫理と看護の倫理の原則を理解し、そ

れに基づき、考え、行動できる。

－
修得の機会が

ない
②

生命の尊厳や人権について理解し、人々の

意思決定を支え、擁護に向けた行動をとる

ことができる。

２)

習慣・服

装・品位/

礼儀

①
状況に適合した、服装、衛生観念、言葉遣

い、態度をとることができる。

△

修得の機会は

あるが、単位

認定に関係な

い

②
時間を厳守し、何事においても真摯に対応

し、積極性や誠実性を示すことができる。

③
自らの誤り、不適切な行為を認識し、正す

ことができる。
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３） 対人関係 ①
他者に自分の価値観を押しつけず、常に敬

意を払って接することができる。
△

修得の機会は

あるが、単位

認定に関係な

い

４）
法令等の規

範遵守

①
個人情報の取扱いに注意し、守秘義務を守

り、人々のプライバシーを尊重できる。
－

修得の機会が

ない
②

各種法令、大学等関連諸機関の規定を遵守

することができる。

２．生涯学習

看護専門職者として優れた洞察力と応用力を兼ね備え、看護学及び関連の広い分野の科学

的情報を収集・評価し、論理的思考の継続的改善を行うことができる。

１）
自己啓発と

自己鍛錬

①
看護学・医療の発展、人類の福祉に貢献

することの重要性を理解できる。

△

修得の機会

はあるが、

単位認定に

関係ない

②
看護学に関する情報を、目的に合わせて

効率的に入手することができる。

③

独立自尊の気風を養い、自己管理・自己

評価を行い、自身で責任を持って考え、

行動できる。

④

自らのキャリアをデザインし，自己主導

型学習（自身の疑問や知識・技能不足を

認識し、自ら必要な学習）により、常に

自己の向上を図ることができる。

３．人間関係の理解とコミュニケーション

自己を内省する力を養うとともに、他者とのコミュニケーションを通して、他者を理解し、

互いの立場を尊重したよりよい人間関係を築くことができる。

１）

看護を必要

とする人々

とのコミュ

ニケーショ

ン

①
人々の生命、健康、生活について幅広い関

心を持ち、深く洞察することができる。

△

修得の機会

はあるが、

単位認定に

関係ない

②
人々の社会的背景を理解して尊重するこ

とができる。

③

看護専門職者としてふさわしいコミュニ

ケーションスキルを身につけ、実践でき

る。

④
望ましい健康行動がとれるよう人々の意

思決定を支援することができる。
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２）

チームでの

コミュニケ

ーション

①
人々の健康を支えるチームの一員に看護

の立場から参加し、他職種と協働できる。

－ 修得の機会

がない

②

チーム医療におけるリーダーシップの意

義と看護専門職者が果たす役割について

理解することができる。

③

チームメンバーに対して、尊敬、共感、信

頼、誠実さを示し、看護専門職者としての

責任を果たす重要性を理解することがで

きる。

④

人々に必要な看護が継続されるよう、医療

チームメンバーに適切に情報を提供する

重要性を理解することができる。

4．知識とその応用

看護専門職者の基盤となる知識を修得し、科学的根拠に基づき、看護の実践に応用できる。

以下の科目の知識を修得し、学習内容を

説明できる。（学部コースツリー参照）

１）

豊かな感性

と倫理観を

もつ看護専

門職者

① 感性を高める科目

●

基礎となる

知識を示せ

ることが単

位認定の要

件である

② 倫理性を高める科目

③ 論理的思考能力を高める科目

④ 表現力を培う科目

２）

創造性豊か

な看護専門

職者

① 社会の理解を深める科目

●

基礎となる

知識を示せ

ることが単

位認定の要

件である

② 人間の理解を深める科目

③ 人間の身体機能と病態を理解する科目

④ 看護の基本となる科目

⑤ 看護実践の基盤となる科目
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３）

ニーズに対

応する実践

能力を備え

た看護専門

職者

① 看護実践の応用となる科目

－
修得の機会

がない
② 看護の実践

③ 看護を統合する科目

5．看護の実践

人々が生活するあらゆる場において、あらゆる健康レベルの人々のニーズに基づいた看護

を実践することができる。

１）

人々のニー

ズに基づい

た看護の実

践

①

人々の健康レベルを、成長発達や日常生活

を取り巻く環境の観点で捉えることがで

きる。

－
修得の機会

がない

②

人々が活用できる地域の社会資源、保健・

医療・福祉制度や関係機関の機能と連携に

ついて説明できる。

③

人々の健康に関するニーズを明らかにす

るために、必要な情報を収集し、アセスメ

ントすることができる。

④
健康問題に応じた、根拠に基づく看護を計

画することができる。

⑤
安全で効果的なケアを探求し、あらゆる健

康段階に応じた看護を実践できる。

⑥

看護の対象となる人々、保健医療福祉等の

専門職と協働して、人々がその健康問題を

解決することを支援することができる。

⑦
看護実践を評価し、計画の修正を図ること

ができる。

⑧

地域の人々の健康問題の解決のために、既

存の社会資源の改善や新たな社会資源の

開発、フォーマル・インフォーマルなサー

ビスのネットワーク化、システム化の重要

性を説明できる。

6．地域社会への貢献
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（１）地域の特性を理解し、人々が住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、看護

専門職者としての役割を果たすことができる。

（２）福島での大規模複合災害から、災害時に必要となる種々の連携について学び、説明で

きる。

１）

地域の人々

の生命と暮

らしを守る

①

地域の特性やそこで暮らす人々の生活状

況を理解し、人々が抱える健康問題と関連

する要因や生活背景について説明できる。
△

修得の機会

はあるが、

単位認定に

関係ない②

人々とともに、安心して生活できる地域づ

くりを考え、そのために協働する看護専門

職者の役割について説明できる。

２）
福島の災害

から学ぶ

①

福島でおこった大規模複合災害を学び、必

要な医療・福祉・保健・行政をはじめとす

る各種連携の実際を理解し、説明できる。

△

修得の機会

はあるが、

単位認定に

関係ない

②
放射線災害の実際を知り、放射線を科学的

に学び、適切に説明できる。

③

放射線（および災害）に対する地域住民の

不安が理解でき、社会・地域住民とのリス

クコミュニケーションについて説明でき

る。

7．看護学発展への貢献

看護学領域での研究の意義や、科学的・論理的思考に基づいて看護学上の課題を解決する

ことの重要性を理解できる。

１） 科学的・論理的思考

①
看護実践を通して、看護学上の

課題を考えることができる。

●

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある

②

科学的思考に基づいて看護学

上の課題を解決することの重

要性を説明できる。

テキスト：教室で指示する。      

参考書：『ウィズダム英和辞典』（三省堂）、『ジーニアス英和辞典』（大修館）

     Longman Dictionary of Contemporary English (Longman)

         Oxford Advanced Learner's Dictionary (Oxford University Press)

         英辞郎 on the Web

成績評価方法：演習点、定期試験および授業の準備状況、授業への参加度・貢献度等を総合
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して評価する。

その他（メッセージ等）：１５回の授業を終了した時点で、９つのセンテンスから成る１つ

のパラグラフを作り上げるスキルが身につくようになるプログラムです。論理的な話とは

何かを理解すると、日本語表現にも応用できます。英語と日本語の「伝える力」を学ぶこと

ができます。

授業内容(学習項目) 

回数 項目 内容（キーワード等）

第１回 イントロダクション Formatting; Process writing

第２回 センテンスとパラグラフ Topic; Strong/Weak paragraph

第３回 トピックとトピックセンテン

ス

Topic sentence; Conjunctions

第４回 説明のためのボキャブラリー、

発想に役立つスキル(1)

Adjectives; Brainstorming

第５回 説明のためのボキャブラリー、

発想に役立つスキル(2)

Word maps; Concluding sentence; Capital 

letters

第６回 パラグラフ構成のまとめ、フィ

ードバック

Free writing; Peer feedback

第７回 サポート文、意見と例示 Supporting sentences; opinions and examples

第８回 因果関係(1) Cause and effect

第９回 感情の表現、サポート文の順序 Personal feelings; Logical order

第 10 回 物語文、時間順序 Time expressions

第 11 回 比較 Double listing to brainstorm

第 12 回 因果関係(2) Cause and effect

第 13 回 データの説明 Describing data, figures and tables

第 14 回 英文要約 Summarizing

第 15 回 まとめ Review Quiz
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区分名：倫理性を高める

科目名（英語名称含む）：生命倫理（ Bioethics ）

教員名：太田 操  

開講年次：１年次，３年次 学 期：2017 年度 後期 ，必修／選択：必修  

授業形態：講義 ，単位数：１単位 ，時間数：１５時間

概要：生命倫理は、生命科学や医療分野において、道徳的価値や原理に照らして人間と人間・

自然・環境・社会との関係を体系的に探求する学問である。医療現場の倫理的事例から「生」

とは、「死」とは、「生命」とは何かという根源的な問いを探求する。  

学習目標：1)生命倫理を学ぶ意義について説明できる。

2)医療現場で直面する倫理問題を説明できる。

     3)自己を含めた各々の価値観の多様性を理解できる。

学習アウトカムと科目達成レベル表

学習アウトカム 科目達成レベル

１．プロフェッショナル

看護専門職者をめざす者として、それにふさわしい基本的な態度・姿勢の必要性を理解し、

行動できる。

１） 看護倫理

①
生命倫理と看護の倫理の原則を理解し、そ

れに基づき、考え、行動できる。

〇

態度､習慣､価

値観を模擬的

に示せること

が単位認定の

要件である。

②

生命の尊厳や人権について理解し、人々の

意思決定を支え、擁護に向けた行動をとる

ことができる。

２)

習慣・服

装・品位/

礼儀

①
状況に適合した、服装、衛生観念、言葉遣

い、態度をとることができる。

〇   〃②
時間を厳守し、何事においても真摯に対応

し、積極性や誠実性を示すことができる。

③
自らの誤り、不適切な行為を認識し、正す

ことができる。

３） 対人関係 ①
他者に自分の価値観を押しつけず、常に敬

意を払って接することができる。
〇   〃

４）
法令等の規

範遵守

①
個人情報の取扱いに注意し、守秘義務を守

り、人々のプライバシーを尊重できる。
〇   〃

②
各種法令、大学等関連諸機関の規定を遵守

することができる。
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２．生涯学習

看護専門職者として優れた洞察力と応用力を兼ね備え、看護学及び関連の広い分野の科学

的情報を収集・評価し、論理的思考の継続的改善を行うことができる。

１）
自己啓発と

自己鍛錬

①
看護学・医療の発展、人類の福祉に貢献

することの重要性を理解できる。

△

修得の機会

があるが、

単位認定に

関係ない。

②
看護学に関する情報を、目的に合わせて

効率的に入手することができる。

③

独立自尊の気風を養い、自己管理・自己

評価を行い、自身で責任を持って考え、

行動できる。

④

自らのキャリアをデザインし，自己主導

型学習（自身の疑問や知識・技能不足を

認識し、自ら必要な学習）により、常に

自己の向上を図ることができる。

３．人間関係の理解とコミュニケーション

自己を内省する力を養うとともに、他者とのコミュニケーションを通して、他者を理解し、

互いの立場を尊重したよりよい人間関係を築くことができる。

１）

看護を必要

とする人々

とのコミュ

ニケーショ

ン

①
人々の生命、健康、生活について幅広い関

心を持ち、深く洞察することができる。

△

修得の機会

があるが、

単位認定に

関係ない。

②
人々の社会的背景を理解して尊重するこ

とができる。

③

看護専門職者としてふさわしいコミュニ

ケーションスキルを身につけ、実践でき

る。

④
望ましい健康行動がとれるよう人々の意

思決定を支援することができる。

２）

チームでの

コミュニケ

ーション

①
人々の健康を支えるチームの一員に看護

の立場から参加し、他職種と協働できる。

－

修得の機会

がない

②

チーム医療におけるリーダーシップの意

義と看護専門職者が果たす役割について

理解することができる。

③

チームメンバーに対して、尊敬、共感、信

頼、誠実さを示し、看護専門職者としての

責任を果たす重要性を理解することがで

きる。
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④

人々に必要な看護が継続されるよう、医療

チームメンバーに適切に情報を提供する

重要性を理解することができる。

4．知識とその応用

看護専門職者の基盤となる知識を修得し、科学的根拠に基づき、看護の実践に応用できる。

以下の科目の知識を修得し、学習内容を

説明できる。（学部コースツリー参照）

１）

豊かな感性

と倫理観を

もつ看護専

門職者

① 感性を高める科目

●

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある。

② 倫理性を高める科目

③ 論理的思考能力を高める科目

④ 表現力を培う科目

２）

創造性豊か

な看護専門

職者

① 社会の理解を深める科目

－
修得の機会

がない

② 人間の理解を深める科目

③ 人間の身体機能と病態を理解する科目

④ 看護の基本となる科目

⑤ 看護実践の基盤となる科目

３）

ニーズに対

応する実践

能力を備え

た看護専門

職者

① 看護実践の応用となる科目

－
修得の機会

がない
② 看護の実践

③ 看護を統合する科目

5．看護の実践

人々が生活するあらゆる場において、あらゆる健康レベルの人々のニーズに基づいた看護

を実践することができる。
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１）

人々のニー

ズに基づい

た看護の実

践

①

人々の健康レベルを、成長発達や日常生活

を取り巻く環境の観点で捉えることがで

きる。

－
修得の機会

がない

②

人々が活用できる地域の社会資源、保健・

医療・福祉制度や関係機関の機能と連携に

ついて説明できる。

③

人々の健康に関するニーズを明らかにす

るために、必要な情報を収集し、アセスメ

ントすることができる。

④
健康問題に応じた、根拠に基づく看護を計

画することができる。

⑤
安全で効果的なケアを探求し、あらゆる健

康段階に応じた看護を実践できる。

⑥

看護の対象となる人々、保健医療福祉等の

専門職と協働して、人々がその健康問題を

解決することを支援することができる。

⑦
看護実践を評価し、計画の修正を図ること

ができる。

⑧

地域の人々の健康問題の解決のために、既

存の社会資源の改善や新たな社会資源の

開発、フォーマル・インフォーマルなサー

ビスのネットワーク化、システム化の重要

性を説明できる。

6．地域社会への貢献

（１）地域の特性を理解し、人々が住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、看護

専門職者としての役割を果たすことができる。

（２）福島での大規模複合災害から、災害時に必要となる種々の連携について学び、説明で

きる。

１）

地域の人々

の生命と暮

らしを守る

①

地域の特性やそこで暮らす人々の生活状

況を理解し、人々が抱える健康問題と関連

する要因や生活背景について説明できる。
－

修得の機会

がない

②

人々とともに、安心して生活できる地域づ

くりを考え、そのために協働する看護専門

職者の役割について説明できる。
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２）
福島の災害

から学ぶ

①

福島でおこった大規模複合災害を学び、必

要な医療・福祉・保健・行政をはじめとす

る各種連携の実際を理解し、説明できる。

－
修得の機会

がない

②
放射線災害の実際を知り、放射線を科学的

に学び、適切に説明できる。

③

放射線（および災害）に対する地域住民の

不安が理解でき、社会・地域住民とのリス

クコミュニケーションについて説明でき

る。

7．看護学発展への貢献

看護学領域での研究の意義や、科学的・論理的思考に基づいて看護学上の課題を解決する

ことの重要性を理解できる。

１） 科学的・論理的思考

①
看護実践を通して、看護学上の

課題を考えることができる。

－
修得の機会

がない
②

科学的思考に基づいて看護学

上の課題を解決することの重

要性を説明できる。

テキスト：指定しない。

参考書：開講時に提示する。

成績評価方法：授業への参加度と期末レポートにより評価する。

その他（メッセージ等）：各回のテーマは、1 つの正解が出るものではない。柔軟な思考や

発想と積極的な参加を期待する。

授業内容(学習項目) 

回数 項目 内容（キーワード等）

第１回 生命倫理とは 生命倫理誕生の背景、学習の意義

第２回 生命倫理の課題(1) 生命倫理の視点からの医療の構造

第３回 生命倫理の課題(2) いのちの始まりに関する生命倫理、生殖技術・人工妊

娠中絶等

第４回 生命倫理の課題(3) 治療の選択、死の定義等

第５回 倫理に関する基本理念 倫理原則、正義について、自己決定に関する議論

第６回 生命倫理における看護

の責任

看護における倫理的機能、倫理的場面における看護師

の役割

第７回 ディベート

第８回 まとめ
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区分名：看護実践の応用となる科目

科目名（英語名称含む）：助産学Ⅰ Midwifery Ⅰ

教員名：太田 操、渡邉一代、紺野 愛

開講年次：3年次，学 期：2018 年度 後期 ，必修／選択：選択  

授業形態：講義、演習 ，単位数：単位 2.0，時間数：30 時間

概要：

助産の基本理念を理解し、助産学の展開について考える。具体的には、助産過程、助産診

断、母子保健の動向および関係法規を学習し、助産師の役割と責任について考える。

学習目標：

１）助産の基本理念を理解し、助産学の展開について考える。

２）助産過程及び助産診断の目的を理解し、その意義を学ぶ。

３）助産及び母子保健の変遷を理解する。

４）助産師の役割と責任を理解する。

５）助産及び助産師のあり方を考察する。

学習アウトカムと科目達成レベル表

学習アウトカム 科目達成レベル

１．プロフェッショナル

看護専門職者をめざす者として、それにふさわしい基本的な態度・姿勢の必要性を理解し、

行動できる。

１） 看護倫理

①
生命倫理と看護の倫理の原則を理解し、そ

れに基づき、考え、行動できる。

◎

看護実践の場

で看護職者と

しての態度、

習慣、価値感

を示せること

が単位認定の

要件である

②

生命の尊厳や人権について理解し、人々の

意思決定を支え、擁護に向けた行動をとる

ことができる。

２)

習慣・服

装・品位/

礼儀

①
状況に適合した、服装、衛生観念、言葉遣

い、態度をとることができる。

◎   〃②
時間を厳守し、何事においても真摯に対応

し、積極性や誠実性を示すことができる。

③
自らの誤り、不適切な行為を認識し、正す

ことができる。
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３） 対人関係 ①
他者に自分の価値観を押しつけず、常に敬

意を払って接することができる。
◎    〃

４）
法令等の規

範遵守

①
個人情報の取扱いに注意し、守秘義務を守

り、人々のプライバシーを尊重できる。
◎    〃

②
各種法令、大学等関連諸機関の規定を遵守

することができる。

２．生涯学習

看護専門職者として優れた洞察力と応用力を兼ね備え、看護学及び関連の広い分野の科学

的情報を収集・評価し、論理的思考の継続的改善を行うことができる。

１）
自己啓発と

自己鍛錬

①
看護学・医療の発展、人類の福祉に貢献

することの重要性を理解できる。

◎

実践できる

ことが単位

認定の要件

である

②
看護学に関する情報を、目的に合わせて

効率的に入手することができる。

③

独立自尊の気風を養い、自己管理・自己

評価を行い、自身で責任を持って考え、

行動できる。

④

自らのキャリアをデザインし，自己主導

型学習（自身の疑問や知識・技能不足を

認識し、自ら必要な学習）により、常に

自己の向上を図ることができる。

３．人間関係の理解とコミュニケーション

自己を内省する力を養うとともに、他者とのコミュニケーションを通して、他者を理解し、

互いの立場を尊重したよりよい人間関係を築くことができる。

１）

看護を必要

とする人々

とのコミュ

ニケーショ

ン

①
人々の生命、健康、生活について幅広い関

心を持ち、深く洞察することができる。

○

基礎とな

る態度、ス

キルを示せ

ることが単

位認定の要

件である

②
人々の社会的背景を理解して尊重するこ

とができる。

③

看護専門職者としてふさわしいコミュニ

ケーションスキルを身につけ、実践でき

る。

④
望ましい健康行動がとれるよう人々の意

思決定を支援することができる。

２） ①
人々の健康を支えるチームの一員に看護

の立場から参加し、他職種と協働できる。

△ 修得の機会

があるが、
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チームでの

コミュニケ

ーション

②

チーム医療におけるリーダーシップの意

義と看護専門職者が果たす役割について

理解することができる。

単位認定に

関係ない

③

チームメンバーに対して、尊敬、共感、信

頼、誠実さを示し、看護専門職者としての

責任を果たす重要性を理解することがで

きる。

④

人々に必要な看護が継続されるよう、医療

チームメンバーに適切に情報を提供する

重要性を理解することができる。

4．知識とその応用

看護専門職者の基盤となる知識を修得し、科学的根拠に基づき、看護の実践に応用できる。

以下の科目の知識を修得し、学習内容を

説明できる。（学部コースツリー参照）

１）

豊かな感性

と倫理観を

もつ看護専

門職者

① 感性を高める科目

○

模擬的な

場に知識を

応用できる

ことが単位

認定の要件

である

② 倫理性を高める科目

③ 論理的思考能力を高める科目

④ 表現力を培う科目

２）

創造性豊か

な看護専門

職者

① 社会の理解を深める科目

○

模擬的な場

に知識を応

用できるこ

とが単位認

定の要件で

ある

② 人間の理解を深める科目

③ 人間の身体機能と病態を理解する科目

④ 看護の基本となる科目

⑤ 看護実践の基盤となる科目

３）
ニーズに対

応する実践
① 看護実践の応用となる科目 ○

模擬的な場

に知識を応
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能力を備え

た看護専門

職者

② 看護の実践
用できるこ

とが単位認

定の要件で

ある
③ 看護を統合する科目

5．看護の実践

人々が生活するあらゆる場において、あらゆる健康レベルの人々のニーズに基づいた看護

を実践することができる。

１）

人々のニー

ズに基づい

た看護の実

践

①

人々の健康レベルを、成長発達や日常生活

を取り巻く環境の観点で捉えることがで

きる。

○

模擬的な場

に知識を応

用できるこ

とが単位認

定の要件で

ある

②

人々が活用できる地域の社会資源、保健・

医療・福祉制度や関係機関の機能と連携に

ついて説明できる。

③

人々の健康に関するニーズを明らかにす

るために、必要な情報を収集し、アセスメ

ントすることができる。

④
健康問題に応じた、根拠に基づく看護を計

画することができる。

⑤
安全で効果的なケアを探求し、あらゆる健

康段階に応じた看護を実践できる。

⑥

看護の対象となる人々、保健医療福祉等の

専門職と協働して、人々がその健康問題を

解決することを支援することができる。

⑦
看護実践を評価し、計画の修正を図ること

ができる。

⑧

地域の人々の健康問題の解決のために、既

存の社会資源の改善や新たな社会資源の

開発、フォーマル・インフォーマルなサー

ビスのネットワーク化、システム化の重要

性を説明できる。

6．地域社会への貢献

（１）地域の特性を理解し、人々が住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、看護

専門職者としての役割を果たすことができる。
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（２）福島での大規模複合災害から、災害時に必要となる種々の連携について学び、説明で

きる。

１）

地域の人々

の生命と暮

らしを守る

①

地域の特性やそこで暮らす人々の生活状

況を理解し、人々が抱える健康問題と関連

する要因や生活背景について説明できる。
●

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある

②

人々とともに、安心して生活できる地域づ

くりを考え、そのために協働する看護専門

職者の役割について説明できる。

２）
福島の災害

から学ぶ

①

福島でおこった大規模複合災害を学び、必

要な医療・福祉・保健・行政をはじめとす

る各種連携の実際を理解し、説明できる。

－
修得の機

会がない

②
放射線災害の実際を知り、放射線を科学的

に学び、適切に説明できる。

③

放射線（および災害）に対する地域住民の

不安が理解でき、社会・地域住民とのリス

クコミュニケーションについて説明でき

る。

7．看護学発展への貢献

看護学領域での研究の意義や、科学的・論理的思考に基づいて看護学上の課題を解決する

ことの重要性を理解できる。

１） 科学的・論理的思考

①
看護実践を通して、看護学上の

課題を考えることができる。

△

修得の機

会があるが

単位認定に

関係ない
②

科学的思考に基づいて看護学

上の課題を解決することの重

要性を説明できる。

テキスト：

我部山キヨ子他編：助産学講座 1 基礎助産学[1]助産学概論 第 5 版 医学書院

堀内成子編：助産学講座 5 助産診断・技術学Ⅰ 第 5 版 医学書院

横 尾 京 子 編 ： 助 産 学 講 座 6 助 産 診 断 ・ 技 術 学 Ⅱ [1] 妊 娠 期 第 5 版

医 学 書 院    

参考書：

成績評価方法：課題発表とレポート

その他（メッセージ等）： 助産とは？ 助産学とは？ 助産師とはどんな仕事をする人で、どんな役

割があるのでしょうか？ ここでは助産師の基本から学習します。



103

授業内容(学習項目) 

回数 項目 内容（キーワード等）

第１回 助産の概念 助産とは、助産の対象

第２回 助産師の専門職性と業務 助産師とは、助産師業務、助産師の倫理綱領

第３回 助産過程と助産診断(1) 助産過程、助産診断と診断類型

第４回 助産過程と助産診断(2) 妊娠期・胎児期の助産過程

第５回 助産過程と助産診断(3) 分娩期の助産過程

第６回 助産過程と助産診断(4) 産褥期・新生児期の助産過程

第７回 助産過程と助産診断(5) 女性のライフサイクルにおける助産過程

第８回 助産学の展開と助産研究 助産学の意義、助産実践と研究、助産学研究の課題

第 9 回 日本における助産の変遷 課題発表

第 10 回 諸外国における助産の変遷 課題発表

第 11 回 日本における助産教育 課題発表

第 12 回 諸外国における助産教育 課題発表

第 13 回 母子保健の動向と関係法規

(1)

課題発表

第 14 回 母子保健の動向と関係法規

(2)

課題発表

第 15 回 まとめ
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区分名：看護実践の応用となる科目

科目名（英語名称含む）：助産学Ⅲ  MidwiferyⅢ

教員名：渡邉一代、鈴木妙子、非常勤講師

開講年次：３年次，４年次 学 期：2018 年度 前期 ，必修／選択：選択  

授業形態：講義、演習 ，単位数：2.0 単位 ，時間数：60 時間

概要：

分娩を終了した女性および新生児の健康を診断し必要なケアを提供するとともに、母親と

新生児を含む家族が新しい役割取得ができるよう援助するために、診断およびケア技術を

学習する

学習目標：

１．産褥期のケア

１）産褥期の身体的、心理的、社会的特徴を理解する。

２）産褥ケアに求められる実践能力を理解する。

３）産褥期の助産診断の視点を理解する。

４）産褥期の診断に必要な情報と診査方法を理解する。

５）褥婦と家族への支援を考える。

６）産褥期の助産診断を展開する。

２．新生児のケア

１）新生児期の助産診断を理解する。

２）新生児期の助産診断における助産師の役割を理解する。

３）新生児期の生理的適応過程のアセスメントの視点とケアを理解する。

４）新生児期の助産過程を展開する。

３．産褥期の異常

１）産褥期に起こりうる異常の病態、診断、治療について理解する。

４．ライフサイクル

１）ライフサイクル各期における女性の身体的、心理的、社会的特徴を理解する。

２）ライフサイクル各期における助産診断の視点と助産師の役割を理解する。

３）リプロダクティブ・ヘルス／ライツを基本とした援助の方法が考えられる。

学習アウトカムと科目達成レベル表

学習アウトカム 科目達成レベル

１．プロフェッショナル
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看護専門職者をめざす者として、それにふさわしい基本的な態度・姿勢の必要性を理解し、

行動できる。

１） 看護倫理

①
生命倫理と看護の倫理の原則を理解し、そ

れに基づき、考え、行動できる。

◎

看護実践の場

で看護職者と

しての態度、

習慣、価値感

を示せること

が単位認定の

要件である

②

生命の尊厳や人権について理解し、人々の

意思決定を支え、擁護に向けた行動をとる

ことができる。

２)

習慣・服

装・品位/

礼儀

①
状況に適合した、服装、衛生観念、言葉遣

い、態度をとることができる。

◎   〃②
時間を厳守し、何事においても真摯に対応

し、積極性や誠実性を示すことができる。

③
自らの誤り、不適切な行為を認識し、正す

ことができる。

３） 対人関係 ①
他者に自分の価値観を押しつけず、常に敬

意を払って接することができる。
◎   〃

４）
法令等の規

範遵守

①
個人情報の取扱いに注意し、守秘義務を守

り、人々のプライバシーを尊重できる。
◎   〃

②
各種法令、大学等関連諸機関の規定を遵守

することができる。

２．生涯学習

看護専門職者として優れた洞察力と応用力を兼ね備え、看護学及び関連の広い分野の科学

的情報を収集・評価し、論理的思考の継続的改善を行うことができる。

１）
自己啓発と

自己鍛錬

①
看護学・医療の発展、人類の福祉に貢献

することの重要性を理解できる。

◎

実践できる

ことが単位

認定の要件

である

②
看護学に関する情報を、目的に合わせて

効率的に入手することができる。

③

独立自尊の気風を養い、自己管理・自己

評価を行い、自身で責任を持って考え、

行動できる。

④

自らのキャリアをデザインし，自己主導

型学習（自身の疑問や知識・技能不足を

認識し、自ら必要な学習）により、常に

自己の向上を図ることができる。
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３．人間関係の理解とコミュニケーション

自己を内省する力を養うとともに、他者とのコミュニケーションを通して、他者を理解し、

互いの立場を尊重したよりよい人間関係を築くことができる。

１）

看護を必要

とする人々

とのコミュ

ニケーショ

ン

①
人々の生命、健康、生活について幅広い関

心を持ち、深く洞察することができる。

○

基礎とな

る態度、ス

キルを示せ

ることが単

位認定の要

件である

②
人々の社会的背景を理解して尊重するこ

とができる。

③

看護専門職者としてふさわしいコミュニ

ケーションスキルを身につけ、実践でき

る。

④
望ましい健康行動がとれるよう人々の意

思決定を支援することができる。

２）

チームでの

コミュニケ

ーション

①
人々の健康を支えるチームの一員に看護

の立場から参加し、他職種と協働できる。

△

修得の機会

があるが、

単位認定に

関係ない

②

チーム医療におけるリーダーシップの意

義と看護専門職者が果たす役割について

理解することができる。

③

チームメンバーに対して、尊敬、共感、信

頼、誠実さを示し、看護専門職者としての

責任を果たす重要性を理解することがで

きる。

④

人々に必要な看護が継続されるよう、医療

チームメンバーに適切に情報を提供する

重要性を理解することができる。

4．知識とその応用

看護専門職者の基盤となる知識を修得し、科学的根拠に基づき、看護の実践に応用できる。

以下の科目の知識を修得し、学習内容を

説明できる。（学部コースツリー参照）

１）

豊かな感性

と倫理観を

もつ看護専

門職者

① 感性を高める科目

○

模擬的な

場に知識を

応用できる

ことが単位

認定の要件

である

② 倫理性を高める科目

③ 論理的思考能力を高める科目
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④ 表現力を培う科目

２）

創造性豊か

な看護専門

職者

① 社会の理解を深める科目

○

模擬的な場

に知識を応

用できるこ

とが単位認

定の要件で

ある

② 人間の理解を深める科目

③ 人間の身体機能と病態を理解する科目

④ 看護の基本となる科目

⑤ 看護実践の基盤となる科目

３）

ニーズに対

応する実践

能力を備え

た看護専門

職者

① 看護実践の応用となる科目

○

模擬的な場

に知識を応

用できるこ

とが単位認

定の要件で

ある

② 看護の実践

③ 看護を統合する科目

5．看護の実践

人々が生活するあらゆる場において、あらゆる健康レベルの人々のニーズに基づいた看護

を実践することができる。

１）

人々のニー

ズに基づい

た看護の実

践

①

人々の健康レベルを、成長発達や日常生活

を取り巻く環境の観点で捉えることがで

きる。

○

模擬的な場

に知識を応

用できるこ

とが単位認

定の要件で

ある

②

人々が活用できる地域の社会資源、保健・

医療・福祉制度や関係機関の機能と連携に

ついて説明できる。

③

人々の健康に関するニーズを明らかにす

るために、必要な情報を収集し、アセスメ

ントすることができる。

④
健康問題に応じた、根拠に基づく看護を計

画することができる。

⑤
安全で効果的なケアを探求し、あらゆる健

康段階に応じた看護を実践できる。
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⑥

看護の対象となる人々、保健医療福祉等の

専門職と協働して、人々がその健康問題を

解決することを支援することができる。

⑦
看護実践を評価し、計画の修正を図ること

ができる。

⑧

地域の人々の健康問題の解決のために、既

存の社会資源の改善や新たな社会資源の

開発、フォーマル・インフォーマルなサー

ビスのネットワーク化、システム化の重要

性を説明できる。

6．地域社会への貢献

（１）地域の特性を理解し、人々が住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、看護

専門職者としての役割を果たすことができる。

（２）福島での大規模複合災害から、災害時に必要となる種々の連携について学び、説明で

きる。

１）

地域の人々

の生命と暮

らしを守る

①

地域の特性やそこで暮らす人々の生活状

況を理解し、人々が抱える健康問題と関連

する要因や生活背景について説明できる。
－

修得の機会

がない

②

人々とともに、安心して生活できる地域づ

くりを考え、そのために協働する看護専門

職者の役割について説明できる。

２）
福島の災害

から学ぶ

①

福島でおこった大規模複合災害を学び、必

要な医療・福祉・保健・行政をはじめとす

る各種連携の実際を理解し、説明できる。

－
修得の機

会がない

②
放射線災害の実際を知り、放射線を科学的

に学び、適切に説明できる。

③

放射線（および災害）に対する地域住民の

不安が理解でき、社会・地域住民とのリス

クコミュニケーションについて説明でき

る。

7．看護学発展への貢献

看護学領域での研究の意義や、科学的・論理的思考に基づいて看護学上の課題を解決する

ことの重要性を理解できる。
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１） 科学的・論理的思考

①
看護実践を通して、看護学上の

課題を考えることができる。

△

修得の機

会があるが

単位認定に

関係ない
②

科学的思考に基づいて看護学

上の課題を解決することの重

要性を説明できる。

テキスト：

吉沢豊予子編：助産師基礎教育テキスト第 2 巻 2017 年版 日本看護協会出版会

森恵美編：助産師基礎教育テキスト第 4 巻 2017 年版 日本看護協会出版会

町浦美智子編：助産師基礎教育テキスト第 5 巻 2017 年版 日本看護協会出版会

横尾京子編：助産師基礎教育テキスト第 6 巻 2017 年版 日本看護協会出版会遠藤俊子

編：助産師基礎教育テキスト第 7 巻 2017 年版 日本看護協会出版会

堀内成子編：助産学講座 5 助産診断・技術学Ⅰ 第 5 版 医学書院

横 尾 京 子 編 ： 助 産 学 講 座 6 助 産 診 断 ・ 技 術 学 Ⅱ [1] 妊 娠 期 第 5

版 医 学 書 院

我部山キヨ子他編：助産学講座 7 助産診断・技術学Ⅱ[2]分娩期・産褥期 第 5 版 医学書院

横尾京子編：助産学講座 8 助産診断・技術学Ⅱ[3]新生児期・乳幼児期 第 5 版 医学書院

成績評価方法：課題提出・発表、演習、筆記試験

授業内容(学習項目) 

１．産褥期のケア（16 コマ、32 時間）

回数 項目 内容（キーワード等）

第 1～2 回 産褥期のケア 産褥期の経過

第 3～6 回 産褥期のケア 産褥期の助産診断とケア

第 7～8 回 産褥期のケア 産褥期の助産過程の事例展開

第 9～10 回 産褥期のケア 産後一ヶ月までの家庭訪問

第 11～12 回 産褥期のケア 乳房ケア

第 13～16 回 産褥期のケア 家族計画に関する支援

２．新生児ケア（7コマ、14時間）

回数 項目 内容（キーワード等）

第 1～2 回 新生児期のケア 新生児の特徴

第 3～5 回 新生児期のケア 新生児期の助産診断とケア

第 6～7 回 新生児期のケア 新生児期の助産過程の事例展開
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３．産褥期の異常（3 コマ、6時間）

回数 項目 内容（キーワード等）

第 1～3 回 産褥期の異常 産褥期の異常

４．ライフサイクル

回数 項目 内容（キーワード等）

第 1～4 回 女性のライフサイ

クル  

思春期にある人の助産診断とケア

成熟期にある人の助産診断とケア

更年期にある人の助産診断とケア

健康問題を抱えた人の助産診断とケア  
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区分名：看護の実践

科目名（英語名称含む）：母性看護学実習 （Maternity Nursing：Practicum）

教員名：太田操、渡邉一代、鈴木妙子、森美由紀、渡邉まどか、紺野愛、亀岡康子

開講年次：３年次，学 期：2018 年度 後期 ，必修／選択：必修  

授業形態：講義演習実習 ，単位数：2.0 単位 ，時間数：90時間

概要：

母性看護の理念をふまえ、マタニティサイクル（妊娠・分娩・産褥・新生児の各期）にある

女性とその家族に対するケアが実践できるための基礎的能力を養う。

学習目標：

（１）妊娠・分娩・産褥期及び胎児・新生児期の経過を関連づけて理解する。

（２）対象への関わりを通して対象が体験していることを理解する。

（３）対象の主体性を尊重したケアを実践する。

（４）家族メンバーの誕生がもつ意義を理解する。

（５）母子や家族をとりまく環境を理解する。

（６）対象の多様な価値観を理解する。

（７）必要なサポートシステムについて考える。

（８）母子ケアを行う際の倫理的課題について考える。

（９）母子保健チームにおける看護者の役割を理解する。

学習アウトカムと科目達成レベル表

学習アウトカム 科目達成レベル

１．プロフェッショナル

看護専門職者をめざす者として、それにふさわしい基本的な態度・姿勢の必要性を理解し、

行動できる。

１） 看護倫理

①
生命倫理と看護の倫理の原則を理解し、そ

れに基づき、考え、行動できる。

◎

看護実践の場

で看護職者と

しての態度、

習慣、価値感

を示せること

が単位認定の

要件である

②

生命の尊厳や人権について理解し、人々の

意思決定を支え、擁護に向けた行動をとる

ことができる。

２) ①
状況に適合した、服装、衛生観念、言葉遣

い、態度をとることができる。
◎   〃
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習慣・服

装・品位/

礼儀

②
時間を厳守し、何事においても真摯に対応

し、積極性や誠実性を示すことができる。

③
自らの誤り、不適切な行為を認識し、正す

ことができる。

３） 対人関係 ①
他者に自分の価値観を押しつけず、常に敬

意を払って接することができる。
◎    〃

４）
法令等の規

範遵守

①
個人情報の取扱いに注意し、守秘義務を守

り、人々のプライバシーを尊重できる。
◎    〃

②
各種法令、大学等関連諸機関の規定を遵守

することができる。

２．生涯学習

看護専門職者として優れた洞察力と応用力を兼ね備え、看護学及び関連の広い分野の科学

的情報を収集・評価し、論理的思考の継続的改善を行うことができる。

１）
自己啓発と

自己鍛錬

①
看護学・医療の発展、人類の福祉に貢献

することの重要性を理解できる。

●

実践できる

ことが単位

認定の要件

である

②
看護学に関する情報を、目的に合わせて

効率的に入手することができる。

③

独立自尊の気風を養い、自己管理・自己

評価を行い、自身で責任を持って考え、

行動できる。

④

自らのキャリアをデザインし，自己主導

型学習（自身の疑問や知識・技能不足を

認識し、自ら必要な学習）により、常に

自己の向上を図ることができる。

３．人間関係の理解とコミュニケーション

自己を内省する力を養うとともに、他者とのコミュニケーションを通して、他者を理解し、

互いの立場を尊重したよりよい人間関係を築くことができる。

１）

看護を必要

とする人々

とのコミュ

ニケーショ

ン

①
人々の生命、健康、生活について幅広い関

心を持ち、深く洞察することができる。

○

基礎とな

る態度、ス

キルを示せ

ることが単

位認定の要

件である

②
人々の社会的背景を理解して尊重するこ

とができる。

③

看護専門職者としてふさわしいコミュニ

ケーションスキルを身につけ、実践でき

る。
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④
望ましい健康行動がとれるよう人々の意

思決定を支援することができる。

２）

チームでの

コミュニケ

ーション

①
人々の健康を支えるチームの一員に看護

の立場から参加し、他職種と協働できる。

△

修得の機会

があるが、

単位認定に

関係ない

②

チーム医療におけるリーダーシップの意

義と看護専門職者が果たす役割について

理解することができる。

③

チームメンバーに対して、尊敬、共感、信

頼、誠実さを示し、看護専門職者としての

責任を果たす重要性を理解することがで

きる。

④

人々に必要な看護が継続されるよう、医療

チームメンバーに適切に情報を提供する

重要性を理解することができる。

4．知識とその応用

看護専門職者の基盤となる知識を修得し、科学的根拠に基づき、看護の実践に応用できる。

以下の科目の知識を修得し、学習内容を

説明できる。（学部コースツリー参照）

１）

豊かな感性

と倫理観を

もつ看護専

門職者

① 感性を高める科目

○

模擬的な

場に知識を

応用できる

ことが単位

認定の要件

である

② 倫理性を高める科目

③ 論理的思考能力を高める科目

④ 表現力を培う科目

２）

創造性豊か

な看護専門

職者

① 社会の理解を深める科目

○

模擬的な場

に知識を応

用できるこ

とが単位認

定の要件で

ある

② 人間の理解を深める科目

③ 人間の身体機能と病態を理解する科目

④ 看護の基本となる科目
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⑤ 看護実践の基盤となる科目

３）

ニーズに対

応する実践

能力を備え

た看護専門

職者

① 看護実践の応用となる科目

○

模擬的な場

に知識を応

用できるこ

とが単位認

定の要件で

ある

② 看護の実践

③ 看護を統合する科目

5．看護の実践

人々が生活するあらゆる場において、あらゆる健康レベルの人々のニーズに基づいた看護

を実践することができる。

１）

人々のニー

ズに基づい

た看護の実

践

①

人々の健康レベルを、成長発達や日常生活

を取り巻く環境の観点で捉えることがで

きる。

◎

看護の一部

として実践

できること

が単位認定

の要件であ

る

②

人々が活用できる地域の社会資源、保健・

医療・福祉制度や関係機関の機能と連携に

ついて説明できる。

③

人々の健康に関するニーズを明らかにす

るために、必要な情報を収集し、アセスメ

ントすることができる。

④
健康問題に応じた、根拠に基づく看護を計

画することができる。

⑤
安全で効果的なケアを探求し、あらゆる健

康段階に応じた看護を実践できる。

⑥

看護の対象となる人々、保健医療福祉等の

専門職と協働して、人々がその健康問題を

解決することを支援することができる。

⑦
看護実践を評価し、計画の修正を図ること

ができる。

⑧

地域の人々の健康問題の解決のために、既

存の社会資源の改善や新たな社会資源の

開発、フォーマル・インフォーマルなサー

ビスのネットワーク化、システム化の重要

性を説明できる。
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6．地域社会への貢献

（１）地域の特性を理解し、人々が住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、看護

専門職者としての役割を果たすことができる。

（２）福島での大規模複合災害から、災害時に必要となる種々の連携について学び、説明で

きる。

１）

地域の人々

の生命と暮

らしを守る

①

地域の特性やそこで暮らす人々の生活状

況を理解し、人々が抱える健康問題と関連

する要因や生活背景について説明できる。
△

修得の機会

があるが単

位認定に関

係ない②

人々とともに、安心して生活できる地域づ

くりを考え、そのために協働する看護専門

職者の役割について説明できる。

２）
福島の災害

から学ぶ

①

福島でおこった大規模複合災害を学び、必

要な医療・福祉・保健・行政をはじめとす

る各種連携の実際を理解し、説明できる。

－
修得の機

会がない

②
放射線災害の実際を知り、放射線を科学的

に学び、適切に説明できる。

③

放射線（および災害）に対する地域住民の

不安が理解でき、社会・地域住民とのリス

クコミュニケーションについて説明でき

る。

7．看護学発展への貢献

看護学領域での研究の意義や、科学的・論理的思考に基づいて看護学上の課題を解決する

ことの重要性を理解できる。

１） 科学的・論理的思考

①
看護実践を通して、看護学上の

課題を考えることができる。

○

理解と計画

立案が単位

認定の要件

である
②

科学的思考に基づいて看護学

上の課題を解決することの重

要性を説明できる。

テキスト：母性看護学実習要項、配布資料     

参考書：

成績評価方法：実習評価表に基づき評価

その他（メッセージ等）：

実習中の援助を通して、学内の講義や演習等では得られない創造的な発見や多くの感動

を体験し、生命の誕生に立会い家族の新しい一員を迎えるプロセスに関わることは、一人の
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人間としても貴重な体験になる。この体験が自己の母性・父性の性徴につながることも期待

する。

授業内容(学習項目) 

臨地実習：県内３施設において実習をする。（10 月～2019 年 1月）

（１）産褥早期の母子を受け持ち母子のケアを実践する。

（２）出生直後の児のケアを見学実習する。

（３）妊婦健診の関わりを通して妊娠期のケアを見学実習する。

（４）母親学級や小集団指導などの保健指導を見学実習する。

（５）機会があれば分娩期のケアを見学実習する。

（６）機会があれば退院後の産褥期・新生児期の健康診査及を見学実習する。
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区分名：看護の実践

科目名（英語名称含む）：健康障害をもつ子どもの看護学実習（Child Health Nursing 

Practice）

教員名：和田久美子，古溝陽子，鈴木学爾，古澤香織，その他  

開講年次：３年次，学 期：2018 年度 後期 ，必修／選択：必修  

授業形態：実習 ，単位数：２単位 ，時間数：90時間

概要：健康障害を持つ子どもとその家族のアセスメントの実際について学習するととも

に、それに基づいてケアの計画を立案し、子どもとその家族に対して必要な看護援助を行

う。

後日、詳細を提示する。

学習目標：

１．対象とする子どもや家族に対し、看護者としての積極的な関心をよせながら、対象者と

の相互作用を通して、対象を深く理解する。

２．看護の一連のプロセスを踏む中で、子どもとその家族に対して援助を行う。

３．健康障害をもつ子どもとその家族の現状を理解し、小児看護の役割を考える。

４．看護専門職者としての、自己のあり方を考える。

学習アウトカムと科目達成レベル表

学習アウトカム 科目達成レベル

１．プロフェッショナル

看護専門職者をめざす者として、それにふさわしい基本的な態度・姿勢の必要性を理解し、

行動できる。

１） 看護倫理

①
生命倫理と看護の倫理の原則を理解し、そ

れに基づき、考え、行動できる。

◎

看護実践の場

で看護職とし

ての態度、習

慣、価値観を

示せることが

②

生命の尊厳や人権について理解し、人々の

意思決定を支え、擁護に向けた行動をとる

ことができる。
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単位認定の要

件である

２)

習慣・服

装・品位/

礼儀

①
状況に適合した、服装、衛生観念、言葉遣

い、態度をとることができる。

◎

看護実践の場

で看護職とし

ての態度、習

慣、価値観を

示せることが

単位認定の要

件である

②
時間を厳守し、何事においても真摯に対応

し、積極性や誠実性を示すことができる。

③
自らの誤り、不適切な行為を認識し、正す

ことができる。

３） 対人関係 ①
他者に自分の価値観を押しつけず、常に敬

意を払って接することができる。
◎

看護実践の場

で看護職とし

ての態度、習

慣、価値観を

示せることが

単位認定の要

件である

４）
法令等の規

範遵守

①
個人情報の取扱いに注意し、守秘義務を守

り、人々のプライバシーを尊重できる。

◎

看護実践の場

で看護職とし

ての態度、習

慣、価値観を

示せることが

単位認定の要

件である

②
各種法令、大学等関連諸機関の規定を遵守

することができる。

２．生涯学習

看護専門職者として優れた洞察力と応用力を兼ね備え、看護学及び関連の広い分野の科学

的情報を収集・評価し、論理的思考の継続的改善を行うことができる。

１）
自己啓発と

自己鍛錬

①
看護学・医療の発展、人類の福祉に貢献

することの重要性を理解できる。

◎

看護実践の

場で看護職

としての態

度、習慣、

価値観を示

せることが

②
看護学に関する情報を、目的に合わせて

効率的に入手することができる。

③

独立自尊の気風を養い、自己管理・自己

評価を行い、自身で責任を持って考え、

行動できる。
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④

自らのキャリアをデザインし，自己主導

型学習（自身の疑問や知識・技能不足を

認識し、自ら必要な学習）により、常に

自己の向上を図ることができる。

単位認定の

要件である

３．人間関係の理解とコミュニケーション

自己を内省する力を養うとともに、他者とのコミュニケーションを通して、他者を理解し、

互いの立場を尊重したよりよい人間関係を築くことができる。

１）

看護を必要

とする人々

とのコミュ

ニケーショ

ン

①
人々の生命、健康、生活について幅広い関

心を持ち、深く洞察することができる。

◎

看護実践の

場で看護職

としての態

度、習慣、価

値観を示せ

ることが単

位認定の要

件である

②
人々の社会的背景を理解して尊重するこ

とができる。

③

看護専門職者としてふさわしいコミュニ

ケーションスキルを身につけ、実践でき

る。

④
望ましい健康行動がとれるよう人々の意

思決定を支援することができる。

２）

チームでの

コミュニケ

ーション

①
人々の健康を支えるチームの一員に看護

の立場から参加し、他職種と協働できる。

◎

看護実践の

場で看護職

としての態

度、習慣、

価値観を示

せることが

単位認定の

要件である

②

チーム医療におけるリーダーシップの意

義と看護専門職者が果たす役割について

理解することができる。

③

チームメンバーに対して、尊敬、共感、信

頼、誠実さを示し、看護専門職者としての

責任を果たす重要性を理解することがで

きる。

④

人々に必要な看護が継続されるよう、医療

チームメンバーに適切に情報を提供する

重要性を理解することができる。

4．知識とその応用

看護専門職者の基盤となる知識を修得し、科学的根拠に基づき、看護の実践に応用できる。

以下の科目の知識を修得し、学習内容を

説明できる。（学部コースツリー参照）

１）
豊かな感性

と倫理観を
① 感性を高める科目 ◎

看護実践の

場で看護職
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もつ看護専

門職者
② 倫理性を高める科目

としての態

度、習慣、価

値観を示せ

ることが単

位認定の要

件である

③ 論理的思考能力を高める科目

④ 表現力を培う科目

２）

創造性豊か

な看護専門

職者

① 社会の理解を深める科目

◎

看護実践の

場で看護職

としての態

度、習慣、価

値観を示せ

ることが単

位認定の要

件である

② 人間の理解を深める科目

③ 人間の身体機能と病態を理解する科目

④ 看護の基本となる科目

⑤ 看護実践の基盤となる科目

３）

ニーズに対

応する実践

能力を備え

た看護専門

職者

① 看護実践の応用となる科目

◎

看護実践の

場で看護職

としての態

度、習慣、価

値観を示せ

ることが単

位認定の要

件である

② 看護の実践

③ 看護を統合する科目

5．看護の実践

人々が生活するあらゆる場において、あらゆる健康レベルの人々のニーズに基づいた看護

を実践することができる。

１）

人々のニー

ズに基づい

た看護の実

践

①

人々の健康レベルを、成長発達や日常生活

を取り巻く環境の観点で捉えることがで

きる。
◎

看護実践の

場で看護職

としての態

度、習慣、価

値観を示せ

ることが単

②

人々が活用できる地域の社会資源、保健・

医療・福祉制度や関係機関の機能と連携に

ついて説明できる。
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③

人々の健康に関するニーズを明らかにす

るために、必要な情報を収集し、アセスメ

ントすることができる。

位認定の要

件である

④
健康問題に応じた、根拠に基づく看護を計

画することができる。

⑤
安全で効果的なケアを探求し、あらゆる健

康段階に応じた看護を実践できる。

⑥

看護の対象となる人々、保健医療福祉等の

専門職と協働して、人々がその健康問題を

解決することを支援することができる。

⑦
看護実践を評価し、計画の修正を図ること

ができる。

⑧

地域の人々の健康問題の解決のために、既

存の社会資源の改善や新たな社会資源の

開発、フォーマル・インフォーマルなサー

ビスのネットワーク化、システム化の重要

性を説明できる。

6．地域社会への貢献

（１）地域の特性を理解し、人々が住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、看護

専門職者としての役割を果たすことができる。

（２）福島での大規模複合災害から、災害時に必要となる種々の連携について学び、説明で

きる。

１）

地域の人々

の生命と暮

らしを守る

①

地域の特性やそこで暮らす人々の生活状

況を理解し、人々が抱える健康問題と関連

する要因や生活背景について説明できる。

◎

看護実践の

場で看護職

としての態

度、習慣、価

値観を示せ

ることが単

位認定の要

件である

②

人々とともに、安心して生活できる地域づ

くりを考え、そのために協働する看護専門

職者の役割について説明できる。

２）
福島の災害

から学ぶ

①

福島でおこった大規模複合災害を学び、必

要な医療・福祉・保健・行政をはじめとす

る各種連携の実際を理解し、説明できる。 －
習得の機会

がない

②
放射線災害の実際を知り、放射線を科学的

に学び、適切に説明できる。
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③

放射線（および災害）に対する地域住民の

不安が理解でき、社会・地域住民とのリス

クコミュニケーションについて説明でき

る。

7．看護学発展への貢献

看護学領域での研究の意義や、科学的・論理的思考に基づいて看護学上の課題を解決する

ことの重要性を理解できる。

１） 科学的・論理的思考

①
看護実践を通して、看護学上の

課題を考えることができる。

◎

看護実践の

場で看護職

としての態

度、習慣、価

値観を示せ

ることが単

位認定の要

件である

②

科学的思考に基づいて看護学

上の課題を解決することの重

要性を説明できる。

テキスト：随時提示する。     

参考書：随時提示する。

成績評価方法：実習への参加態度、実習記録およびレポートを総合して評価する。

その他（メッセージ等）： 「成長発達に合わせた健康の維持・増進に関する看護Ⅰ・Ⅱ」、

「健康障害をもつ子どもの看護」など、小児のケアに関連する内容について復習して臨んで

下さい。
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区分名：看護の実践

科目名（英語名称含む）：精神の健康障害をもつ人への看護学実習（Nursing Practice for 

Psychiatric Patient）

教員名：

開講年次：３年次，学 期：2018 年度 後期 ，必修／選択：必修  

授業形態：実習 ，単位数：2 単位 ，時間数：180 時間

概要：精神の健康上の問題のために、生活を行う上で困難を抱えている人を対象に、セルフ

ケアの視点からその人を包括的に捉え、その人のもつ能力の維持と向上を目指した援助の

あり方を探求する。また、対象と関わるプロセスを通して自分自身を見つめながら、対象へ

の関心を持ち続け、関係を築くことを目指す。

学習目標：

１)精神の健康障害をもつ人（以下、対象とする）に、関心を向けながら場をともにし、関

わりがもてる。

２）対象との関わりを通して、自分の中に生じてくる感情や考えなどに目を向け、それを表

現する。

３）自分の関わりに対して、対象がどのように反応したのか、何故そのような反応をしたの

かを考える。

４）現在に至るまでのプロセスをふまえながら対象を理解する。

５）対象が抱えている健康上の問題について理解する。

６）対象が自らの健康上の問題をどのように受け止め、生活のどの部分に困難を感じている

のか、また、周囲からどのようなサポートを受けていると感じているのかを理解する。

７）対象のセルフケアについてアセスメントし、その維持と向上のために必要な援助を考え

る。

８）精神の健康障害をもつ人が地域で生活する上で必要となるサポートについて考える。

学習アウトカムと科目達成レベル表

学習アウトカム 科目達成レベル

１．プロフェッショナル

看護専門職者をめざす者として、それにふさわしい基本的な態度・姿勢の必要性を理解し、

行動できる。

１） 看護倫理 ①
生命倫理と看護の倫理の原則を理解し、そ

れに基づき、考え、行動できる。
◎

臨床の場で看

護師としての
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②

生命の尊厳や人権について理解し、人々の

意思決定を支え、擁護に向けた行動をとる

ことができる。

態度、習慣、

価値観を示せ

ることが単位

認定の要件で

ある

２)

習慣・服

装・品位/

礼儀

①
状況に適合した、服装、衛生観念、言葉遣

い、態度をとることができる。

◎   〃②
時間を厳守し、何事においても真摯に対応

し、積極性や誠実性を示すことができる。

③
自らの誤り、不適切な行為を認識し、正す

ことができる。

３） 対人関係 ①
他者に自分の価値観を押しつけず、常に敬

意を払って接することができる。
◎   〃

４）
法令等の規

範遵守

①
個人情報の取扱いに注意し、守秘義務を守

り、人々のプライバシーを尊重できる。
◎   〃

②
各種法令、大学等関連諸機関の規定を遵守

することができる。

２．生涯学習

看護専門職者として優れた洞察力と応用力を兼ね備え、看護学及び関連の広い分野の科学

的情報を収集・評価し、論理的思考の継続的改善を行うことができる。

１）
自己啓発と

自己鍛錬

①
看護学・医療の発展、人類の福祉に貢献

することの重要性を理解できる。

○

基盤となる

態度、習

慣、スキル

を示すこと

が単位認定

の要件であ

る

②
看護学に関する情報を、目的に合わせて

効率的に入手することができる。

③

独立自尊の気風を養い、自己管理・自己

評価を行い、自身で責任を持って考え、

行動できる。

④

自らのキャリアをデザインし，自己主導

型学習（自身の疑問や知識・技能不足を

認識し、自ら必要な学習）により、常に

自己の向上を図ることができる。

３．人間関係の理解とコミュニケーション

自己を内省する力を養うとともに、他者とのコミュニケーションを通して、他者を理解し、

互いの立場を尊重したよりよい人間関係を築くことができる。
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１）

看護を必要

とする人々

とのコミュ

ニケーショ

ン

①
人々の生命、健康、生活について幅広い関

心を持ち、深く洞察することができる。

○

基盤となり

態度、習慣、

スキルを示

すことが単

位認定の要

件である

②
人々の社会的背景を理解して尊重するこ

とができる。

③

看護専門職者としてふさわしいコミュニ

ケーションスキルを身につけ、実践でき

る。

④
望ましい健康行動がとれるよう人々の意

思決定を支援することができる。

２）

チームでの

コミュニケ

ーション

①
人々の健康を支えるチームの一員に看護

の立場から参加し、他職種と協働できる。

●

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある

②

チーム医療におけるリーダーシップの意

義と看護専門職者が果たす役割について

理解することができる。

③

チームメンバーに対して、尊敬、共感、信

頼、誠実さを示し、看護専門職者としての

責任を果たす重要性を理解することがで

きる。

④

人々に必要な看護が継続されるよう、医療

チームメンバーに適切に情報を提供する

重要性を理解することができる。

4．知識とその応用

看護専門職者の基盤となる知識を修得し、科学的根拠に基づき、看護の実践に応用できる。

以下の科目の知識を修得し、学習内容を

説明できる。（学部コースツリー参照）

１）

豊かな感性

と倫理観を

もつ看護専

門職者

① 感性を高める科目

－

② 倫理性を高める科目

③ 論理的思考能力を高める科目

④ 表現力を培う科目
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２）

創造性豊か

な看護専門

職者

① 社会の理解を深める科目

－

② 人間の理解を深める科目

③ 人間の身体機能と病態を理解する科目

④ 看護の基本となる科目

⑤ 看護実践の基盤となる科目

３）

ニーズに対

応する実践

能力を備え

た看護専門

職者

① 看護実践の応用となる科目

◎

実践の場で

問題解決に

知識を応用

できること

が単位認定

の要件であ

る

② 看護の実践

③ 看護を統合する科目

5．看護の実践

人々が生活するあらゆる場において、あらゆる健康レベルの人々のニーズに基づいた看護

を実践することができる。

１）

人々のニー

ズに基づい

た看護の実

践

①

人々の健康レベルを、成長発達や日常生活

を取り巻く環境の観点で捉えることがで

きる。

◎

看護の一部

として実践

できること

が単位認定

の要件であ

る

②

人々が活用できる地域の社会資源、保健・

医療・福祉制度や関係機関の機能と連携に

ついて説明できる。

③

人々の健康に関するニーズを明らかにす

るために、必要な情報を収集し、アセスメ

ントすることができる。

④
健康問題に応じた、根拠に基づく看護を計

画することができる。

⑤
安全で効果的なケアを探求し、あらゆる健

康段階に応じた看護を実践できる。
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⑥

看護の対象となる人々、保健医療福祉等の

専門職と協働して、人々がその健康問題を

解決することを支援することができる。

⑦
看護実践を評価し、計画の修正を図ること

ができる。

⑧

地域の人々の健康問題の解決のために、既

存の社会資源の改善や新たな社会資源の

開発、フォーマル・インフォーマルなサー

ビスのネットワーク化、システム化の重要

性を説明できる。

6．地域社会への貢献

（１）地域の特性を理解し、人々が住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、看護

専門職者としての役割を果たすことができる。

（２）福島での大規模複合災害から、災害時に必要となる種々の連携について学び、説明で

きる。

１）

地域の人々

の生命と暮

らしを守る

①

地域の特性やそこで暮らす人々の生活状

況を理解し、人々が抱える健康問題と関連

する要因や生活背景について説明できる。
○

理解と計画

立案が単位

認定の要件

である②

人々とともに、安心して生活できる地域づ

くりを考え、そのために協働する看護専門

職者の役割について説明できる。

２）
福島の災害

から学ぶ

①

福島でおこった大規模複合災害を学び、必

要な医療・福祉・保健・行政をはじめとす

る各種連携の実際を理解し、説明できる。

－
修得の機会

がない

②
放射線災害の実際を知り、放射線を科学的

に学び、適切に説明できる。

③

放射線（および災害）に対する地域住民の

不安が理解でき、社会・地域住民とのリス

クコミュニケーションについて説明でき

る。

7．看護学発展への貢献

看護学領域での研究の意義や、科学的・論理的思考に基づいて看護学上の課題を解決する

ことの重要性を理解できる。
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１） 科学的・論理的思考

①
看護実践を通して、看護学上の

課題を考えることができる。

○

理解と計画

立案ができ

ることた単

位認定の要

件である

②

科学的思考に基づいて看護学

上の課題を解決することの重

要性を説明できる。

テキスト：指定しない

参考書： 指定しない

成績評価方法：対象との関わり：20％

       カンファレンスへの参加度：20％

       自己洞察：20％

       記録（日々の記録・受け持ち患者の記録・まとめのレポート）：40％

       ＊上記より、記録提出の遅れや欠席等があった場合は減点する

その他（メッセージ等）： 対象に関心を向けながら関わり続けることで、皆さんの中に様々

な疑問や気付きが生まれてきます。こうした、実習を通して皆さんが体験すること全てが学

びの源泉です。対象と向き合うだけでなく、自己とも向き合いながら、学んでいきましょう。

授業内容(学習項目) ：実習病棟では 1 名の患者を受け持ち、患者に関心を向けながら関わ

るプロセスの中で、セルフケアについてアセスメントし、必要な援助について学習する。ま

た、精神障害者が利用している福祉施設での実習をふまえ、地域で暮らす精神障害者を支え

る取り組みについて学習する。
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区分名：  急性期にある人の看護学実習

科目名（英語名称含む）：  （Critical Care Nursing Laboratory ）

教員名： 脇屋友美子 菅野久美 片桐和子

開講年次：３年次，学 期：2018 年度 後期 ，必修／選択：必修  

授業形態：実習 ，単位数：2 単位 ，時間数：90時間

概要：急性期にある成人から老年期の人を対象とし、主に周術期における看護展開について

実習を通して学ぶ。実習に臨んでは、既習の科目を振り返り、対象の看護を実践するにあた

り必要な知識および技術を復習･確認する。

実習目的；健康障害をもち、手術療法を受ける人やその家族を多面的に理解し、患者とその

家族との人間関係を基盤に、問題解決の系統的ｱﾌﾟﾛｰﾁを通して、手術侵襲に伴う変化への対

応と心身の回復・社会生活への適応がはかれるように看護を実践する能力を養う。

  

学習目標：

1. 手術療法に関するストレス・危機状態にある患者・家族を擁護し、回復に向けた患者･

家族の意思決定を支えることができる。

2. 手術や麻酔侵襲による対象の病態生理的変化を理解し、身体的苦痛の緩和や合併症を予

防し、早期回復するための援助ができる。

3. 手術療法によって変化した身体の形態･機能、それに伴う生活の変化を理解し、生活能

力の獲得のために保健医療チームと共同して社会資源の活用についての援助ができる。

4. 患者の健康の保持増進をめざして、保健医療チームの一員としての働きかけができる。

5. 患者・家族との適切な人間関係を築くことができる。

6. 目的意識を持って実習を行い、自己学習能力を養い、根拠のある看護実践ができる。

学習アウトカムと科目達成レベル表

学習アウトカム 科目達成レベル

１．プロフェッショナル

看護専門職者をめざす者として、それにふさわしい基本的な態度・姿勢の必要性を理解し、

行動できる。

１） 看護倫理

①
生命倫理と看護の倫理の原則を理解し、そ

れに基づき、考え、行動できる。

◎

看護実践の場

で看護職とし

ての態度、習

慣、価値観を

示せることが

②

生命の尊厳や人権について理解し、人々の

意思決定を支え、擁護に向けた行動をとる

ことができる。



130

単位認定の要

件である。

２)

習慣・服

装・品位/

礼儀

①
状況に適合した、服装、衛生観念、言葉遣

い、態度をとることができる。

◎

看護実践の場

で看護職とし

ての態度、習

慣、価値観を

示せることが

単位認定の要

件である。

看護実践の場

で看護職とし

ての態度、習

慣、価値観を

示せることが

単位認定の要

件である。

②
時間を厳守し、何事においても真摯に対応

し、積極性や誠実性を示すことができる。

③
自らの誤り、不適切な行為を認識し、正す

ことができる。

３） 対人関係 ①
他者に自分の価値観を押しつけず、常に敬

意を払って接することができる。
◎

看護実践の場

で看護職とし

ての態度、習

慣、価値観を

示せることが

単位認定の要

件である。

４）
法令等の規

範遵守

①
個人情報の取扱いに注意し、守秘義務を守

り、人々のプライバシーを尊重できる。

◎

看護実践の場

で看護職とし

ての態度、習

慣、価値観を

示せることが

単位認定の要

件である。

②
各種法令、大学等関連諸機関の規定を遵守

することができる。

２．生涯学習

看護専門職者として優れた洞察力と応用力を兼ね備え、看護学及び関連の広い分野の科学

的情報を収集・評価し、論理的思考の継続的改善を行うことができる。
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１）
自己啓発と

自己鍛錬

①
看護学・医療の発展、人類の福祉に貢献

することの重要性を理解できる。

○

態度、習

慣、価値観

を模擬的に

示せること

が単位認定

の要件であ

る。

②
看護学に関する情報を、目的に合わせて

効率的に入手することができる。

③

独立自尊の気風を養い、自己管理・自己

評価を行い、自身で責任を持って考え、

行動できる。

④

自らのキャリアをデザインし，自己主導

型学習（自身の疑問や知識・技能不足を

認識し、自ら必要な学習）により、常に

自己の向上を図ることができる。

３．人間関係の理解とコミュニケーション

自己を内省する力を養うとともに、他者とのコミュニケーションを通して、他者を理解し、

互いの立場を尊重したよりよい人間関係を築くことができる。

１）

看護を必要

とする人々

とのコミュ

ニケーショ

ン

①
人々の生命、健康、生活について幅広い関

心を持ち、深く洞察することができる。

◎

看護実践の

場で看護職

としての態

度、習慣、

価値観を示

せることが

単位認定の

要件であ

る。

②
人々の社会的背景を理解して尊重するこ

とができる。

③

看護専門職者としてふさわしいコミュニ

ケーションスキルを身につけ、実践でき

る。

④
望ましい健康行動がとれるよう人々の意

思決定を支援することができる。

２）

チームでの

コミュニケ

ーション

①
人々の健康を支えるチームの一員に看護

の立場から参加し、他職種と協働できる。

◎

看護実践の

場で看護職

としての態

度、習慣、

価値観を示

せることが

単位認定の

要件であ

る。

②

チーム医療におけるリーダーシップの意

義と看護専門職者が果たす役割について

理解することができる。

③

チームメンバーに対して、尊敬、共感、信

頼、誠実さを示し、看護専門職者としての

責任を果たす重要性を理解することがで

きる。

④

人々に必要な看護が継続されるよう、医療

チームメンバーに適切に情報を提供する

重要性を理解することができる。
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4．知識とその応用

看護専門職者の基盤となる知識を修得し、科学的根拠に基づき、看護の実践に応用できる。

以下の科目の知識を修得し、学習内容を

説明できる。（学部コースツリー参照）

１）

豊かな感性

と倫理観を

もつ看護専

門職者

① 感性を高める科目

●

実践の基

盤となる知

識を示せる

ことが単位

認定の要件

である。

② 倫理性を高める科目

③ 論理的思考能力を高める科目

④ 表現力を培う科目

２）

創造性豊か

な看護専門

職者

① 社会の理解を深める科目

●

実践の基

盤となる知

識を示せる

ことが単位

認定の要件

である。

② 人間の理解を深める科目

③ 人間の身体機能と病態を理解する科目

④ 看護の基本となる科目

⑤ 看護実践の基盤となる科目

３）

ニーズに対

応する実践

能力を備え

た看護専門

職者

① 看護実践の応用となる科目

◎

看護実践の

基盤となる

理論や知

識、技術を

示せること

が単位認定

の要件であ

る。

② 看護の実践

③ 看護を統合する科目

5．看護の実践

人々が生活するあらゆる場において、あらゆる健康レベルの人々のニーズに基づいた看護

を実践することができる。
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１）

人々のニー

ズに基づい

た看護の実

践

①

人々の健康レベルを、成長発達や日常生活

を取り巻く環境の観点で捉えることがで

きる。

◎

看護実践の

場で看護職

としての態

度、習慣、

価値観を示

せることが

単位認定の

要件であ

る。

②

人々が活用できる地域の社会資源、保健・

医療・福祉制度や関係機関の機能と連携に

ついて説明できる。

③

人々の健康に関するニーズを明らかにす

るために、必要な情報を収集し、アセスメ

ントすることができる。

④
健康問題に応じた、根拠に基づく看護を計

画することができる。

⑤
安全で効果的なケアを探求し、あらゆる健

康段階に応じた看護を実践できる。

⑥

看護の対象となる人々、保健医療福祉等の

専門職と協働して、人々がその健康問題を

解決することを支援することができる。

⑦
看護実践を評価し、計画の修正を図ること

ができる。

⑧

地域の人々の健康問題の解決のために、既

存の社会資源の改善や新たな社会資源の

開発、フォーマル・インフォーマルなサー

ビスのネットワーク化、システム化の重要

性を説明できる。

6．地域社会への貢献

（１）地域の特性を理解し、人々が住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、看護

専門職者としての役割を果たすことができる。

（２）福島での大規模複合災害から、災害時に必要となる種々の連携について学び、説明で

きる。

１）

地域の人々

の生命と暮

らしを守る

①

地域の特性やそこで暮らす人々の生活状

況を理解し、人々が抱える健康問題と関連

する要因や生活背景について説明できる。
△

修得の機会

があるが、

単位認定に

関係ない②

人々とともに、安心して生活できる地域づ

くりを考え、そのために協働する看護専門

職者の役割について説明できる。
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２）
福島の災害

から学ぶ

①

福島でおこった大規模複合災害を学び、必

要な医療・福祉・保健・行政をはじめとす

る各種連携の実際を理解し、説明できる。

②
放射線災害の実際を知り、放射線を科学的

に学び、適切に説明できる。

③

放射線（および災害）に対する地域住民の

不安が理解でき、社会・地域住民とのリス

クコミュニケーションについて説明でき

る。

7．看護学発展への貢献

看護学領域での研究の意義や、科学的・論理的思考に基づいて看護学上の課題を解決する

ことの重要性を理解できる。

１） 科学的・論理的思考

①
看護実践を通して、看護学上の

課題を考えることができる。

△

修得の機会

があるが、

単位認定に

関係ない
②

科学的思考に基づいて看護学

上の課題を解決することの重

要性を説明できる。

テキスト：適宜提示・紹介する。      

参考書： ：適宜提示・紹介する。

成績評価方法：急性期にある人の看護学実習要項を参照のこと。

その他（メッセージ等）：急性期にある人の看護学実習では、周術期にある患者を受け持ち

ます。周術期にある患者は、日々・時間ごとの状態変化が速い・大きいという特徴がありま

す。実習目的に関連した授業内容についてしっかり復習を行い、実習に臨みましょう。実習

は臨地で生の現実での学びであるため、また、易感染状態の患者様と関わるため学生自身の

体調管理が重要となります。

授業内容(学習項目) 

手術を受ける患者を 1～2 名受け持ち、周術期看護の看護過程を展開する

詳細は急性期にある人の看護学実習要項を参照のこと。
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区分名： 看護の実践

科目名（英語名称含む）：慢性疾患をもつ人への看護学実習

教員名： 山手美和，井上水絵，横山郁美，他

開講年次：３年次，学 期：2018 年度 後期 ，必修／選択：必修  

授業形態：実習 ，単位数：2 単位 ，時間数：90時間

概要：長期にわたる疾病管理が必要で、治癒することが困難な慢性疾患及び機能障害を持つ、

成人期または老年期にある患者と家族に対し、慢性疾患の特徴を理解し、全体像をとらえ、

看護上の問題点および必要な看護支援を修得する。

  

実習目的：慢性的な健康問題を持つ患者の、身体的、精神的、社会的な影響を理解し、生涯

にわたって必要となるセルフマネジメントの獲得を支援し、生活の再構築し、QOL の維持・

向上を計るために必要な看護に関する知識と実践能力を修得する。

実習目標：

1. 慢性疾患を持つ患者と家族の特徴を理解し、身体的・精神的・社会的側面を多面的にと

らえ全体像を把握し、看護上の問題点を述べることができる。

2. 慢性疾患の病態、検査、治療経過について理解し、疾病や障害をコントロールするため

に必要な看護支援（セルフケア能力維持・向上、指導、合併症予防）について考えるこ

とができる。

3. 慢性疾患をもつ患者とその家族へ必要な看護支援の実際を理解し、到達目標を明確に

し、看護過程の計画・実践・評価をすることができる。

4. 慢性疾患・機能障害をもつ患者の治療や生活支援に関わる保健医療チームの役割と必

要な社会資源を理解し、連携のありかたについて学ぶことができる。

5. 慢性疾患における看護実践を通じて自己の行動を振り返り、看護者としてのあり方や

看護観について学ぶことができる。

学習アウトカムと科目達成レベル表

学習アウトカム 科目達成レベル

１．プロフェッショナル

看護専門職者をめざす者として、それにふさわしい基本的な態度・姿勢の必要性を理解し、

行動できる。

１） 看護倫理 ①
生命倫理と看護の倫理の原則を理解し、そ

れに基づき、考え、行動できる。
◎

看護実践の場

で看護職者と
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②

生命の尊厳や人権について理解し、人々の

意思決定を支え、擁護に向けた行動をとる

ことができる。

しての態度、

習慣、価値感

を示せること

が単位認定の

要件である

２)

習慣・服

装・品位/

礼儀

①
状況に適合した、服装、衛生観念、言葉遣

い、態度をとることができる。

◎ 〃②
時間を厳守し、何事においても真摯に対応

し、積極性や誠実性を示すことができる。

③
自らの誤り、不適切な行為を認識し、正す

ことができる。

３） 対人関係 ①
他者に自分の価値観を押しつけず、常に敬

意を払って接することができる。
◎ 〃

４）
法令等の規

範遵守

①
個人情報の取扱いに注意し、守秘義務を守

り、人々のプライバシーを尊重できる。
◎ 〃

②
各種法令、大学等関連諸機関の規定を遵守

することができる。

２．生涯学習

看護専門職者として優れた洞察力と応用力を兼ね備え、看護学及び関連の広い分野の科学

的情報を収集・評価し、論理的思考の継続的改善を行うことができる。

１）
自己啓発と

自己鍛錬

①
看護学・医療の発展、人類の福祉に貢献

することの重要性を理解できる。

◯

基盤となる

態度、習

慣、スキル

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある

②
看護学に関する情報を、目的に合わせて

効率的に入手することができる。

③

独立自尊の気風を養い、自己管理・自己

評価を行い、自身で責任を持って考え、

行動できる。

④

自らのキャリアをデザインし，自己主導

型学習（自身の疑問や知識・技能不足を

認識し、自ら必要な学習）により、常に

自己の向上を図ることができる。

３．人間関係の理解とコミュニケーション

自己を内省する力を養うとともに、他者とのコミュニケーションを通して、他者を理解し、

互いの立場を尊重したよりよい人間関係を築くことができる。
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１）

看護を必要

とする人々

とのコミュ

ニケーショ

ン

①
人々の生命、健康、生活について幅広い関

心を持ち、深く洞察することができる。

◎

看護の一部

として実践

できること

が単位認定

の要件であ

る

②
人々の社会的背景を理解して尊重するこ

とができる。

③

看護専門職者としてふさわしいコミュニ

ケーションスキルを身につけ、実践でき

る。

④
望ましい健康行動がとれるよう人々の意

思決定を支援することができる。

２）

チームでの

コミュニケ

ーション

①
人々の健康を支えるチームの一員に看護

の立場から参加し、他職種と協働できる。

◎

看護の一部

として実践

できること

が単位認定

の要件であ

る

②

チーム医療におけるリーダーシップの意

義と看護専門職者が果たす役割について

理解することができる。

③

チームメンバーに対して、尊敬、共感、信

頼、誠実さを示し、看護専門職者としての

責任を果たす重要性を理解することがで

きる。

④

人々に必要な看護が継続されるよう、医療

チームメンバーに適切に情報を提供する

重要性を理解することができる。

4．知識とその応用

看護専門職者の基盤となる知識を修得し、科学的根拠に基づき、看護の実践に応用できる。

以下の科目の知識を修得し、学習内容を

説明できる。（学部コースツリー参照）

１）

豊かな感性

と倫理観を

もつ看護専

門職者

① 感性を高める科目

●

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある。

② 倫理性を高める科目

③ 論理的思考能力を高める科目

④ 表現力を培う科目
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２）

創造性豊か

な看護専門

職者

① 社会の理解を深める科目

●

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある。

② 人間の理解を深める科目

③ 人間の身体機能と病態を理解する科目

④ 看護の基本となる科目

⑤ 看護実践の基盤となる科目

３）

ニーズに対

応する実践

能力を備え

た看護専門

職者

① 看護実践の応用となる科目

◎

看護の場に

知識を応用

できること

が単位認定

の要件であ

る。

② 看護の実践

③ 看護を統合する科目

5．看護の実践

人々が生活するあらゆる場において、あらゆる健康レベルの人々のニーズに基づいた看護

を実践することができる。

１）

人々のニー

ズに基づい

た看護の実

践

①

人々の健康レベルを、成長発達や日常生活

を取り巻く環境の観点で捉えることがで

きる。

◎

看護の一部

として実践

できること

が単位認定

の要件であ

る

②

人々が活用できる地域の社会資源、保健・

医療・福祉制度や関係機関の機能と連携に

ついて説明できる。

③

人々の健康に関するニーズを明らかにす

るために、必要な情報を収集し、アセスメ

ントすることができる。

④
健康問題に応じた、根拠に基づく看護を計

画することができる。

⑤
安全で効果的なケアを探求し、あらゆる健

康段階に応じた看護を実践できる。

⑥

看護の対象となる人々、保健医療福祉等の

専門職と協働して、人々がその健康問題を

解決することを支援することができる。
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⑦
看護実践を評価し、計画の修正を図ること

ができる。

⑧

地域の人々の健康問題の解決のために、既

存の社会資源の改善や新たな社会資源の

開発、フォーマル・インフォーマルなサー

ビスのネットワーク化、システム化の重要

性を説明できる。

6．地域社会への貢献

（１）地域の特性を理解し、人々が住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、看護

専門職者としての役割を果たすことができる。

（２）福島での大規模複合災害から、災害時に必要となる種々の連携について学び、説明で

きる。

１）

地域の人々

の生命と暮

らしを守る

①

地域の特性やそこで暮らす人々の生活状

況を理解し、人々が抱える健康問題と関連

する要因や生活背景について説明できる。
△

修得の機会

があるが、

単位認定に

関係ない②

人々とともに、安心して生活できる地域づ

くりを考え、そのために協働する看護専門

職者の役割について説明できる。

２）
福島の災害

から学ぶ

①

福島でおこった大規模複合災害を学び、必

要な医療・福祉・保健・行政をはじめとす

る各種連携の実際を理解し、説明できる。

－
修得の機会

がない

②
放射線災害の実際を知り、放射線を科学的

に学び、適切に説明できる。

③

放射線（および災害）に対する地域住民の

不安が理解でき、社会・地域住民とのリス

クコミュニケーションについて説明でき

る。

7．看護学発展への貢献

看護学領域での研究の意義や、科学的・論理的思考に基づいて看護学上の課題を解決する

ことの重要性を理解できる。

１） 科学的・論理的思考 ①
看護実践を通して、看護学上の

課題を考えることができる。
△

修得の機会

があるが、
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②

科学的思考に基づいて看護学

上の課題を解決することの重

要性を説明できる。

単位認定に

関係ない

テキスト： 特に指定しない     

参考書： 特に指定しない

成績評価方法： 慢性期にある人の看護学実習要項を参照のこと。

その他（メッセージ等）： 健康レベル、ADL のセルフケア能力、疾患など、多用で疾病のコ

ントロールのために入院して療養生活を送る成人期もしくは老年期にある人を対象として、

看護実習を展開します。患者様およびその家族が病みの軌跡と共に生活する過去、現在、未

来を把握し、その人を包括的にとらえ、必要な看護支援を見出す実習になります。熟考しな

がら進める実習になりますので、心身ともに学習準備をして臨んでください。


